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１ 農業総合研究所の概要 

(1) 組織、体制の概要 

本県の農業・食品関係試験研究機関は、明治中期

以降順次設立され、農政及び農業技術の変遷に伴っ

て再編整備を繰り返し、時代や研究ニーズを踏まえ

ながら農業技術の研究開発に努めてきた。この間、

専門場所体制の機能を発揮し、本県の農業・食品産

業を全国トップレベルに維持発展させる原動力の一

つとなってきた。 

一方、農業・食品を巡る国際環境や消費構造が大

きく変化し、農業及び食品産業については、地域の

特性を活かし消費者ニーズをとらえた新品種育成や

新食品開発をはじめ、「品質・味・健康・安全性」な

どを踏まえた生産・加工技術に加えて、「形・色・包

装・保存・貯蔵性」のほか「流通・市場性・サービ

ス」まで含めた、幅広い条件を踏まえた試験研究体

制が求められるようになった。 

このため、①専門場所の研究の枠を越えた一体的

な総合研究体制、②産学官による共同研究・プロジェ

クト研究等の推進を図る連携体制と企画調整機能の

強化、③研究の高度化・効率化、研究ニーズ及び成

果の収集・提供を図る総合情報体制、④研修、交流

及び技術相談など開かれた試験研究体制、⑤国際農

業技術交流・技術研修体制など、試験研究推進体制

の整備を図ることが必要になった。 

このような状況の下で、作物研究センター、園芸

研究センター、畜産研究センター、食品研究センター、

高冷地農業技術センター、中山間地農業技術セン

ター、佐渡農業技術センターの７専門場所と管理部、

企画情報部、基盤研究部、アグリ・フーズバイオ研

究部の共通基盤部門による「統括型」の体制で新潟

県農業の研究を推進する。 

 

(2) 所 在 

新潟県農業総合研究所 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(39)8498 

 

新潟県農業総合研究所作物研究センター 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(35)0021 

 

新潟県農業総合研究所園芸研究センター 

 新潟県北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

 〒957-0111  TEL 0254(27)5555 

        FAX 0254(27)2659 

 

新潟県農業総合研究所畜産研究センター 

 新潟県三条市棚鱗 178 

 〒955-0143  TEL 0256(46)3103 

        FAX 0256(46)4865 

 

新潟県農業総合研究所食品研究センター 

 新潟県加茂市新栄町 2-25 

 〒959-1381  TEL 0256(52)0448 

        FAX 0256(52)6634 

 

新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

 新潟県中魚沼郡津南町中深見乙 7910 

 〒949-8311  TEL 0257(65)2145 

        FAX 0257(65)3018 

 

新潟県農業総合研究所中山間地農業技術センター 

 新潟県北魚沼郡川口町牛ヶ島 135-1 

 〒949-7505  TEL 0258(89)2330 

        FAX 0258(89)4315 

 

新潟県農業総合研究所佐渡農業技術センター 

 新潟県佐渡市中興甲 351 

 〒952-1211  TEL 0259(63)4102 

        FAX 0259(63)3972 

 

(3) 組織機構図 

農業総合研究所   管理部 

              企画情報部 

              基盤研究部 

              アグリ・フーズバイオ研究部 

              作物研究センター 

              園芸研究センター 

              畜産研究センター 

              食品研究センター 

               高冷地農業技術センター 

              中山間地農業技術センター 

              佐渡農業技術センター 

 

         職員数 研究職 124 名 

             行政職  26 名 

           （うち普及   8 名） 

             現業職  56 名 

             合 計 206 名 
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２ 共同研究及びプロジェクト研究 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 共同研究   

県特 

国委 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 予察に基づくｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ防除体系の確立 

（合成性フェロモン利用による斑点米ｶﾒﾑｼ防除技術の開発） 

ア 発生生態の解明と防除法の改善 

001  (ア) 産卵と幼虫発育に対する種子吸汁の効果 

002   (イ) 水田における成幼虫の発生消長 

      (ウ) 斑点米発生要因の解析 

003     a すくい取り虫数と斑点米率の関係 

004     b 一般圃場における斑点米の発生 

      (エ) 防除技術 

005   a 効率的防除技術の検討 

006     b 新系統殺虫剤の防除技術 

007     c 共同防除における薬剤防除法 

イ 合成性フェロモンを利用した発生予察技術の開発 

008   (ア) フェロモントラップの設置条件 

009   (イ) 発生消長把握におけるフェロモントラップの有効性 

010 （ウ）発生予察技術の開発 

平14～18 

 

 

平14～17

〃 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

平16～18

〃 

    〃 

共同：信越化学、北陸研

究センター、山形農試､

長野農試、富山農試 

作物研栽培科 

     〃 

 

 〃 

     〃 

 

     〃 

     〃 

     〃 

      

     〃 

 〃 

     〃 

県特 

国委 

(2) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ストレス耐

性評価 

(水稲の高温登熟条件下における高品質米生産技術の開発) 

011  ア 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 

     イ 高温条件下での肥培管理と品質の関係解明 

012   (ア) 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影響の

検討 

013   (イ) 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検討 

014   (ウ) 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす影響の

検討 

015  ウ 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期栄養管理

法の開発 

 エ 玄米品質劣化把握のための高温登熟検定法の確立 

016   (ア) 高温登熟検定法の確立 

平15～19 

 

 

共同：北陸地域基盤研究

部、新潟大学 

 

作物研栽培科 

    

     〃 

      

     〃 

     〃 

 

     〃 

 

 

作物研育種科 

国委 (3) ダイズ褐斑粒の原因ウイルスの解明と弱毒ウイルスを利

用した健全種子生産技術の開発 

     ア 褐斑粒原因ウイルスの種類と分布状況 

017   (ア) CMV、PSV、SMV、SBMV の分布 

018   (イ) 大量診断技術の開発 

     イ 無毒種子生産技術の開発と種子伝染、褐斑粒発現機構の

解明 

019   (ア) ウイルスの違いによる褐斑粒発生、種子伝染率の差異 

020   (イ) 乾熱処理による保毒率低減技術の開発 

 ウ 従来の褐斑粒低減技術の評価と総合的褐斑粒発生防止技

術体系の確立 

021   (ア) 感染株除去の効果 

平16～20 

  

 

共同:東北研究センター 

 

 

作物研栽培科､育種科 

〃 

 

 

〃 

〃 

 

 

〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 022 (4) 花色改変遺伝子を導入したユリ等の作製 

 

平16～17 共同：新潟大学、長岡技

術科学大学、農研機構・

花き研、日本原子力研究

開発機構・高崎量子応用

研究所 
アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学）、 

経常 023 (5) 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減技術の確立 

 

平15～17 共同：新潟大学、明治製

菓 

畜産研養豚・養鶏科 

高度

化 

024 (6) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技術 

 

平16～18 共同：関東８都県協定 

畜産研酪農肉牛科 

国委 (7) 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼料給与技

術の開発 

025  ア 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼料給与技

術の開発 

026  イ ＴＭＲセンターの設置要件 

平16～17 共同：広島県、群馬県 

 

畜産研酪農肉牛科 

 

畜産研環境・飼料科 

国 

交付

金 

(8) 畜産新技術の取組 

027  ア ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

 

平17～19 共同：全国共同 17 都府

県 

畜産研繁殖工学科 

国 

交付

金 

(9) 畜産新技術の取組 

ア ウシ胚の雌雄産み分け技術の実用化に関する試験 

028  (ア) ストロー内希釈をしたガラス化保存胚の直接移植の検

討 

平 8～ 共同：全国共同 16 道県 

畜産研繁殖工学科 

国委 029 (10) ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実証試験 平16～19 共同：農環研、山形農研

セ、埼玉農研セ、東京農

林総セ 

園芸研環境科 

県特 (11) 県特産農産物の機能性成分の探索と利用食品の開発 
030  ア 県特産農産物中のポリフェノール成分の分析と利用食品

の開発 

031  イ 糖尿病予防機能を有する食品の開発 

平15～17 共同：新潟薬科大 

食品研食品工学科 

 

        〃 

国委   (12) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

032  ア 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定量的評価 

033  イ 土壌の酸化還元とメタン発生量の関係把握 

034  ウ 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

平16～17 共同：農環研、野茶研 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

        〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

     (13) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力果樹栽培

技術の開発 

 ア  重粘土質土壌等の水田転換畑に適した高商品性果実生産

技術の開発 

035   (ア) 生理障害回避に有効な西洋ナシの優良台木利用技術の確

立 

036   (イ) 水田転換畑における西洋ナシの商品性向上技術の開発 

     イ 多日照・多雪等の気象条件に即した省力管理技術の開発 

037   (ア) ブドウの水稲育苗ハウスに適したアーチング樹形の開発 

038   (イ) 水稲育苗ハウスに合わせたハウス内でのブドウ生育コン

トロール技術の確立 

     ウ 現地実証ほの設置と栽培マニュアル・経営モデルの作成 

039   (ア) 水稲育苗ハウスを利用したブドウ栽培現地実証 

平17～21 共同：富山県、石川県、

福井県、新潟大、宇都宮

大、果樹研、北越農事 

 

園芸研栽培・施設科、育

種科 

園芸研育種科、栽培・施

設科、環境科 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

 

        〃 

公募 (14) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導技術の開

発 

040  ア 発病抑止土壌及び連作障害土壌における土壌微生物性評

価 

041  イ 簡易土壌微生物性診断法の確立 

042  ウ 還元消毒法による土壌微生物性への影響評価 

平17～19 共同：北海道農研、岐阜

県､長野県､サカタのタネ 

基盤研究部(栽培環境) 

 

        〃 

〃 

公募     (15) エダマメの剥き豆調製による新形態加工食品の製造技術の

開発 

043  ア  近赤外透過法を用いた食味成分計測による剥き豆分別法

の確立 

平17～19 

  〃 

共同：山形県農総研、兵

庫県農技センター、食総

研、ﾌﾟﾗﾝﾄｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ、兵

庫県食品産業協議会 
栽培・施設科（野菜） 

公募  (16) 小規模青果物産地の販売力向上のためのコミュニケーシ

ョン・マーケティング手法の開発 

 ア Web を活用した商品開発手法の検討 

044   (ア) 商品開発手順の検討 

045   (イ) 従来の調査手法との比較 

     イ Web 直販のための新商品開発 

046   (ア) ニーズ把握 

047   (イ) 商品コンセプト開発 

048   (ウ) 試作品の検討 

049  ウ 差別化促進のための青果物イメージ評価の把握 

 エ Web を活用したクチコミマーケティングの検討 

050   (ア) クチコミマーケティング手順の検討 

051   (イ) クチコミマーケティングの効果 

052  オ Web を利用したコミュニケーション・マーケティング手

法 

平16～17 共同：北陸研究センター 

 

 

基盤研究部(経営流通) 

        〃 

 

        〃 

        〃 

        〃 

        〃 

  

       〃 

        〃 

        〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 共同研究・プロジェクト   

県特     (17) ＤＮＡマーカーの利用による主要水稲品種のいもち病抵

抗性ＩＬの緊急作出 

053  ア いもち病抵抗性同質遺伝子系統の作出 

     イ SNP マーカーを用いたいもち病真性抵抗性遺伝子同質系

統の育成 

054   (ア) マーカー選抜によるこしいぶき Piz 同質遺伝子系統の

育成 

055   (イ) マーカー選抜によるこしいぶき Piz-t 同質遺伝子系統

の育成 

056   (ウ) マーカー選抜によるこしいぶき Pib 同質遺伝子系統の

育成 

平15～17 

 

 

共同：中央農研北陸研究

センター 

作物研育種科 

 

 

アグリ・フーズバイオ研

究部（稲育種工学） 

        〃 

 

〃 

県特 

国委 

 (18) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術の確立 

       (重粘土地域における大豆品質向上技術の確立と多収条件

の解明) 

057  ア 大豆早生優良品種の選定と栽培法 

058   (ア) 播種期と栽植密度（準高冷地） 

059   (イ) 佐渡における「たまうらら」の播種期・播種密度の検

討 

060  （ウ）栽培条件と豆腐加工適性 

     イ 品質向上・安定多収技術の確立 

061   (ア) シグモイド型被覆尿素による施肥技術の確立 

062  ウ 根粒超着生系統作系４号の多収条件の解明 

 

 

 

平14～17 

平15～17  

   〃 

 

   〃 

   

平14～17 

 〃 

共同：北陸水田利用部上

席研究官 

 

作物研育種科 

高冷地農技 

佐渡農技 

 

食品研穀類食品科 

 

作物研栽培科 

作物研育種科 

国委     (19) 新潟県における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの

確立 

       (北陸における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの確

立) 

063  ア  飼料用イネの給与技術の開発 

064  イ  畜産物商品の消費者ニーズの把握 

     ウ 飼料イネあとの｢ﾌｧｲﾊﾞｰｽﾉｳ｣の高品質安定栽培法 

065   (ア) 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収量･品質

に及ぼす影響 

066   (イ) 適正播種期の解明 

067   (ウ) 越冬後の生育診断と肥培管理 

平15～19 共同：中央農研北陸研究

センター 

 

 

畜産研酪農肉牛科 

基盤研究部(経営流通) 

 

作物研育種科 

 

     〃 

     〃 

県特     (20) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネギ”の育

成 

068 ア 優良系統の選抜 

平16～18 共同：日本原子力研究所 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学） 

園芸研育種科 

県特 (21) 県産地鶏普及推進のための技術開発 

069  ア 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響 

     イ 流通販売戦略開発 

070   (ア) 消費者ニーズの把握 

071   (イ) 流通販売拡大方策の検討 

072  ウ 県産地鶏の低利用部位等による新規加工 

073  エ 地鶏肉判別技術の開発 

平16～18 

 

   

共同：新潟大学 

畜産研養豚・養鶏科 

 

基盤研究部(経営流通) 

 〃 

食品研園芸特産食品科 

アグリ・フーズバイオ研

究部 
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－ I - 8 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (22) イネシステインプロテアーゼ阻害因子を機能成分とする食品

素材の研究・開発 

 

 

074  ア  イネシステインプロテアーゼ阻害因子組換蛋白質の発現と

精製 

075  イ  生化学的特性と存在量の解明 

平17～20 

 

 

 

平 17 

 

平17～19 

共同：新潟大学、新潟工

科大学 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学）、 

食品研食品工学科 

 
     〃 

公募     (23) 新形質米の機能性を活用した新食品の開発 

     ア 新形質品種・系統の栽培技術の開発 

  (ア) 高アミロース系統の栽培特性の解明 

 

 

076     ａ 高アミロース米の澱粉特性及び製粉技術の開発 

平17～19 

 

   

共同：食総研、北陸研究

センター、石川総農研、

応用栄養学食品研究所、

北陸製菓、松屋 

作物研育種科、 

食品研穀類食品科 

公募    (24) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術の開発 

     ア 大豆しわ粒発生機構の解明 

077   (ア) 作物体の水分条件の変動が種皮剥離及びしわ粒発生に

及ぼす影響の解明 

078   (イ) 作物体のミネラル成分が剥離及びしわ粒発生に及ぼす

影響の解明 

079   (ウ) 剥離の発生がしわ(亀甲しわ)の発生に及ぼす影響の解

明 

080   (エ) 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯の比較

に基づくしわ粒発生要因の解明 

081  イ  大豆しわ粒発生防止技術の開発 

082   (イ) 子実・茎水分簡易測定法の検証 

083   (ウ) 子実・茎水分簡易測定法に基づく、汚損、しわ粒軽減 

          コンバイン収穫技術の検討 

084   (エ) しわ粒発生防止技術の現地実証（重粘土地帯） 

平16～18 共同:北陸研究ｾ､福井農

試､富山農試､新潟大学 

作物研育種科(畑作物) 

 

〃 

 

〃 

 

作物研栽培科(作物栄

養) 

作物研育種科(畑作物) 

基盤研究部(生産工学) 

〃 

 

作物研育種科(畑作物) 

 3 プロジェクト   

経常     (25) 多様な育種素材の活用と葯培養技術を利用した稲優良系

統の育成 

085  ア  育種素材の形質およびカルス培養特性 

086  イ  葯培養による固定系統の作出 

087  ウ  イネ葯培養 ARIS 法における最適な再分化誘導培養日数 

088  エ  イネ葯培養 ARIS 法における葯の再培養の検討 

平17～22 プロ: 作物研育種科 

 
アグリ・フーズバイオ研

究部（稲育種工学）〃 
〃 
〃 

県特 

国委 

    (26) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確立 

089  ア  水稲の生育量測定手法の確立 

090  イ  水稲生育・米品質推定法の確立 

091  ウ 穂肥量による米品質制御 

092  エ 日本型水稲精密農業（ＰＦ）実証試験 

平16～18  

基盤研究部(生産工学) 

     〃 

作物研栽培科 

基盤研究部(生産工学) 
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－ I - 9 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (27) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術の開発 

     ア 無加温、無ハウス、プール育苗の検討 

093   (ア) 被覆資材 

094   (イ) プール育苗管理法 

  (ウ) 露地密播苗の生育特性 

095     ａ 育苗期間と苗質 

096     ｂ 各種育苗条件と発根力 

097     ｃ 密播苗の活着と本田の生育 

098  イ 密播疎植安定化のための機械移植技術 

099  ウ 密播・疎植条件での安定栽培 

     エ 低温強風地帯における無ハウス・プール育苗の検討 

100   (ア) 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 

101   (イ) 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 

     オ 個別技術の体系化 

102   (ア) 作業能率の把握 

平16～18  

 

作物研栽培科 

     〃 

      

     〃 

     〃 

     〃 

基盤研究部(生産工学) 

作物研栽培科 

  

佐渡農技 

   〃 

 

基盤研究部(生産工学) 

県特 

国委 

(28) にいがた園芸３割アップを支援する生産技術の確立 

     イ 産地間競合対応 

  (ウ) 簡易ハウス活用による小物野菜の栽培体系 

103     ｃ オータムポエム 

104     ｄ オータムポエム年次間差 

     オ 一粒播種技術を核としたニンジンの生育斉一化技術の確

立 

105   (ア) 発芽斉一化のための栽培管理法の検討 

106   (イ) 発芽後の生育斉一化のための栽培技術の検討 

107   (ウ) 加工処理種子を利用した栽培の検討 

 

 

 

平 14～16 

 〃 

 

 

平14～17 

  〃 

  〃 

 

 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

高冷地農技 

県特     (29) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田高度利用 

技術の確立 

108  ア  多様な消費者ニーズに応える地域流通システムの解明 

     イ 大豆・野菜作における転換畑輪作技術の開発 

109   (イ) 最適土壌水分管理技術の開発 

110   (ウ) 機械化作業技術の開発 

     ウ 商品性の高い大豆及び野菜の安定栽培技術の確立 

111   (ア) 地域流通に適した品目・品種の選定と生産安定 

 (イ) 転換畑における秋施肥マルチ栽培技術の確立 

112     ａ キャベツ 

113     ｂ サトイモ 

   エ 取り組み結果の評価 

114   (ア) 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証 

平 14～18  

 

基盤研究部(経営流通) 

 

基盤研究部(栽培環境)  

基盤研究部(生産工学) 

 

園芸研栽培・施設科 

         

〃 

        〃 

 

基盤研究部(経営流通)   
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－ I - 10 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (30) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術確立 

115  ア 切り花品質コントロール栽培技術の確立 

  (ア) 球根養成時の栽培管理技術の検討 

116     ａ 球根の生育コントロールの検討 

117     ｂ  適正な施肥方法の検討 

118     ｃ 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査 

119     ｄ 養成球根の肥大とノーズ形成 

120     ｅ 奇形（帯化）球根の発生要因解明 

121     ｆ 多芽球根の発生要因解明 

(イ) 切り花草姿改善技術の検討 

122     ｂ  栽培管理技術の検討 

123  イ 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 

平 16～18  

園芸研栽培・施設科 

 

高冷地農技 

    〃 

    〃 

中山間地農技 

     〃 

     〃 

      

高冷地農技 

園芸研栽培・施設科 

県特     (31) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収穫・脱渋

技術の開発 

124  ア 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチャートの開

発 

125  イ カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術の開発 

126  ウ 果実脱渋特性の把握と高品質果実出荷のための脱渋技術

の開発 

平16～18 

 

平16～17 

   

平16～18 

   〃 

 

 

園芸研栽培・施設科 

 

        〃 

食品研園芸特産食品科 

県特 127 (32) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 

128  ア 乳酸菌添加によるサイレージ品質の安定化技術の確立 

平 15～18 

 

畜産研酪農肉牛科、環

境・飼料科 

基盤研究部(生産工学) 

県特 (33) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工適応性評

価と機能性の解析 

     ア 山菜及び地域在来野菜の優良系統の選定、増殖法の開発、

高生産技術及び新作型の開発 

  (ア) ウルイの促成栽培技術の確立 

129     ａ オリジナルウルイの開発 

130     ｂ コバギボウシの肥大特性の把握 

    (イ) フキノトウ早だし栽培技術の確立 

131     ａ 成園化のための地下茎部位の検討 

132     ｂ 成園化のための地下茎重量の検討 

133     ｃ 早だし栽培に向けた堀上時期と貯蔵温度の検討 

134     ｄ 早だし栽培に向けた貯蔵株重の検討 

  (ウ) 雪ムロを利用した新形態フキノトウの開発 

135     ａ フキノトウの優良系統の収集・検索 

136   (エ) フキノトウの品薄期出荷技術の開発 

137   (オ) ウワバミソウ栽培のための遮光率及び収穫時期の検討 

  (カ) オヤマボクチの長期継続栽培技術の開発 

138 ａ 直は栽培の検討 

139 ｂ 長期収穫のための収穫方法及び追肥の検討 

140   (キ) 佐渡在来カラシナの周年栽培化 

141  イ  地域特産農産物の有利販売のための加工適性及び機能性

評価 

平17～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間地農技 

     〃 

      

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

 

高冷地農技 

佐渡農技 

中山間地農技 

 

     〃 

     〃 

佐渡農技 

食品研園芸特産食品科 
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－ I - 11 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (34) 中山間地域の複合営農確立に向けた１・２年草及び宿根

草切り花等の栽培技術の確立 

     ア 雪ムロ等を活用した宿根草切り花の抑制栽培技術 

142   (ア) リアトリスの雪ムロ利用の抑制栽培 

143  (イ) 宿根草の露地栽培 

     イ １･２年草及び宿根草切り花の露地・簡易施設利用による

栽培技術 

144   (イ) 宿根草切り花の栽培技術 

145   (ウ) 夏播きストックの年内出し作型の安定化 

平 15～17 

 

 

平 17 

平15～17  

    

    

   〃 

   〃 

 

 

 

高冷地農技 

    〃 

 

 

中山間地農技 

園芸研栽培・施設科 

県特   (35) グランドカバー植物を利用した中山間地農業の軽労化技

術の確立 

     ア 大型水稲育苗施設を活用したグランドカバー植物マット 

苗の大量育苗法の確立 

146   (ア) 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマット苗 

の低コスト大量育苗技術の開発 

147   (イ) ヒメイワダレソウマット苗の軽量・ロール化と利用技

術の開発 

     イ 雑草の防除法の検討 

148   (ア) 黒ポリマルチにおける雑草防除方法の現地試験 

149   (イ) 黒ポリマルチ除去時期の検討 

     ウ 新規グランドカバー植物の選定 

150   (ア) センチピートグラスの特性解明と導入法の検討 

151   (イ) センチピートグラスの被覆状況の現地確認 

平15～17  

 

 

 

基盤研究部(生産工学)  

 

     〃 

 

 

中山間地農技 

     〃 

 

     〃 

     〃 

県特  (36) 高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系の確立 

     ア 耕地保全技術の検討 

152   (ア) ソバ・緑肥作物による省力的耕地保全技術の検討 

153   (イ) ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法(園研) 

154   (ウ) 土壌の物理性 

     イ 高度利用作付体系の確立 

155  (ア) ソバとの組み合わせによる主要野菜の効果的な輪作体

系の検討 

156   (イ) アレロパシー活性等を活用した主要野菜の効率的な輪

作体系 

157   (ウ) 高標高条件を活かした夏秋生産イチゴの栽培技術 

平16～18  

 

高冷地農技 

園芸研環境科 

基盤研究部(土壌保全) 

 

高冷地農技 

 

中山間地農技 

 

高冷地農技 
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－ I - 12 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (37) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマス利用栽

培技術の確立 

158  ア 施設園芸栽培に適応した低養分堆肥の利用技術の開発 

 (イ) 低養分堆肥の評価と利用技術の開発 

159     ａ 県内施設栽培土壌の実態把握 

160  イ 肥料代替効果を生かした家畜ふん堆肥利用技術の開発 

      (ア) 家畜ふん堆肥の水稲及び園芸作物に対する養分供給特

性の把握 

161     ａ  水田土壌における豚ふん堆肥の養分供給特性 

162     ｂ  水田土壌における鶏ふん堆肥の養分供給特性 

      (イ) 肥料成分のバランスを考慮した堆肥利用技術の確立 

163     ａ  肥料としての家畜ふん堆肥の露地栽培への利用 

     ウ 未利用バイオマス資源の有効利用技術の開発 

164   (イ) 有機発酵残さ、焼却灰の有効利用技術の開発 

平17～21  

 

畜産研環境・飼料科 

 

園芸研環境科 

畜産研環境・飼料科 

 

 

基盤研究部(栽培環境)  

     〃 

 

園芸研環境科 

 

基盤研究部(栽培環境) 

県特 (38) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体系化 

     ア 有用微生物の機能を活用した有機物資源利用技術の確立 

      (ア) 畑土壌における微生物性の指標化 

165     ａ トマト青枯病発生土壌における微生物性 

166     ｂ ナス連作ほ場における微生物性 

      (イ) 堆肥投入による土壌環境制御の高度化 

167     ａ 堆肥施用における微生物性への影響 

     イ 農薬代替技術・有機質肥料利用技術の確立 

168   (ア) 有機質肥料肥効特性のパターン化 

(イ) 化学農薬代替技術の評価検討 

    ａ 病害防除技術の検討 

169      (ａ) イチゴうどんこ病に対する有効薬剤の探索 

170      (ｂ) イチゴうどんこ病に対するケイ酸質肥料の施用効

果 

171      (ｃ) イチゴうどんこ病に対する有効生物農薬の施用効

果 

172     ｂ 害虫防除技術の検討 

 ウ 主要品目における減・減栽培の総合体系化 

173   (ア) エダマメ 

174   (イ) 抑制トマト 

175   (ウ) 秋冬ネギ 

176   (エ) サトイモ 

177   (オ) コマツナ 

178   (カ) チンゲンサイ 

  (キ) ホウレンソウ 

179     ａ ハウス晩春まき作型における実用性の実証 

180     ｂ ハウス早秋まき作型における実用性の実証 

平 15～19  

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

 

        〃 

 

        〃 

 

 

園芸研環境科 

     〃 

      

     〃 

      

     〃 

      

     〃 

     〃 

     〃 

高冷地農技 

中山間地農技 

     〃 

 

佐渡農技 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (39) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技術の開発 

     ア 有用微生物（Pythium oligundrum 等）を利用した生物的
防除法の開発 

      (ア) Pythium oligandrum を利用した土壌伝染性病害の生物
的防除 

181     ａ Pythium oligandrum のトマト青枯病に対する発病抑
制効果 

182     ｂ 新規有用微生物の選抜 

      (イ) 土壌還元消毒法による土壌病害の発生制御 

183     ａ 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト病害

の防除 

     イ 水稲育苗期に発生する病害の生物的・耕種的防除 

184   (ア) 有望菌株の細菌病発病抑制効果 

185   (イ) 有望菌株の糸状菌病発病抑制効果 

186   (ウ) 食品を用いた防除方法の検討 

     ウ 他感物質（アレロパシー）等を利用した病害発生抑制 

(ア) 園芸作物の土壌病害の防除技術 

    ａ 対抗植物のおよび微生物資材を用いたチューリップ

土壌病害の防除技術 

187      (ａ) 拮抗植物および資材の検索 

188      (ｂ) 微生物資材の検索 

平 16～20  

 

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

        〃 

 

        〃 

 

 

作物研栽培科 

     〃 

     〃 

 

      

 

 

園芸研環境科 

     〃 

国委 

県特 

    (40) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

189 ア 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウムリスク評 

価 

     イ 水稲・大豆におけるカドミウム吸収抑制資材、品種の利

用技術の確立 

190   (ア) 水稲に対するアルカリ資材等の施用効果 

191   (イ) 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の効果 

192   (ウ) 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果の検討 

193 ウ 水田の地耐力を維持しカドミウムの吸収抑制する水管理

技術の確立 

     エ 出穂期前後の湛水条件における高品質米生産技術 

194   (ア) 土壌別アルカリ効果の発現と地力動態の検証 

195  (イ) 品質向上技術の検討 

196  (ウ) 湛水状態での根の活性（現地調査） 

     オ 低地耐力水田における収穫等機械作業技術の検討 

197   (ア) 地耐力を維持する圃場管理技術の開発 

198   (イ) 水管理方法等の違いによる地耐力の推移 

199   (ウ) 暗渠排水による地耐力の把握 

     カ クリーニングクロップの利用による土壌修復の検討 

200   (ア) 水稲による生物土壌修復効果の検討 

     キ 園芸作物におけるカドミウム吸収抑制技術の検討 

  (ア) サトイモのカドミウム吸収抑制技術の探索 

201     ａ 土壌へのアルカリ資材の施用による吸収抑制効果 

202   (イ) ナスのカドミウム吸収抑制技術の開発 

平15～19  

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

 

〃 

基盤研究部(栽培環境) 

基盤研究部(土壌保全) 

        〃 

 

 

作物研栽培科 

     〃 

     〃 

 

基盤研究部(生産工学) 

         〃 

         〃 

 

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

園芸研環境科 

     〃 



14 

－ I - 14 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (41) 米消費拡大に向けた製粉技術改善と新規加工食品の開発 

 ア 米パン製造技術の改善 

203 （ア）低コスト化技術 

204 （イ）加工性改善 

ウ 米飯の多様化技術 

205 （ア）新商品開発のマーケティング調査 

206   (イ) 米飯及び米を利用した新加工技術の開発 

平15～17 

    

   〃 

   〃 

 

平16～17  

   〃 

 

 

食品研穀類食品科 

       〃 

       

基盤研究部(経営流通) 

食品研穀類食品科 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 共同研究

(1) 予察に基づくアカヒゲホソミドリカスミカメ防   

除体系の確立 

研究の背景と目的 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する予防的な

薬剤防除法は確立されたが、水田侵入前の密度抑制技

術や発生量に応じた防除判断の技術を取り入れ、より

合理的な防除体系を確立する。また、性フェロモンの

利用技術を開発する。 

001 産卵と幼虫発育に対する種子吸汁の効果 

 (石本・佐藤) 

イネ、コムギ幼苗に子実（玄米またはコムギ種子）

を加えて餌として与えた場合の影響を室内飼育試験

により検討した。幼虫では、子実を与えることにより、

幼苗のみに比べて羽化率の向上、幼虫期間の短縮等、

発育を促進する効果が認められた。雌成虫では、産卵

数の増加、寿命の延長が認められた。 

002 水田における成幼虫の発生消長 (石本・佐藤) 

わせじまん、コシヒカリの穂と止葉、次葉に袋かけ

し、１齢幼虫を放飼し、幼虫発育を調査した。放飼

10 日後の 2 齢到達個体率は、いずれの品種でも出穂

日放飼で高く、その後の登熟段階の放飼では、割れ籾

数が多いほど高かった。 

003 すくい取り虫数と斑点米率の関係 (石本) 

殺虫剤無散布圃場のデータを用いて、すくい取り虫

数と斑点米率の関係を検討した。穂揃い期の雌成虫数

ならびに出穂期 15 日後頃、25 日後頃、成熟期の成幼

虫数と斑点米率には有意な関係が認められ、特に出穂

期 25 日後頃、成熟期と関係が高かった。 

004 一般圃場における斑点米の発生 (石本) 

気象感応圃（こしいぶき、コシヒカリ）19 地点、

発生予察圃（コシヒカリ）18 地点について斑点米発

生状況を調査した。斑点米率 0.1％以上の地点は、気

象感応圃のこしいぶき１地点のみであった。 

005 効率的防除技術の検討 (石本・佐藤) 

こしいぶきに対する薬剤防除時期・回数をシラフル

オフェン剤を用いて検討した｡出穂期 11 日後、19 日

後の１回散布の防除効果は、出穂期 11 日後・19 日後

の 2 回散布に比べ劣ったが、実用上は十分であった。 
006 新系統殺虫剤の防除技術 (石本) 

エチプロール水和剤の１回散布の防除効果を、わせ

じまんを用いて検討した。出穂期３日後、11 日後の

散布は、散布後、収穫期まで成幼虫数は極めて少なく、

斑点米率も低く抑えられ、十分な防除効果があると考

えられた。 

007 共同防除における薬剤防除法 (石本) 

新潟市の無人ヘリによる共同防除地区で、ジノテフ

ラン液剤１回散布の防除効果を評価した。薬剤散布後

の成幼虫数は、早生品種、コシヒカリいずれでもきわ

めて少なく、斑点米も極めて少なかった。共同防除に

おいても、１回散布で十分な防除効果があることが確

認された。 

008 フェロモントラップの設置条件 (石本・佐藤) 

フェロモントラップの設置高を、水田内で粘着トラ

ップを用いて検討した。第１世代期、第２世代期とも

に、イネの草冠およびこれよりやや低い高さで誘殺数

が多く、トラップの設置高は、草冠付近がよいと考え

られた。 

009 発生消長把握におけるフェロモントラップの有

効性 (石本・佐藤) 

水田内に水盤トラップ、粘着トラップをイネの草冠

高に設置し、その誘殺消長とすくい取りによる虫数の

推移を比較した。いずれのトラップも、すくい取りの

結果を概ね反映した誘殺消長が得られ、実際の発生消

長をよく捉えていると考えられた。 

010 発生予察技術の開発 (石本・佐藤) 

水田内に設置したフェロモントラップの誘殺消長

を、予察灯、すくい取りと比較し、利用法を検討した。

フェロモントラップの誘殺消長は、第１、第２世代期

ともに、すくい取りの捕獲消長とよく一致し、個体数

もすくい取りに比べ多いことから、すくい取りの代替

として利用できると考えられた。また、第 1世代期で

は、予察灯と類似していることから、予察灯の代替と

して利用できる可能性が考えられた。 

(2) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ス

トレス耐性評価 

研究の背景と目的 

 近年、生育期間の高温気象条件下で産米の品質低下 

や変動が大きくなっている。高温登熟条件での品質低 

下要因を解明し、それに対応した肥培管理技術を確立 

する必要がある。また、高温でも品質の低下しない品

種開発のための、より簡便な選抜手法を確立し、併せ 

て高温登熟性評価のための基準品種を選定する。 

011 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 (土田) 

 2003、2004 年採取サンプルで検量線を作成し、2005

年採取サンプルで推定精度を検証した。本年の検証で

は供試サンプル数が少なく、成分範囲の幅が狭いため

か、相関は認められるものの、近赤外推定値と化学分

析値の誤差が大きく、稲体非構造性炭水化物を高い精

度で測定可能な有効な検量線は得られなかった。 

012 栽植密度、水管理等の要因が後期栄養に及ぼす影

響の検討 (市川・東) 

栽植密度 50 株、60 株/坪の２水準、植え付け本数
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3.5、７本/株の２水準、水管理中干し慣行、中干し弱

の２水準、穂揃い期追肥 0、1、2kg/10a の３水準で実

施した。㎡当たり籾数が少なくなる栽培条件（60 株/

坪、中干し慣行）で乳心白粒や青未熟粒が、登熟後半

まで活力を維持できるような栽培条件（50 株/坪、3.5

本植、中干し慣行）で、その他未熟粒が減少した。ま

た、各栽培条件とも、穂揃期追肥 2kg/10a の施用によ

り白未熟粒の発生は軽減できるが、玄米タンパク質含

有率が高まることや、その他未熟粒に対する効果がな

かった。 

013 分げつ様式の違いが後期栄養に及ぼす影響の検

討 (市川・東) 

施肥時期を耕起前（慣行）、生育中期の２水準、栽

植密度 50 株、60 株/坪の２水準、水管理中干し慣行、

中干し弱の２水準で実施した。１穂籾数や２次分げつ

の穂が多くなる栽培条件（50 株/坪）で白未熟粒が増

加し、登熟後半まで活力を維持できるような栽培条件

（50 株/坪、中干し慣行）で、その他未熟粒が減少し

た。 

014 緩効性肥料の施肥法及び栽植法が品質に及ぼす

影響の検討 (東・市川) 

総籾数が 28000 粒以上では、溢泌液量が減少し、出

穂期以降の葉色変化が大きいほど乳心白が増加する

傾向が見られた。その他未熟粒の発生量は総籾数や葉

色変化との関係がみられず千粒重が大きいと増加す

る傾向があり、LPS100 基肥同時施用区は千粒重が小

さく、その他未熟粒が少なかった。LP 穂肥は施用の

遅い区で総籾数が減少し乳心白は減少した。植付本数

８本区は１穂籾数減、２本区は穂数減で減収し、乳心

白は少なかった。 

015 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期

栄養管理法の開発 (土田) 

窒素発現パターンが高温登熟における品質に及ぼ

す影響を検討した。ハウス外では籾数当りの出穂前茎

蓄積ＮＳＣが多いほど乳心白粒歩合が低下した。ハウ

ス内では出穂期～成熟期の葉色値の変化が小さいほ

ど白未熟粒歩合が低下した。地力代替肥料を上乗せ施

用することによって白未熟粒の発生を抑制するもの

と思われた。 

016 高温登熟性検定法の確立 (石崎) 

ビニールハウス、温水かけ流し、温水プール、人工

気象室を用いた高温処理による４つの検定法を用い、

国内作付け上位の 36 品種について登熟期に高温処理

を行い品質を調査した。かけ流し、ハウス及びプール

における気温は、９月中旬以降急激に低下することか

ら、新潟県において高温登熟性が判定可能な品種は、

８月上旬までに出穂期を迎える極早生から中生品種

と推察された。晩生品種は、人工気象室による検定が

必要と考えられた。良質粒歩合は、検定方法間、品種

間及び年次間で明らかな差が認められた。検定方法間

の良質粒歩合の相関は 0.7 程度を示し、品種の評価は

いずれの方法においても概ね一致する結果であった。

良質粒歩合は登熟期間の気温が高い検定方法ほど低

下する傾向を示し、高温処理により品種間差は拡大し

た。背基白粒は登熟期間の気温が高い検定方法ほど増

加し、乳心白粒はビニールハウス法において増加する

傾向であった。良質粒歩合の高い品種は、「コシヒカ

リ」「ふさおとめ」「こしいぶき」「てんたかく」「夢

つくし」であった。良質粒歩合の低い品種は、「能登

ひかり」「越の華」「トドロキワセ」「扇早生」「加賀

ひかり」であった。「キヌヒカリ」「トドロキワセ」

「わせじまん」「ササニシキ」の乳心白粒、「越の華」

「加賀ひかり」「扇早生」の背基白粒、「能登ひかり」

「越路早生」「フクヒカリ」の腹白粒が特徴的であっ

た。以上、高温処理による検定方法の有効性と、品種

間差について知見を得ることができた。 

(3) ダイズ褐斑粒の原因ウイルスの解明と弱毒ウイ

ルスを利用した健全種子生産技術の開発 

研究の背景と目的 

ダイズ褐斑粒は植物ウイルスの感染により発生し、

ダイズの品質低下をもたらす。主に保毒種子が翌年の

伝染源となるため、一般圃場における褐斑粒発生を抑

制するには、健全種子の生産が必要である。そのため、

褐斑粒発生の原因となる病原ウイルスの県内におけ

る分布状態を調査するとともに、ウイルスの簡便で迅

速な検出・診断技術、保毒種子率軽減技術を開発する。 

017 CMV、PSV、SMV、SBMV の分布 

 (黒田、名畑、堀、石川) 

褐斑粒の原因ウイルス（CMV、PSV、SMV、SBMV）の

県内分布を調査した。県内より採取した 112 株のウイ

ルス症状を示すダイズ株のうち、CMV は 3 株、PSV は

66 株、SMV は３株から検出されたが、SBMV は検出さ

れなかった。以上から、褐斑粒原因ウイルスの中で、

PSV による被害が最も大きいのではないかと考えら

れた。 

018 大量診断技術の開発 (黒田・名畑・堀・石川) 

CMV、PSV、SMV、SBMV のゲノム RNA の cDNA をプラ

スミドベクターにクローニングし、高非活性のプロー

ブを得た。PSV に対するプローブを用いたドットブロ

ットハイブリダイゼーションでは、105 希釈まで反応

が認められたが、非特異的反応の関係から、実用面で

は 102希釈で行うのが良いと考えられた。 

019 ウイルスの違いによる褐斑粒発生、種子伝染率の

差異 (名畑・黒田・堀・石川) 

SMV と SBMV の感染時期と褐斑粒率・種子伝染率の

関係を調査した。CMV の場合と同様に、開花期ころま
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で高い褐斑粒率を示したが、その後急速に低下し、開

花期+16 日では 20～30%、開花期+30 日で 1～2%、開花

期+44 日では 0%となった。種子伝染率については、SMV

では最高 4.3%で開花期以降 0%であった。一方 SBMV

では生育期間中 25～46%と高率であったため、今後再

確認する必要がある。 

020 乾熱処理による保毒率低減技術の開発       

 (名畑・黒田・堀・石川) 

CMV 保毒種子における乾熱処理の種子伝染率低減

効果を調査した。乾熱処理は種子含水率、処理温度が

高いほど、処理時間が長くなるほど種子の発芽率が低

下した。また、古い種子よりも当年産種子の方が発芽

率は高かった。CMV 汚染種子を用いた試験では、75℃

6hr 処理と 70℃12hr 処理で伝染率の低下が認められ

たが、65℃24hr 処理では効果がなかった。 

021 感染株除去の効果 (名畑・黒田・堀・石川) 

SMV を２m（多発）または 10m（少発）ごとに接種し

た大豆圃場で、発病株の抜き取りを行い、収穫物中の

褐斑粒率を調査した。多発条件では、抜き取り区と非

抜き取り区で褐斑粒率に大きな差が認められなかっ

たが、少発条件では抜き取りの効果が認められた。 

(4) 花色改変遺伝子を導入したユリ等の作製 

研究の背景と目的 

農業においては、国内のみならず、国際的にも産地

間競争が激化している。この競争に打ち勝つために、

付加価値の高い新品種の開発が求められている。ここ

では、不稔の青いユリを作出するために、花色改変遺

伝子を導入したユリを作製すると共に、イオンビーム

照射によってユリの不稔化を行う。 

022 花色改変遺伝子を導入したユリ等の作製 

 (小林、小潟、近藤) 

花色改変遺伝子を導入したアカプルコ 75 系統、ジ

ョージア 19 系統、ホワイト阿賀 3 系統の閉鎖系温室

での栽培を開始した。また、イオンビームを照射した

ホワイト阿賀約 3000 個体の温室での栽培を開始した。 

(5) 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減

技術の確立 

研究の背景と目的 

泌乳能力が高く、離乳時子豚の体重が大きい系統豚

の授乳期養分要求量は明らかにされていない。そこで、

母豚の授乳期養分要求量及び母豚への給与方法を明

らかにする。 

023 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減

技術の確立 (佐野) 

「ニホンカイ L２」の授乳期には十分な栄養を摂取

させつつ（飼養標準の２割増程度）、授乳期間を 28

日から 21 日に短縮することによって発情回帰日数が

短くなり（3.5 日短縮）、繁殖成績向上が期待される。 

(6) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術 

研究の背景と目的 

BSE の発生等により消費者は畜産物の安全性を強

く求めている。動物質飼料は高泌乳牛にとって良質な

アミノ酸を供給する飼料原料と位置づけられており、

中でも魚粉は、高泌乳と窒素排せつ量削減を両立する

給与技術で利用されていたが、法改正に伴い使用出来

なくなった。そこで安全な飼料原料を用い、畜産物の

安全性を確保し、牛乳の高位生産と環境負荷物質であ

る窒素の排泄量低減を両立する給与技術を開発する。 

024 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術 (関) 

低蛋白条件でデンプンの給源としてトウモロコシ

のみを使う（コーン）区、大麦とトウモロコシを等量

使う（大麦）区、大麦区の CP を日本飼養標準で推奨

される含量に高めた JFS 区の３区設定し分娩後 15 週

間の飼養試験を実施したところ、大麦区は JFS と同等

の乳生産であったが、コーン区で FCM 乳量が劣る傾向

がみられた。 

(7) 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼

料給与技術の開発 

研究の背景と目的 

稲発酵粗飼料の普及定着を進めるとともに、飼料イ

ネと食品製造副産物を活用する給与技術を開発し、飼

料自給率の向上に資する。 

025 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼

料給与技術の開発 (関) 

夢あおば、わせじまん、トドロキワセを用いて、収

穫熟期、窒素施用量、ケイ酸施用量を各３水準設定し

L27 直交表を用いて栽培試験を２カ年実施した。得ら

れた試験結果から、搾乳牛には夢あおばを多肥栽培し、

糊熟期に収穫することで乳生産に好影響をもたらす

と考えられた。黒毛和種肥育牛には、極端な多肥栽培

をせず、黄熟後期に SPAD-502 を用いて葉色値を測定

し、必要に応じて予乾を取り入れることで、βカロテ

ンの低い稲発酵粗飼料の給与が可能と考えられる。次

に、稲発酵粗飼料を主な粗飼料源とする TMR において、

給与飼料中の穀類等の 20％をビール粕・トウフ粕に

等量ずつ代替しても同等以上の乳生産が得られた。 

026 ＴＭＲセンターの設置要件 (荒木) 

TMR 給与という統一飼料内容を生かした特徴ある

生乳をある程度出荷するためには、例えば飼養頭数

300 頭以上といった一定規模の条件を満たす必要が

ある。TMR 移行に対する分離給与農家の不安も示され

たことからそれらを低減する手立ても必要である。 

(8) 畜産新技術の取組（平成 17 年度開始共同試験） 

研究の背景と目的 
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胚移植技術を普及定着させるためには、胚の長期保

存技術が不可欠である。近年、ガラス化法の改良によ

り、胚の保存後の生存率が飛躍的に向上している。し

かし、従来の緩慢凍結法と比べ、手技等が煩雑で融解

が簡易にできない欠点がある。ガラス化保存技術を簡

易で汎用性の高い保存技術として確立し、現場に普及

させることを目的とする。 

027 ガラス化保存受精卵の直接移植に向けた検討 

 (内山) 

胚の超急速ガラス化保存におけるガラス化液組成

の解明と手法の簡易化を目的に、胚の生存性及び受胎

性を従来の緩慢凍結法を対照に比較検討する。現在検

討中。 

(9) 畜産新技術の取組 

研究の背景と目的 

酪農経営、肉用牛経営において目的に応じた子牛の

生産を行うためには、性判別受精卵の供給が必要であ

る。そこで、PCR 法による性判別受精卵を効率的に生

産し、フィールドでの有効活用を図る。 

028 ストロー内希釈をしたガラス化保存胚の直接移

植の検討 (佐藤(義)) 

ガラス化保存後、牛に移植する時の融解方法とし

て、実験室内で融解し、耐凍剤を除去して移植する方

法と、牛舎内で融解、耐凍剤を希釈する方法を検討し

た。その結果、移植後の受胎率は牛舎内融解が高い傾

向にあった。また実験室内融解での胚生存率は高かっ

た。    

(10) ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現

地実証試験 

研究の背景と目的 

30 年以上前に使用禁止になった有機塩素系農薬、

ドリン剤（特にディルドリン）がきゅうりの果実から

検出されて問題になっている。そこで土壌中のドリン

系農薬をきゅうり果実に移行させない技術が急務で

ある。H16 年では吸着資材（特に活性炭）の選定を行

った。 

029 ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実

証試験 (西原・中野) 

昨年効果のあった活性炭の吸着持続効果を調査し

た。また、きゅうり台木によるドリン剤吸収パターン

の違いを確認した。 その結果、吸収抑制資材の施用

後３作目でもその吸着持続効果は保たれたままで、き

ゅうり果実のディルドリン濃度は残留基準値以下で

あった。また、台木の中で若干低吸収品種を確認した。 

(11) 県特産農産物の機能性成分の探索と利用食品の

開発 

研究の背景と目的 

県特産農産物あるいはその加工食品の消費拡大を

図るためには機能性など新たな価値を付加する必要

がある。そこで、それらの加工特性及び機能性の評価

を行う。 

030 県特産農産物中のポリフェノール成分の分析と利用

食品の開発 (中島・高橋(靖)) 

ポリフェノール成分を多く含む食用菊素材化技術

の開発と素材を利活用した試作品を検討した。蒸気加

熱、高温蒸気加熱による処理では時間が長くなっても

ポリフェノール含量の減少はみられなかったが、熱水

加熱では時間とともにポリフェノール含量が減少し

た。温風乾燥処理では 80℃で乾燥された試料が最も

高くなり、100℃の乾燥ではポリフェノール含量が減

少した。米菓、ジャム、シャーベットなど５品の加工

食品を試作した。 

031 糖尿病予防機能を有する食品の開発 

 (佐藤(和)・中島) 

桑葉利用食品について、製造による桑葉のα-グル

コシダーゼ阻害活性への影響を検討ところ、米菓、味

噌、モチ、麺など試作した桑葉粉末添加食品のα-グ

ルコシダーゼ阻害活性はいずれの調理工程でも消失

しないことが判明した。また、ユリ根、ギンナン、ゴ

ボウ、ホウレンソウのα-グルコシダーゼ阻害活性を

測定した結果、ゴボウがわずかに阻害活性を示したも

ののいずれも低い値を示した。 

(12) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

研究の背景と目的 

水稲生育中～後期における土壌の水分、収縮、酸化

－還元の状況を把握して中干し程度の指標化を検討

するとともに、間断灌水による土壌養水分供給量、メ

タンガス発生量の変化を測定して、地球環境に優しく、

米の高品質化のための水稲生育後期の栄養状態に適

した水管理手法を検討する。 

032 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定

量的評価 (白鳥・藤牧) 

暗渠施工を伴う圃場整備によりメタン発生量は毎

年低く安定しているが、未整備圃場では消雪から耕耘

までの無降雨日数が増える年ほど発生量は少なくな

った。未整備圃場では雨水の排出を地表排水に頼って

いるため作土の水分が高く保たれ、土壌中の有機物分

解に年次間差を生じるものと思われた。 

033 土壌の酸化還元とメタン発生量の関係把握 

 (白鳥・藤牧) 

暗渠施工を伴う圃場整備により土壌の塑性指数が

低下した。整備圃場ではコンバイン収穫可能なコンシ

ステンシー指数 0.5 を大きく超えていたが、未整備圃

場では非常に低かった。整備圃場の土壌全炭素、全窒

素は未整備圃場よりも 25～30％程度少なく、暗渠施

工を伴ってグライ層が低下し、土壌が酸化されたこと



19 

－ I - 19 － 

によって有機物が減少し、土壌物理性が変化したもの

と考えられた。 

034 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

 (白鳥・藤牧) 

未整備圃場においてメタン発生量に大きく影響を

与えている消雪から耕耘までの無降雨日数と整備圃

場の玄米収量には高い負の相関が見られた。春先の晴

天は土壌の酸化容量を高め、未整備圃場でのメタン発

生量を低減するが、整備圃場では土壌の窒素無機化を

制限する要因となり、水稲の生育後半での窒素供給低

下が起こっていることが考えられた。 
(13) 北陸の気象・重粘土壌条件下での高商品性省力

果樹栽培技術の開発 

研究の背景と目的 

水田農業を基盤とする北陸地域において収益性の

高い果樹部門導入等による経営基盤強化が課題とな

っている。そこですでに導入されている西洋ナシにつ

いて高品質果実生産のための優良台木利用技術の開

発と商品性向上を図る。また、水稲育苗ハウスを有効

利用するためのブドウ栽培技術の開発に取り組む。 

035 生理障害回避に有効な西洋ナシの優良台木利用

技術の確立 (松本・本永) 

茎頂培養マンシュウマメナシポット苗への夏季の

接ぎ木によるポット苗生産の可能性が示唆された。不

織布ポットの形状がマンシュウマメナシ台木の地上

部地下部の生育に及ぼす影響が明らかになった。茎頂

培養マンシュウマメナシの１年目の苗から採取した

新梢の挿し木増殖の可能性が示唆された。 
036 水田転換畑における西洋ナシの商品性向上技術

の開発 (松本・本永・棚橋) 

マンシュウマメナシとヤマナシを台木とした「ル 

レクチエ」の果実品質を比較したところ、マンシュウ

マメナシ台樹の「ル レクチエ」の商品性は、ヤマナ

シ台樹よりも優れていた。「ル レクチエ」の果面の

汚れを 13 項目に分類し、項目間、及び栽培・環境要

因との関連性を解析したところ、汚染果発生原因を生

理障害関連、栽培要因関連、園地環境関連に大別する

ことができた。 

037 ブドウの水稲育苗ハウスに適したアーチング樹

形の開発 (根津・本永) 

苗木定植１年目は、育苗後速やかに除覆したほうが、

副梢の発生を抑え、主枝の伸長と充実をはかれると思

われた。また、短く切り返すと節間長がやや伸びるも

のの、主枝の伸長が旺盛となり肥大率も増加する。収

量構成要素の検討では、果房重や果粒重は上面部が側

面部より数値のバラツキが大きく、糖度は側面部の数

値がばらついたが、着房位置による極端な品質差は認

められなかった。 

038 水稲育苗ハウスに合わせたハウス内でのブドウ

生育コントロール技術の確立 (根津・本永) 

水稲育苗ハウスはブドウ栽培ハウスに比べ平均気

では低いものの日格差が大きく、特に水稲育苗の前半

では注意が必要であった。そのため、この時期にブド

ウの生育ステージを展葉期にするパターンでは栽培

が困難だと思われ、来年以降の課題であった。しかし

植え付け１年目においては、特に問題となるようなこ

とはなく生育は順調であった。 

039 水稲育苗ハウスを利用したブドウ栽培現地実証

 (根津・本永) 

育苗ハウスの改修のために、ホームセンター等で販

売されている資材を用いて簡易な誘引設備を設置し

た。資材費は間口４間の育苗ハウスで苗木２本植え付

けにつき 1,950 円の資材費で設置が可能であった。本

試験のハウスの場合、資材費のみで 17,500 円かかり、

苗木代金を加えると 58,050 円となった。 

(14) 土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導

技術の開発 

研究の背景と目的 
農業における環境保全と食の安心安全という利益

を確保しつつ、農業生産の安定化を図るため、土壌燻
蒸剤などの化学農薬によらず、作物生産土壌（土着微
生物）が本来有する発病抑止力を誘導し病害抑制をお
こなう。 
040 発病抑止土壌及び連作障害土壌における土壌微

生物性評価 (前田) 

ナス発病抑止土壌の微生物性は多様性指数、抑止率

が高く、多次元尺度構成法により、病害発生土壌に比

べ、土壌細菌群集の構造が複雑であることが明らかと

なった。また、土壌診断用バイオセンサーの有効性を

明らかにするため、発病程度の異なるトマトハウス土

壌を対象に、青枯病菌の電極応答値を調査した結果、

未発生土壌の電極応答値が甚発生土壌に比べて低い

傾向が認められた。 

041 簡易土壌微生物性診断法の確立 (前田) 

土壌微生物群集構造の簡便な評価法として、バイオ

ログ懸濁液法の改良を行った。バイオログプレートの

発色への影響を各種緩衝液で評価した結果、食塩を含

む生理食塩水と PBS で他のものに比べて発色値が低

下することが明らかとなった。また、土壌粒子の混入

による影響を除去する手法として、メンブレンフィル

ター濾過法の有効性を明らかにした。 

042 還元消毒法による土壌微生物性への影響評価 

 (前田) 

トマトハウス土壌に、糖蜜、フスマおよび米糠を用

いて土壌還元消毒法を行った結果、消毒前に多様性指

数が低い土壌では、多様性指数と病害抑止率が高まる

ことが明らかとなった。また、変性剤濃度勾配ゲル電
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気泳動法により土壌細菌群集構造を調べた結果、土壌

還元消毒法により土壌細菌群集構造は単純化するこ

とが明らかとなった。 

(15) エダマメの剥き豆調製による新形態加工食品の

製造技術の開発 

研究の背景と目的 

当県の主要品種である新潟茶豆は水田転作等への

導入から生産量が増加している。それに伴い規格外品

も増加し、有効利用法が課題となっているが、莢剥き

機が開発され、規格外品の剥き豆加工に目途がついた。

そこで剥き豆製品の差別化を図るために食味に関与

する成分である糖、アミノ酸の近赤外透過法での定量

法を確立し、一粒での判別技術を開発する。 

043 近赤外透過法を用いた食味成分計測による剥き

豆分別法の確立 (本間・長谷川) 

55 サンプルを用いて検量線を作成した結果、糖で

は R 0.84、SEP 0.32、アミノ酸では R 0.94、SEP 0.21

となり、近赤外透過法により剥き豆１粒での糖、アミ

ノ酸含量を高精度で測定できることが明らかになっ

た。 

(16) 小規模青果物産地の販売力向上のためのコミュ

ニケーション・マーケティング手法の開発 

研究の背景と目的 

小規模産地の市場流通青果物を対象に、ＪＡ・生産

者と顧客との双方向コミュニケーションを可能にす

る場を設営・運営し、商品開発や販売促進を効果的に

行うマーケティング手法を開発する。 

044 商品開発手順の検討 (牛腸・白井) 

Web 掲示板上でのグループインタビュー、Web サイ

ト上のアンケート、Ｅメールを利用したホームユース

テスト、ネットショップでの販売テストという、一連

の Web を利用した手順により、商品開発のために有益

な情報を得ることができる。実証ＪＡはこの手法によ

り、ネット直販向け新商品を開発した。 

045 従来の調査手法との比較 (牛腸・白井) 

Web を利用したグループインタビューは、従来の会

場で行う方法に比べて経費と労力を軽減してニーズ

を抽出でき、参加者を集めやすく多様な意見を引き出

すことができる。また Web アンケートは、郵便アン

ケートに比べて効率的に広範囲に大量の回答を得る

ことができる。 

046 ニーズ把握 (牛腸・白井) 

消費者はネットでの農産物購入について、店舗での

購入に比較すると、買い物や料理を楽しみたい、プレ

ゼントしたいという特有のニーズを持っており、その

上位には感動したい、わくわくしたいという感性的な

ニーズがある。ネットで販売する農産物商品開発の際

には、こうした感性価値を創り出せるコンセプトが必

要である。 

047 商品コンセプト開発 (牛腸・白井) 

消費者ニーズに基づき３つの商品コンセプトを作

成し、Web アンケートで購入意向を調査した。その結

果２つの商品の購入意向が高く、購入意向が高い人は

コンセプト購入要素の中で、果物、高糖度、自分で選

べる、旬という要素を評価していることがわかった。

このようなコンセプトを訴求できる商品を開発する

と、ヒット商品となる可能性が高い 

048 試作品の検討 (白井・牛腸) 

試作品を用いて発注から試食までホームユーステ

ストを行った結果、受注対応と一部の品目の食味に問

題があることがわかり、改善点を明らかにすることが

できた。また、メールマガジン告知によりテスト販売

を行ったところ、ある程度の発注があり、次年度の本

格販売のめどを立てることができた。 

049 差別化促進のための青果物イメージ評価の把握

 (牛腸・白井) 

茶豆、ラ・フランス、ル レクチエから連想する言

葉をコレスポンデンス分析によって分析した。その結

果、茶豆の購入意向が高い人は、体に良い、栄養、粒

が大きい等のイメージを持っていた。ラ・フランスの

購入意向が高い人は、ゼリー、タルト、お菓子等のイ

メージを持っており、ル レクチエについてもデザー

ト加工品からイメージを広げると効果的に広告が行

える可能性があることがわかった。 

050 クチコミマーケティング手順の検討 

 (牛腸・白井) 

クチコミマーケティングとは、クチコミ起点者が知

人にサンプル品を配りながら情報を対面で伝えて販

売促進し、また産地がクチコミ起点者を通じて消費者

情報を収集するしくみであり、Web を活用して効率的

に情報交換を行う。クチコミ起点者の選定、Web ペー

ジを使った商品情報提供、Web 掲示板を使った商品の

理解促進と消費者情報収集、クチコミ実施という手順

で実証を行い、留意点を明らかにした。 

051 クチコミマーケティングの効果 (白井・牛腸) 

クチコミ起点者７人を対象に一連の手順によりク

チコミマーケティングを行った結果、それまで調査対

象農産物のル レクチエを知らなかった 65 人に認知

させ、12 箱を販売することができた。クチコミマー

ケティングにより、農産物の広告や販売促進ができる

ことが実証された。 

052 Web を利用したコミュニケーション・マーケティ

ング手法 (牛腸・白井) 

Web サイトを開設してアドレスを表示した農産物

を流通させ、消費者がアクセスすると情報の流れがで

きるしくみを作ると、商品差別化、広告、広報、商品
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開発、価値観共有のマーケティング目的に活用するこ

とができる。Web を利用したコミュニケーションによ

って、青果物の特色を効率的に消費者に伝達したり消

費者情報の収集ができ、小規模青果物産地の販売力を

向上できることがわかった。 

 

2 共同・プロジェクト研究 

(17) ＤＮＡマーカーの利用による主要水稲品種のい

もち病抵抗性ＩＬの緊急作出 

研究の背景と目的 

県内主要水痘品種のいもち病真性抵抗性遺伝子同

質系統を連続戻し交配で育成し，抵抗性個体の選抜

をＤＮＡマーカー分析で行う。 

053 いもち病抵抗性同質遺伝子系統の作出 (松井) 

こしいぶきにコシヒカリ BL 系統を一回親として交

配し、戻し交配を行った BC 種子について、いもち病

菌系の接種による幼苗検定を実施し、抵抗性遺伝子を

有すると推定される BCF1 個体を養成後、戻し交配を

継続し、交配種子を採種すると同時に自殖種子も採種

した。いもち病菌系の接種前に各個体より採取した葉

断片から DNA を抽出し、選抜マーカーの利用により真

性抵抗性遺伝子座 Piz、Piz-t、および Pib の有無を

分析して、接種による抵抗性判定を補強した。 

054 マーカー選抜によるこしいぶきPiz同質遺伝子系
統の育成  (橋本・大源) 

いもち病真性抵抗性遺伝子 Piz の近傍に位置する
ＳＮＰマーカーを用いて，こしいぶきのいもち病真

性抵抗性同質遺伝子系統（BC3F1）の選抜を試みた。

17個体を分析した結果，抵抗性を持つ10個体を選抜

することができた。 

055 マーカー選抜によるこしいぶきPiz-t同質遺伝子
系統の育成  (橋本・大源) 

いもち病真性抵抗性遺伝子 Piz-t の近傍に位置す
るＳＮＰマーカーを用いて，こしいぶきのいもち病

真性抵抗性同質遺伝子系統（BC3F1）の選抜を試みた。

33個体を分析した結果，抵抗性を持つ22個体を選抜

することができた。 

056 マーカー選抜によるこしいぶきPib同質遺伝子系
統の育成 (橋本・大源) 

いもち病真性抵抗性遺伝子 Piｂの塩基配列情報
を基に作成したＤＮＡマーカーを用いて，こしいぶ

きのいもち病真性抵抗性同質遺伝子系統（BC3F1）の

選抜を試みた。17 個体を分析した結果，抵抗性を

持つ５個体を選抜することができた。 

(18) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術

の確立(重粘土地域における大豆品質向上技術の

確立と多収条件の解明) 

研究の背景と目的 

実需者ニーズに応える高品質大豆の安定生産を図

るため、収穫期幅をさらに広げるための新早生品種の

栽培法、品質向上（大粒比率、タンパク含有率、豆腐

加工適性、被害粒の軽減）及び安定多収技術を開発す

る。 
057 大豆早生優良品種の選定と栽培法(服部・田村) 

大豆「たまうらら」は豆腐の食味に優れる早熟な品

種である。大豆「たまうらら」を５月末の標準播する

場合、適正栽植密度は 16.7本／㎡程度であった。「た
まうらら」を導入した作付体系により収穫期が分散し、

刈取可能面積は標準播「エンレイ」のみの 1.3～1.9
倍となった。 
058 播種期と栽植密度(準高冷地) (横山(泰)) 

たまうららの普通播と晩播では、成熟期の差は 12

日となった。エンレイの普通播とたまうららの晩播で

は成熟期は８日の差であったが、過去２年の傾向と異

なっており、その原因は判然としなかった。晩播によ

り主茎長が低くなったが、最下着莢位置は変わらず、

収量は約 18％減少した。一方栽植密度を高めること

により、主茎型の草姿の変化が認められ、最下着莢位

置が上昇し、機械収穫に適した草姿となったが、26.7

株／㎡では倒伏程度が増加した。 
059 佐渡における「たまうらら」の播種期、播種密度

の検討 (金井) 

播種時期・播種密度による成熟期、品質への影響を

検討した。標準播にすることでエンレイより成熟期が

早まった。最下着莢高を高めるには 16.7 株／ｍ２以上

の密植が必要だった。晩播は品質面で優れていた。 

060 栽培条件と豆腐加工適性 (秋本・野呂) 

早生系新品種「たまうらら」の栽培条件別豆腐加工

適性を調べた。「たまうらら」の成分は、エンレイと

比較すると蛋白質が少なく、脂質が多い傾向を示し、

糖質に差はみられなかった。産地間で比較すると蛋白

質は作研や佐渡に比べ高冷地が多い傾向を示した。豆

腐の品質はエンレイに比べ柔らかく甘みが強い傾向

がみられた。 
061 シグモイド型被覆尿素による施肥技術の確立 

 (南雲) 

大豆の安定多収のため、シグモイド型被覆尿素等の

利用方法を検討した。エンレイを栽培して LPS60 と石

灰窒素を２回目の培土直前に株元条施用した。両肥料

とも子実肥大期にアンモニア態として残存しており

増収及びしわ粒発生減少の可能性が示唆された。 

062 根粒超着生系統作系４号の多収条件の解明 

 (服部・田村) 

「作系４号」は、基肥条施用による株元の増肥効果

により、最繁期頃までの生育量が増加し、総節数も比

較の「エンレイ」よりも多くなった。しかし、根域が
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「エンレイ」に比べて浅く狭いため、夏季に土壌が乾

燥する条件では生育が停滞し減収した。 

(19) 新潟県における飼料イネ－高品質大麦輪作シス

テムの確立 

研究の背景と目的 

収益性の高い輪作体系の確立と飼料イネの生産拡

大を図るため、飼料イネの特性解明および給与技術を

開発する。 

063 飼料用イネの給与技術の開発 (関) 

５月中旬または６月中旬に播種したクサユタカと

夢あおばについて、窒素施用量およびその追肥方法の

違いと飼料成分の関係を検討したところ、播種期の違

いによって、窒素施用量および追肥方法と飼料の成分

変動との間に違いが見られた。 

064 畜産物商品の消費者ニーズの把握 (守屋) 

県内消費者を対象に、飼料用イネを給与した乳製品

の差別化の可能性とその推進方策について調査した。

その結果、製品差別化を図るには、国産飼料のもつ「安

全・安心」の他に水田地帯である特徴を生かし「水田

の多面的機能の維持に有効」であることを PR するこ

とで、普段の１～２割程度の価格上乗せが期待できる

ことが分かった。 

065 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収

量･品質に及ぼす影響 (田村・服部) 

大麦の前作を直播飼料ｲﾈと移植コシヒカリとし、試

験を実施した。前作飼料稲の導入は大麦播種まで猶予

期間が十分確保でき、大麦作付前の排水対策作業等が

適時適条件下で実施できた。本年度は越冬前の降雨、

越冬後の好天で生育や品質収量の差がほとんど認め

られなかった。 

066 適正播種期の解明 (服部、田村) 

播種時期を９月 19 日(早播)、10 月 1 日(標準播)、

10 月 12 日(晩播)の３水準で試験を実施した。収量に

播種期による有意な差は見られなかったが、千粒重、

整粒歩合が高く、品質ランク区分の基準値（容積重

690ｇ/L 以上、白度 43 以上、硝子率 40％以下）をす

べて満たす標準播（10 月 1 日頃播種）がファイバー

スノウには適した播種期と考えられた。 

067 越冬後の生育診断と肥培管理 (服部、田村) 

越冬後追肥回数の低減化を図るため被服尿素 LP40

を用いた越冬後追肥を実施した。おおむね慣行施肥体

系並の収量品質が維持され、追肥回数低減の可能性が

示唆された。また、茎立期および止葉抽出期の追肥量

が多くなると穂数が増加し、収量、千粒重は高まるも

のの、白度の低下や硝子率の上昇により品質が低下し

た。 

(20) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネ
ギ”の育成 

研究の背景と目的 

  ネギは抽苔することにより品質が低下するため、新

潟県では春夏期の出荷量が少ない。イオンビーム照射

により突然変異を誘発したネギを作出し、その中から

晩抽苔性や不抽苔性等の有用形質を選抜することで、

“抽苔しにくい春夏ネギ“を育成する。 

068 優良系統の選抜 (濱登・亀山) 

平成16年度にイオンビームを照射した約2000系統

をほ場に定植した。平成 15 年度に照射した約 4000

系統の内、抽苔の遅かった 32 系統を１次選抜し、採

種を行った。その後、平成 14 年度に照射し、抽苔性

について選抜した 31 系統と合わせて、二次選抜を行

うため、ほ場に定植した。 

(21) 県産地鶏普及推進のための技術開発 

研究の背景と目的 

平成 14 年度に完成した県産地鶏は、生産から流通、

加工販売に至る技術開発が急務となっている。県産地

鶏に適合し、コスト低減を図る飼料給与体系の確立と

販売戦略の検討および低利用部位等を活用した加工

品の開発が必要である。また、県産地鶏の特性を利用

した様々な地鶏肉判別方法の検討が必要である。 

069 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響(時田) 

ブロイラー用飼料に小米を混合して給与試験を実

施した。５月ふ化の試験では小米を混合給与した方が

増体が劣る傾向にあり、出荷時体重（雄 110 日齢、雌

130 日齢）では 30%混合区が有意に低かった。10 月ふ

化の試験では増体に差は無かったが、小米混合区の体

重のバラツキが大きかった。中抜き重量は飼料による

差は認められなかった。 

070 消費者ニーズの把握 (牛腸) 

地鶏から連想する言葉にコレスポンデンス分析を

行った結果、購入意向が高い人は、焼き物料理、安全

安心、おいしい等のイメージを持っていた。各種の地

鶏のコンセプト評価を調査した結果、生まれや育ちが

わかる地鶏の評価が高かった。トレーサビリティを確

立して、商品特性を啓発しながら試食により食味を実

感させる機会を作ると、地鶏肉の価値を認められる可

能性が高い。 

071 流通販売拡大方策の検討 (牛腸) 

近年出荷量を拡大している秋田県の比内地鶏産地

を調査した。その結果地鶏肉の販売拡大の課題は、初

期の需要創出、品質評価基準策定、品質評価基準達成

のための生産技術確立、生産拡大支援、加工品開発、

県外販路の開拓であることがわかった。特に初期段階

では、その地鶏肉の特徴を生かせる料理方法と求める

品質を、需要先とともに研究開発することが重要であ

る。 

072 県産地鶏の低利用部位等による新規加工    
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 (浅野・西脇) 

低利用部位（手羽先、ガラ）の可食化、及び加工利

用について、ブロイラーを用いて事前検討を行った。 

手羽先は 130℃処理により、骨まで食べることが可能
な硬さとなった。また、ガラからのコラーゲン抽出は、

100℃加熱では容易に可溶化せず、高温による熱処理
が必要であった。このコラーゲン溶出量は構成アミノ

酸の分析により確認できた。 
073 地鶏肉判別技術の開発  

 (近藤・小潟・小林・時田) 

羽の色に関連する遺伝子の塩基配列を調べること

によってにいがた地鶏を判別する方法を検討した。に

いがた地鶏の血よりゲノム DNA を精製し、羽の色に関

連する遺伝子の一部を PCR で増幅した後、増幅産物の

塩基配列をジュネティックアナライザを用いて調べ

た。以上の方法によって、約 80％の確率で調べた肉

がブロイラー由来ではないと判定できた。 

(22) イネシステインプロテアーゼ阻害因子を機能成

分とする食品素材の研究・開発 

研究の背景と目的 

 新たな機能性食品素材として期待されるイネの新

規システインプロテアーゼ阻害因子について、その生

化学的性状を解明するとともに、産業利用を実現する

上で必要な基盤技術を確立する。 

074 イネシステインプロテアーゼ阻害因子組換蛋白質の

発現と精製 (小林・大坪・太養寺) 

ゲノム配列から予想される機能未知の 10 種類のイ

ネ・シスタチン（OC）のうち、４種類の OC（OC-III, 

-IV, -VI と-XII）の組換え発現を試みた。イネゲノ

ムリソースセンターから入手した完全長 cDNA ライブ

ラリークローンを利用することにより、これら OC を

GST（グルタチオン-S-トランスフェラーゼ）との融合

蛋白質として発現するベクターを構築し、大腸菌に導

入することができた。 

075 生化学的特性と存在量の解明 (大坪・太養寺) 

OC-VI と OC-XII を大腸菌で発現・精製した。1.5L

培養液から 0.25mg の OC-VI、2.0mg の OC-XII を精製

した。いずれの組換え蛋白質でもプロテアーゼによる

分子内消化が起きており、遺伝子配列から予想される

アミノ酸配列と完全に一致する組換え蛋白質を調製

することができなかった。これらの結果から、OC-VI

と OC-XII の N 末端領域は、プロテアーゼに対する感

受性が非常に高いと推察した。 

(23) 新形質米の機能性を活用した新食品の開発 

研究の背景と目的 

 高アミロース米の澱粉は難消化性であることが認

められ、食物繊維としての機能が報告されている。そ

こで、α粉・シート状食品への加工適性及びその利用

技術を明らかにするとともに、加工品に応じた製粉技

術を開発し、製品化に向けた検討を行う。 

076 高アミロース米の澱粉特性の解明及び製粉技術の

開発 (吉井・本間・諸橋) 

作物研究センターで育成・栽培された高アミロース

米系統である新 79 号の澱粉特性並びに製粉特性をコ

シヒカリと比較検討した。新潟 79 号のアミロース含

量は 32.3%であり、アミログラフによる糊化特性は典

型的な高アミロース米のパターンを示した。ピンミル

粉砕及び気流粉砕の場合に、新潟 79 号はコシヒカリ

よりも細かい米粉となることが認められ、粉砕後の米

粉の澱粉損傷度は、いずれの粉砕方式においても新潟

79 号が低い値を示した。 

(24) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術
の開発 

研究の背景と目的 

  北陸産大豆は１・２等の上位等級比率が低く、格落

ち理由の多くはしわ粒の混入により、しわ粒発生防止

技術が早急に求められている。そこで、重粘土壌にお

けるしわ粒発生要因の解明や効率的かつ高品質を維

持するコンバイン収穫作業体系の現地実証試験を行

い、しわ粒発生抑止技術を開発する。 

077 作物体の水分条件の変動が種皮剥離及びしわ粒

発生に及ぼす影響の解明 (服部・田村) 

縮緬しわは成熟期前後で発生粒率に大きな違いは

見られず、成熟期前後の降雨や子実の位置とはあまり

関係していないものと思われた。一方、剥皮粒は成熟

期近くになると乾燥の早い上位の子実から発生が見

られ、亀甲しわは剥皮粒とほぼ連動して成熟期頃から

増加するため、夜間の高湿度条件や降雨が亀甲しわの

発生を助長しているものと考えられた。 
078 作物体のミネラル成分が剥離及びしわ粒発生に

及ぼす影響の解明 (服部・田村) 

種皮のミネラル成分としわ粒との間に相関関係が

認められ、種皮の Ca含量が高いと亀甲しわ、ちりめ
んしわともに少なくなったが、雨よけや着莢位置の影

響も関与しているものと思われた。年次変動を加え、

着莢位置とミネラル成分との関係を継続して検討す

る必要がある。 
079 剥離の発生がしわ（亀甲しわ）の発生に及ぼす影

響の解明 (田村・服部) 

子実水分、乾燥条件（乾燥空気室内単粒放置）を変

え室内乾燥試験を実施した。剥皮と亀甲じわはほぼ連

動して発生し、過度に乾燥した子実が吸湿することに

より発生することが明らかになった。 

080 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯

の比較に基づくしわ粒発生要因の解明 (南雲) 
県内の主要大豆団地６ほ場（朝日村、新発田市、新
潟市、三条市、長岡市、上越市）において土壌条件、
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栽培管理、生育、気象条件としわ粒発生要因について
調査した。この結果、しわ粒発生要因について土壌条
件（土壌ｐＨ、可給態リン酸）及び生育量が示唆され
たが、継続調査が必要である。 

081 大豆しわ粒発生防止技術の開発 (服部・樋口) 
しわ粒率は、縮緬しわでは栽植密度と培土回数による
差が見られ、栽植密度8.9本/㎡で発生が少なかった。ま
た、有効莢数が多いと縮緬しわが少なく、結実が良い条
件では縮緬しわは少なくなるものと考えられた。なお、
亀甲しわには栽植密度と培土回数の差は見られなかった。 

082 子実・茎水分簡易測定法の検証 (樋口・権平) 

エンレイの供試水分計出力値と子実単粒水分との

間に一定の傾向が見られ、子実の大きさ(重量)の影響

は見られず、供試水分計は子実水分推定に用いること

ができた。茎水分について木化したものでは一定の傾

向が見られた。青立茎では水分の推定は困難であった

が、水分は約 70%程度で一定であった。 

083 子実・茎水分簡易測定法に基づく、汚損、しわ粒

軽減コンバイン収穫技術の検討 (樋口・権平) 

収穫ロスについては、頭部損失のうち落下粒が子実

水分の低下とともに増加し、子実水分 20%以下で落下

粒が増加する区が見られたが、刈残しは期間を通じて

一定であった。コンバインヘッダの畝上追従性がよか

ったためと考えられ、そのため、土の混入も見られな

かった。損傷粒は子実水分 23%程度で増加する区が見

られた。 

084 しわ粒発生防止技術の現地実証 

 (田村・南雲・樋口) 

播種法、土壌診断による土壌改良、生育期の追肥、

作物体の水分把握による機械収穫等、総合的な改善対

策により、しわ粒発生軽減が示唆された。 

 

3 プロジェクト研究 

(25) 多様な育種素材の活用と葯培養技術を利用した
稲優良系統の育成 

研究の背景と目的 

  産地間競争の激化や消費者ニーズの多様化により、
求められる水稲新品種が多様化してきた。新たなニー

ズに応えるためには、今までにない画期的な形質を付

与しなければならないが、新しい有用形質を持つ品種

を開発するためには、育種素材を日本稲だけに限定せ

ず広く世界に求める必要がある。しかし、遠縁の材料

を用いると品種改良に長期の期間が必要となる。そこ

で、葯培養技術を活用して形質の固定を図り、早期に

画期的な新品種候補を育成する。 
085 育種素材の形質およびカルス培養特性 

 (大源・橋本) 

窒素固定能が世界で最も高いインディカ種 C5444、
および日本稲で窒素固定能が高い５品種を入手し、コ

シヒカリを母本にして人工交配を行い F1種子を得た。
また、次年度に予定している葯培養を効率よく行うた

めの基礎データを得る目的から、窒素固定能が高いイ

ネのカルス培養特性を調べた。 

086 葯培養による固定系統の作出 (大源・橋本) 

作物研究センター育種科が養成した５種類の F1材
料を用い、低グルテリン、無コーティング散播直播、

ホールクロップ等を育種目標として、固定系統を作出

するため葯培養を行った。56,510 個の葯を供試して、
4,786 個体の緑色再分化植物体を得た。また、突然変
異の誘発と葯培養を組合せた方法により、加速する地

球温暖化と大規模経営体のニーズに対応した「晩生化

コシヒカリ」の育成に着手した。 

087 イネ葯培養 ARIS 法における最適な再分化誘導培

養日数 (大源・橋本) 

イネ葯培養 ARIS 法は新潟県が開発した省力で高
効率の培養法であるが、三種類ある培養工程の中の一

つである、再分化誘導培養工程における最適な培養日

数の把握が残された課題となっていた。今年度の試験

結果より、最適な再分化誘導培養日数は７～10 日間
であることが明らかになった。 

088 イネ葯培養 ARIS 法における葯の再培養の検討 

 (大源・橋本) 

イネ葯培養ARIS法における葯置床作業の軽減を目
的に、カルス誘導を終えた葯をステンレスメッシュで

すくい取り、新しい培地に移植する再培養を試みた。

再培養 1週間において、初期の培養で得られた同等数
のカルスが得られ、これらのカルスは高い再分化能を

有していた。1週間の再培養で従来法の約 2倍の再分
化植物が得ることができる、効率の高い新しい培養法

（仮称；葯のリサイクル培養法）が開発された。 

(26) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確
立 

研究の背景と目的 

  現在、多様な消費者ニーズに対応した米作りが求め

られている。ひとつは実需・消費者が求める玄米タン

パク含有率の米を生産することであり、これには生育

診断による管理が不可欠である。従来のものさしや葉

緑素計 SPAD502 を用いた生育調査法を、携帯式生育情

報測定装置による調査法に置き換え、生育量を一筆毎

に大量に把握する手法を確立する。これにより、ほ場

ごとの品質の高位平準化技術を確立する。 

089 水稲の生育量測定手法の確立 (樋口・権平) 

草丈×茎数×葉色と NDVI とを比較した結果、7/2

～7/20 は同じ傾向が見られるが、8/9 の出穂期頃の測

定では傾向が異なった。草丈と葉色については同じ測

定時期であれば NDVI との関係が見られたが、生育期

間を通して測定に用いるのは難しく、茎数については
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関係が見られなかった。稲体窒素量と比較すると出穂

期頃まで乾物重よりも明瞭な相関が見られたが、NDVI

は約 0.85 でほぼ飽和した。 

090 水稲生育・米品質推定方法の確立(樋口・権平) 

７月 21 日の NDVI は穂数と相関が高く、NDVI を測

定することで穂数の推定が可能と考えられた。目標と

する穂数からコシヒカリの穂肥散布時期の NDVI は

0.8 程度が適当と思われる。出穂期以降の葉色と玄米

窒素含有率を比較すると本年は 9/6 まで一定の傾向

が見られた。また、７月 21 日の NDVI と玄米窒素含有

率との間には穂肥量別に相関が見られ、７月 21 日の

NDVI と目標とする玄米窒素含有率から穂肥量を算出

できる可能性が見られた。 

091 穂肥量による米品質制御 (土田) 
コシヒカリの幼穂形成期において、携帯式生育情報測
定装置による生育量測定値（ＧＩ値）は、生育量積値及
び稲体窒素吸収量との相関が高く、穂肥診断の指標にな
ると思われた。また、穂肥施用のための適正ＧＩ値のめ
やすを明らかにするためのデータが得られた。 

092 日本型水稲精密農業（ＰＦ）実証試験 

 (樋口・権平) 

幼穂形成期頃の草丈×茎数×葉色と GI 値とを比較

した。関係が見られるもののばらつきが大きく、品種

による違いも見られた。同時期の稲体窒素量と GI 値

とを比較すると相関が認められ、測定時期による違い

や品種間の違いが小さく、生育を把握する指標として

適当と思われた。収穫２週間前の GI 値と収量、玄米

窒素含有率を比較した。玄米窒素含有率とは相関が認

められ出穂期以降の GI 値測定による玄米窒素含有率

推定の可能性が見られた。 

(27) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術
の開発 

研究の背景と目的 

  激化する産地間競争下で新潟米が生き残るために

は大幅な生産コストの低減をはかる必要がある。播種

量倍増・無ハウス露地プール育苗と疎植栽培により、

育苗資材や使用苗箱数を減らした低コスト移植栽培

技術を開発する。これにより高温条件下での育苗時の

障害を防止し、適期移植を推進して、一層の高品質・

良食味生産を目指す。 

093 被覆資材 (市川・東) 

被覆資材はシルバーラブ、ミラー、ミラーラブ、シ

ルバーミラーの４資材を供試して検討した。各被覆資

材ともハウス内に比べ、床土温度の変化が大きかった

が、苗質に大きな差はなく、４月中旬播種の無加温露

地プール育苗は供試した被覆資材で可能であった。ま

た、被覆資材の中では、シルバーミラは温度変化がハ

ウス内に近く、保温効果も比較的高いことから、日照

条件が悪い場合には有効であった。 

094 プール育苗管理法 (市川・東) 

床土窒素量 1、2g/箱の２水準、除覆時期 1、2L の

２水準、プールの湛水深 0、1､2cm の３水準で実施し

た。無加温露地プール育苗の管理方法は、床土窒素施

肥量は箱当たり１ｇ、除覆時期については、１Lでは

苗質が高いものの、苗丈の確保が容易な 1.5L が適し

た。湛水深は水深による差がないが、温度変化が小さ

く、少日照時の保温効果が比較的高い１または２cm

が適した。 
095 育苗期間と苗質 (市川・東) 

播種時期 4/15、4/20、4/25 の３水準、育苗日数 20

日、25 日の２水準、播種量 140、250g/箱の２水準、

出芽法加温、無加温の２水準で実施した。 無加温露

地プール育苗の播種時期は 4/15 から、育苗期間は 25

日、播種量、出芽法については、水準間や比較苗に対

する差が小さいことから、箱当たり乾籾 250g、無加

温出芽で可能であった。 

096 各種育苗条件と発根力 (東・市川) 

被覆資材はミラーシートを用いた方が、また除覆時

期は１葉期よりも 1.5 葉期の方が剪根苗の発根量が

増加した。密播は標準播に比べ発根量は少なく、育苗

日数 25 日では加温ハウス苗よりも発根量は劣ったが、

育苗日数を 30 日に伸ばすか、施肥法を変えることで

加温ハウス苗と同等の発根量を確保できた。 

097 密播苗の活着と本田の生育 (竹内) 

各種管理法により得られた苗は活着及び初期生育

ともほとんど差が無かったが、弁当肥の施用により活

着及び初期生育の促進効果があった。 

098 密播疎植安定化のための機械移植技術 

 (樋口・権平) 

密播ハウス苗のかき取り本数は密播露地苗よりも

多くなる傾向があり、発芽率の差によるものと考えら

れるが、密播苗に対して慣行苗のかき取り本数があま

り少なくなっておらず、縦送り量が苗などの条件で変

動し安定していないものと考えられた。縦送り量の変

動要因を検討し、植付本数の安定化を図る必要がある。 

099 密播・疎植条件での安定栽培 (市川・東) 

基肥窒素量 1、3、5kg/10a の３水準、１回目、２回

目穂肥窒素量 0、1kg/10a の２水準で実施した。基肥

は窒素成分で 3または 5kg/10a、穂肥は 1kg/10a を２

回実施する施肥体系が慣行栽植密度と同等の収量・品

質が得られた。 

100 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 

 (佐藤・金井) 

苗丈は加温出芽で伸び、また、播種時期や除覆時期

が遅いほど、水深は深いほど伸びた。４月 15 日～４

月 25 日播種で出芽方法や育苗日数、プールの水深を

工夫することにより、低温強風地帯でも無ハウスで育
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苗が可能であると考えられた。 

101 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 

 (佐藤・金井) 

裁植密度㎡当たり 18 株、15 株、12 株で基肥や穂肥

を変えて検討した結果、12 株植では 18 株植に比べ約

４kg/a 減収した。基肥の減肥は必要なく、穂肥は１

kg-１kg か０kg-２kg で品質は良く、玄米タンパク含

有率も高くならなかった。 

102 作業能率の把握 (樋口・権平) 

坪当たり 40 株の移植作業は、慣行に比べて苗の補

給時間割合が 10 ポイント以上、生産費が２ポイント

削減され、また苗箱は 2/3 に減らすことができた。こ

れにより苗運搬等の補助作業も軽減され、低コストと

同時に省力化が期待された。 

(28) にいがた園芸３割アップを支援する生産技術の
確立 

研究の背景と目的 

  国内外の産地間競争に打ち勝てる野菜や果実栽培

を目指して、安定した高品質生産技術と新たな作型の

確立、流通状況の変化への対応、露地・施設園芸の省

力低コスト化技術などを開発していく。 

103 オータムポエム (高岡・羽田野) 

オータムポエムの安定生産を行うために、内張り

カーテンの効果とは種時期の検討を行ったところ、内

張りカーテンは収量に影響は認められなかったもの

の収穫時期への影響が伺え、継続収穫が可能になるこ

とが示唆された。また、１～２月に収穫するためのは

種時期は、９月 25 日前後が適していると考えられた。 

104 オータムポエム年次間差 (高岡・羽田野) 

簡易ハウスを用いて 1～2 月にオータムポエムの安

定生産を行うには、平場地域では、は種時期を９月

25 日前後として移植栽培を行うとよいと考えられた。

また、内張りカーテンは最低気温 10℃を目安に被覆

し、最高気温 20℃程度を目安に換気すると、年次間

差を少なくすることができた。 

105 発芽斉一化のための栽培管理法の検討 

 (谷内田) 

プライミング種子利用の栽培について、プライミン

グ種子は普通種子に比べ出芽及び初期生育が促進さ

れ、生育の優位性が収穫時まで持続した夏まき栽培に

おいて収量増加が認められた。またプライミング種子

は一時的な高温保存(45℃,７日間)では発芽率に影響

を及ぼさなかったが、播種後かん水前までの３～５時

間の高温(43℃)遭遇により普通種子に比べ、発芽率が

低下する傾向が見られた。 

106 発芽後の生育斉一化のための栽培技術検討 

 (谷内田) 

基肥の畝内及び畝表面の局所施肥は、全面全層施肥

に比べ窒素利用率の増加、初期の生育量・生育揃い及

び収穫時根重揃いの向上が認められた。また４条栽培

で、内条条間を外条条間より 10cm 広げ内条株間を外

条株間より１～２cm 広く設定した栽植様式は、根重

の斉一性が向上し、根重、収量、LM 規格割合が増加

した。 

107 加工処理種子を利用した栽培の検討 (大竹) 

加工(プライミング)処理種子は、発芽が早くなり初

期生育促進の効果は認められたが、収穫物の斉一化や

収量増加の効果は認められなかった。 

(29) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田

高度利用技術の確立 

研究の背景と目的 

農産物販売において、多様化する消費者ニーズに応

えられる商品づくりと消費者が安心して購買できる

販売方法が強く求められており、地域流通が有効な手

段として注目されている。ここでは、新たな農産物の

地域流通システムを明らかにし、転換畑等における野

菜の生産・販売を支援する。 

108 多様な消費者ニーズに応える地域流通システム

の解明 (白井) 

直売所モニターの１週間分の全食事と直売所で購

入した商品の使用を調査したところ、ライフスタイル

によって食事内容や購入野菜が大きく異なることや、

直売所でどんな野菜を購入しているかがわかった。顧

客のライフスタイルをつかむことで、食材セットなど

の商品提案に活用することができる。 

109 最適土壌水分管理技術の開発 (白鳥・浅野) 

重粘土転換畑では梅雨期の過湿と夏季の干魃の差

が著しい。最適水分領域は含水率 25～35％であり、

所内の土壌では pF2.7～3.8 に相当する。梅雨明けま

で過湿に留意し、梅雨明け 2 週目以降は 10 日間隔で

潅水を行うことで、畑作物の栽培に適した土壌水分が

確保できるものと考えられた。 

110 機械化作業技術の開発 (権平・樋口) 

水田転換畑にキャベツのセル苗を定植する場合、う

ねを鎮圧して定植後に上からのかん水を組み合わせ

ることが、根の伸長に有効と思われ、セル苗の活着に

効果があると考えられた。 

111 地域流通に適した品目・品種の選定と生産安定 

 (長谷川・谷内田) 

小型カラーピーマンはらるく系３品種の代替２品

種、バレイショ 10 品種、強甘味系スイートコーン 11

品種、ミニハクサイ９品種、立ちレタス４品種の特性

を把握した。現地実証では小型カラーピーマンの他に

スイートコーン、バレイショが普及性で有望であった。

ミニハクサイは普通ハクサイに比べてメリットがな

かった。 
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112 キャベツ (谷内田・長谷川) 

前年 11 月上旬に秋施肥マルチを実施した、早春ま

き３月中旬定植のキャベツ栽培では、CDU に LP50 ま

たは燐硝安加里を組み合わせて施用、透明マルチの利

用によりＬ規格の調製球重を得られた。また、LPS を

セル内施肥の利用は育苗時の生育不良が発生しやす

く、根鉢形成不良など苗質が劣ることから、実用的に

困難と思われた。 

113 サトイモ (谷内田・長谷川) 

サトイモでの肥料種類・量について検討した結果、

CDU 畑作及び AM 尿素化成の慣行窒素量３割減肥の秋

施肥区が、慣行肥料春施肥に比べ 10ａ当たりＡ品収

量が多く、肥料コストもほぼ同等であることから、実

用性があると思われた。 

114 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証

 (白井) 

直売所出荷農家Ａ氏の経営概況を調査した結果、85

種類を作付けし 229 日間ほぼ毎日出荷していた。多様

なニーズに応え継続出荷するために、多品目にならざ

るを得ないが、売上高が市況に左右されにくいという

メリットもあることがわかった。 

(30) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術

確立 

研究の背景と目的 

新たな消費動向（業務需要からホームユース等へ）

に対応した品質の切り花生産のため、切り花品質のコ

ントロール技術及び新しい種間交雑品種（LA、OT ハ

イブリッド等）の栽培技術を確立する。 

115 切り花品質コントロール栽培技術の確立    

 (小田) 

オリエンタル系ユリの球根肥大及びノーズ形成に

ついて調査し、今年度の状況把握と平年値作成に向け

たデータ蓄積を行った。切り花栽培では、オリエンタ

ル系ユリ主要品種の抑制作型における定植後の温度

や芽伸ばし時の光、栽培における遮光が切り花品質に

及ぼす影響を明らかにした。 

116 球根の生育コントロールの検討 (堀本) 

球根養成時に茎を地際から刈り取りとった球根か

らの切り花は、同サイズの通常球根からの切り花に比

べ、ボリュームが減少すると考えられる。特に、試し

掘り球周 20cm 時に茎を刈り取ると、翌年の切り花の

重量、総丈、蕾数、茎径を減少させる。 

117 適正な施肥方法の検討 (堀本) 

球根養成で施肥方法による球根肥大のコントロー

ルについて検討した。球根養成時の施肥方法による肥

大の差は判然としなかった。球根養成において、定植

時及び掘り取り時の球根サイズが同じであれば、その

球根の養成条件（基肥量、追肥量､追肥時期）が変わ

ろうとも、翌年の切り花品質は変わらないと考えられ

る。一方、球根養成で掘り取り時の球根サイズが同じ

であっても、定植時の球根サイズが異なっている場合、

翌年の切り花品質には差が生じると考えられる。 

118 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査

 (堀本) 

５月に定植した球根を氷温貯蔵開始時（２月２日）

まで定期的に調査を行った。ノーズは９月 30日調査
で確認され、前年よりやや遅かった。収穫直前の 11
月 11日調査で前年並みになり、２月２日調査では、
前年より 1.3mm伸長している。葉数は前年並みであ
った。茎軸の Brix示度は 11月中旬から２月まで徐々
に高くなった。 
119 養成球根の肥大とノーズ形成 (大塚) 

カサブランカ養成球根の肥大、ノーズ形成は平年よ

り劣った。球根肥大が劣った原因は定植の遅れ、追肥

時期の遅れなどが考えられた。 

120 奇形（帯化）球根の発生要因解明 (大塚) 

地上部が帯化症状を示す奇形球根の形成開始時期

は植え付け後の早い段階で決定することが分かった。

また、奇形球根の発生は土壌の乾湿が影響すると思わ

れた。 

121 多芽球根の発生要因解明 (大塚) 

多芽球根の発生は土壌の乾湿が影響すると思われ

た。 

122 栽培管理技術の検討 (堀本) 

切り花の茎強度に影響している要因を解明するた

め、追肥実施時期と茎の堅さの検討及び現地サンプル

の調査による検討を実施した。前者では生育初期から

中期にかけてかん水が不足したため、いずれの区でも

総丈が低く、茎が堅いユリになった。追肥時期及び量

がユリの茎強度にどのように影響するか判然としな

かった。  
現地サンプルの調査では、茎が堅いユリは、節（特

に下位節）数が多く、茎が太く、重い傾向があった。

さらに、茎の堅さには茎の上・中・下部いずれの茎の

堅さも影響すると考えられた。また、茎の成分分析結

果から、窒素、リン酸、マンガン、亜鉛、トータル窒

素及び炭素が茎の堅さを左右している可能性が示唆

された。 
123 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 (小田) 

OT ハイブリッドユリ「イエローウィン」の球根肥

大及びノーズ形成、促成作型における花芽分化状況に

ついて調査し栽培技術確立のための基礎情報を収集

した。 

(31) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収

穫・脱渋技術の開発 

研究の背景と目的 
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県育成品種「朱鷺乙女」は、収穫の基準となる果皮

色調や脱渋特性が他品種とはやや異なると考えられ、

独自の収穫基準や脱渋技術を開発する必要がある。そ

こで、高品質果実収穫のための専用果皮色カラーチ

ャートと脱渋後の糖度や日持ち等を考慮した収穫・脱

渋技術を開発し、新品種の県内への早期普及を図る。 

124 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチ

ャートの開発 (本永・根津) 

果実のデジタル画像解析により、成熟時の果実果皮

色変化に対応した専用カラーチャートを開発した。 

125 カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術

の開発 (本永・根津) 

果実品質に年次差があるものの、専用カラーチャー

トで測定した果皮色は、糖度判定に利用でき、日持ち

性の判断にもある程度活用できると考えられた。また

今回の脱渋条件下で日持ち日数を２週間程度確保し

ようとすれば、果皮色が果頂部で 7.0、果てい部で 6.0

に達する前に収穫する必要があると考えられ、さらに

データを積み重ね、高品質果実出荷に向けた専用カ

ラーチャートの使用法について検討する。 

126 果実脱渋特性の把握と高品質果実出荷のための脱

渋技術の開発 (佐藤(嘉)) 

朱鷺乙女の規格別の脱渋特性を確認した結果、収穫

時の CC値は、大玉ほどその差は少なかった。果実硬
度は、CO2処理後５日の硬度低下が大きく特徴的であ

り、変化量は L 規格が大きかった。処理後 7 日後か
ら軟化が確認され、軟化率は、収穫時期による差が少

なく、小玉ほど軟化率が高くなった。品種間の軟化率

は、朱鷺乙女が刀根早生に比較し 10％程度上回った。
脱渋日数は、朱鷺乙女の収穫前期でＳ、Ｍ規格の小玉

ほど早期に完了し、収穫後期では同等であった。 
朱鷺乙女は、刀根早生に比べＣＣ値が高く、硬度低

下が早く、軟化し易く、脱渋し易と判断された。 

(32) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 
研究の背景と目的 

  稲発酵粗飼料は水田における生産調整作物として

定着しつつあるが、稲わらに比べてβ－カロテンを多

く含み、肉質に対する影響が不明なため、肉用牛への

利用は少なく、給与技術の確立が望まれている。 

127 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立

 (高橋(英)) 

肥育前期における稲発酵粗飼料給与は、増体量には

影響を与えないが、β－カロテン含量が高いものを給

与すると、給与を停止した肥育中期以降にも血漿中ビ

タミン A濃度が高く推移する可能性が示唆された。 

128 乳酸菌添加によるサイレージ品質の安定化技術

の確立 (荒木) 

添加製剤の価格は収穫物乾物１kg 当たり標準

添加区で 2.6～3.6 円、半量添加区で 1.5～1.6
円となった。 
(33) 地域資源を活用した新特産品目の開発及び加工

適応性評価と機能性の解析 

研究の背景と目的 

中山間地域における農業分野の活性化対策として、

地域の自然条件を活かした特色ある農産物の生産・加

工や消費者と直結した流通等、高付加価値型農業の展

開に向けた技術開発等を行う。 

129 オリジナルウルイの開発 (大井) 

促成栽培において遮光方法を変えることにより、半

緑化、完全軟白、黄ウルイと形態の異なるウルイを生

産することが可能である。地元市場では半緑化栽培の

評価が高かった。 

130 コバギボウシの肥大特性の把握 (大井) 

１年養成株を使用した場合の肥大や着芽の特性は

判然としなかったが、株重量が重いほど着芽数が多く

なると思われる。 

131 成園化のための地下茎部位の検討 (大井) 

育苗に使用する地下茎は節径が太いほど再生時期

が早く、再生株率も高かった。また、収量及び商品化

率も地下茎の径が太いほど高かったことから、成園化

を図る場合は地下茎の節径が太いものを利用して栽

培を行うことが望ましいと考えられる。 

132 成園化のための地下茎重量の検討 (大井) 

フキノトウ成園化のためには、確実な芽出し及び初

期の水管理が重要であり、植え付けから３ヵ月ではフ

キノトウの収穫は困難である。 

133 早だし栽培に向けた堀上時期と貯蔵温度の検討 

 (大井) 

11月24日及び12月5日、12月15日に掘り上げて、

２℃及び５℃、常温で貯蔵したフキノトウは、１月上

旬から２月上旬の間に、すべての掘り上げ時期及び貯

蔵温度で収穫できた。最も短期間で早期に収穫できた

ものは 12 月５日に掘り上げ、５℃で貯蔵したもので

あった。なお、５℃の貯蔵は早期出荷に心がける。 

134 早だし栽培に向けた貯蔵株重の検討 (大井) 

フキノトウを 12 月 15 日に掘り上げて株重を 10g

及び 30g、50g に調整して貯蔵した場合、いずれの株

重でも１月上旬から２月上旬に収穫可能である。また、

貯蔵株重が重いほど貯蔵開始から収穫までの期間が

短くなる。 

135 フキノトウの優良系統の収集・検索(横山(和)) 

前課題で選定した３系統を地下茎繁殖し、養成した

根株を６系統に再分類して評価した。根株重は１～２

kg 程度に達し、「高農技紫系２」は最も重かった。着

生したトウの数は高農技緑系が多かった。また高農技

系自生地の種子を採種し、種子繁殖を実施した。育苗
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段階で多様な形態分化が見られ、側芽発生の多少を基

準として分類し、優良と思われる株 270 株をほ場に植

え付け、10 月中旬にトウの着生を確認した。 

136 フキノトウの品薄期出荷技術の開発 

 (小池・金井) 

自生系統を４か所から採取した。場内で株養成を行

い、無加温露地で２月中旬からとう立ちが確認された。 

137 ウワバミソウ栽培のための遮光率及び収穫時期

の検討 (大井) 

葉やけ被害のない高品質なウワバミソウを収穫す

るには 80%または40%の遮光資材でトンネル被覆し、
草丈 30 ㎝で収穫する方法が適している。また、80%
の遮光資材を使用した区は 40%の遮光資材を使用し
た区より 10 日早く収穫できた。 

138 直は栽培の検討 (長谷川) 

前年秋に直はした区は春に直はした区に比べ発芽

が良かったが、いずれの区も６月下以降枯れた株が多

くなった。これはオヤマボクチの発根量が少ない本葉

２～３枚の頃、間引きにより根が切断されたためと推

察される。 

139 長期収穫のための収穫方法及び追肥の検討 
 (長谷川) 

本年は株の養成をおこなった。気象災害もなく順調

な生育であった。なお、定植１年目は追肥による生育

（最大葉長、最大葉幅、葉色）の差は見られなかった。 

140 佐渡在来カラシナの周年栽培化 (小池) 

８月以降の露地栽培において、９月中旬までが播種

適期であることが確認できた。 

141 地域特産農産物の有利販売のための加工適性及

び機能性評価 (浅野・西脇) 

ミズナの呼吸量は高温ほど大で有ることが知られ

たが、試料が正常な生育をしたものでなかったため再

確認が必要であった。サトイモ、カラシナ、ギョウジ

ャニンニクについて ACE 阻害活性、抗酸化能を測定し

たが特筆すべき値ではなかった。カラシナの辛み生成

成分はシニグリンであること、ギョウジャニンニクに

アリインを含有することが HPLC 分析で確認できた。

オオバギボウシ葉柄から良質な山かんぴょうを製造

する条件を検討した。 

 (34) 中山間地域の複合営農確立に向けた１・２年草

及び宿根草切り花等の栽培技術の確立 

研究の背景と目的 

中山間地域の複合営農を進めるには多様な立地条

件と自然資源を生かした特色ある新規品目の導入が

必要である。そこで中山間地域の転換畑等に対応した

草花類の有望品目選定と生産技術を検討する。 

142 リアトリスの雪ムロ利用の抑制栽培(横山(泰)) 

抑制栽培におけるジベレリン処理濃度が翌年の季

咲きに及ぼす影響について検討した結果、200ppm 処

理は採花本数が激減した。一方 25ppm、50ppm、100ppm

処理は無処理と同等で、季咲きへの影響は見られなか

った。 

143 宿根草の露地栽培 (堀本) 

越冬性、花保ち、切り花品質、病害虫及び生理障害

発生の４項目で検討すると、アガパンサス ブルー

トーベル、アストランチア マヨール、トロリウス 

ゴールデンクィーン、リナリア ブルプレア パープル、

クジャクアスター コズミックピンクが有望と考えら

れた。ただし、トロリウスは防虫（ヨトウガ類）対策

を徹底する必要がある。また、他品種も多様な草姿及

び開花特性を有し、遊休農地や畦畔を活用した景観形

成に役立てることができる。 

144 宿根草切り花の栽培技術 (大塚) 

中山間地域に適した宿根切り花を検索するため、16

品目の越冬性、切り花品質などを検討し、有望な３品

目を選定した。 

145 夏播きストックの年内出し作型の安定化 

 (種村・倉島) 

スプレー系ストックの播種時期と採花期・切り花形

質の関係及び品種特性について明らかにした。植調剤

（プロヘキサジオン Ca 塩）による開花調節の検討を

したが、‘ホワイトアイアン’、‘イエロースパーク’

では散布によって開花が促進されると考えられ、散布

回数は１回でよいと考えられた。    

(35) グランドカバー植物を利用した中山間地農業の

軽労化技術の確立 

研究の背景と目的 

畦畔法面へのグランドカバー植物導入のための技

術を体系化することにより、中山間地域農業経営の規

模拡大や複合営農の推進を支援する。 

146 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマ

ット苗の低コスト大量育苗技術の開発 

 (樋口、権平) 

春取茎で育苗した結果１週間後の出芽数は 60g 播

きでは 93、40g 播きでは 68 であった。45 日後の生育

ではどちらも良好であった。播種機による混和土入れ

作業は、培土 3L に対し貯蔵茎 20g 混和したものでは

比較的容易であった。茎が繰り出し部分に引っかかる

場合があるので作業中に取り除く必要があった。 

147 ヒメイワダレソウマット苗の軽量・ロール化と利

用技術の開発 (樋口、権平) 

供試した貯蔵茎が出庫後の乾燥により発芽しなか

ったためデータが得られなかった。 

148 黒ポリマルチにおける雑草防除方法の現地試験

 (長谷川) 

現地の既存雑草が多い法面にヒメイワダレソウを
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導入する場合、黒ポリマルチは設置や除去に時間がか

かるものの、100％被覆が可能であった。また除草管

理が大幅に軽減され全体の労働時間が少なくなるた

め黒ポリマルチを被覆することは有効であった。 

149 黒ポリマルチ除去時期の検討 (長谷川) 

黒ポリマルチ除去は雑草の発生することを考慮し、

雑草の発生が収まる 10 月中旬以降がよかった。 

150 センチピートグラスの特性解明と導入法の検討

 (長谷川) 

センチピードグラスのポット苗を40㎝から20㎝間

隔に狭めて定植することで早く株間が葉で覆われ、除

草管理が軽労化され定植１年目から 100％被覆する

ことが分かった。なお、直播きについては、発芽まで

時間がかかることから短時間で発芽させる技術の検

討が必要と考えられる。 

151 センチピートグラスの被覆状況の現地確認 

 (長谷川) 

センチピートグラスのポット苗は育苗や定植に労

力がかかるものの、20 ㎝間隔で定植することで早く

株間が葉で覆われ、除草管理が軽労化され定植 1年目

から 100%被覆することがわかった。直まきについて

は発芽までに時間がかかることから短時間で発芽さ

せる技術の検討が必要と考えられる。 

(36) 高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系

の確立 

研究の背景と目的 

高標高畑の高度利用を図るには省力的耕地保全技

術の確立や高標高条件を活かした高収益品目の開発

などが重要な課題である。そこで、省力的耕地保全技

術及び減農薬等新たな輪作体系や高標高条件を活か

した高収益作物栽培法の確立等により高標高畑の高

度利用を支援する。 

152 ソバ・緑肥作物による省力的耕地保全技術の検討

 (大竹) 

ソバを作付けることによる雑草の抑制効果は大き

いが、省力化を期待したソバ放置区では、翌年ソバが

発芽しなかったことから、雑草抑制にはソバを毎年播

種する必要があると思われた。耕耘のみ区では、春期

の雑草発生は最も少なかったが、秋に耕耘しているた

め雪解け水による表土流亡の危険性を検討する必要

がある。 

153 ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法 

 (西原・松澤) 

ほ場試験ではソバおよびエンバクの抑草効果を調

べた。生育中の抑草効果は高かったが、すき込み後の

ニンジン栽培での抑草効果は低く、病害虫防除効果は

判然としなかった。 

154 土壌の物理性 (本間、大峽、小林) 

省力的に高標高畑を保全するために津南町小松原

地区において５試験区（放任区、耕耘区、ソバ区 1、

ソバ区２、ヘアリーベッチ区）を設けて２ヵ年間土壌

流出量を測定した結果、ヘアリーベッチの栽植により

土壌の流出抑制と地力の増強がみられた。耕耘のみの

管理では土壌流出が懸念された。 

155 ソバとの組み合わせによる主要野菜の効果的な

輪作体系 (大竹) 

前年ソバ作付け圃場において、越冬後にも雑草の発

生が抑制されることが認められた。しかし、ソバが雑

草化することも認められた。野菜の生育・収量に及ぼ

す影響については、品目によってはソバが雑草化する

ことによる生育抑制及び収量低下が起こることがわ

かった。ニンジン作付け圃場において、ソバの生育ス

テージが進んですき込み量が多いほど雑草抑制効果

が高くなるが、このすき込み量では除草剤を使用しな

いでニンジンを栽培することは困難であると思われ

た。ソバすき込み量の違いにより、ニンジンの収量に

差は生じないと思われた。ソバをすき込むことにより、

除草剤には及ばないものの雑草抑制効果があり、雑草

の発生時期が遅れ、雑草発生量が少なくなることが認

められた。 

156 アレロパシー活性等を活用した主要野菜の効率

的な輪作体系 (長谷川) 

ソバのアレロパシー活性を活用した高度利用作付

体系を確立するため、前年秋にソバをすき込み後の

スィートコーン、オヤマボクチの生育への影響を検討

した。越冬後そばによる雑草抑草効果は確認できなか

った。また、そばによるスィートコーンやオヤマボク

チへの生育への影響は見られなかった。 

157 高標高条件を活かした夏秋生産イチゴの栽培技

術 (横山(泰)) 

秋定植において６月中～下旬まで摘花房を行うと

無処理に比べ総収量はやや減少するが７～８月の高

単価時期の収量は多かった。春定植において４品種供

試した中で収量性等から「なつあかり」が有望と思わ

れた。省力的摘花法について検討した結果、本摘花法

を行うことにより摘花作業時間は減少し、慣行方法と

同程度の収量を確保することが可能であった。 

(37) 有機物高度利用による環境負荷低減型バイオマ

ス利用栽培技術の確立 

研究の背景と目的 

水田、畑、施設など使用目的に応じた有機物の高度

利用を図るとともに、未利用資源の利用方法を開発し、

環境負荷の少ないバイオマス利用栽培技術を確立し

て県内生産者及び消費者のニーズに応える。 

158 施設園芸栽培に適応した低養分堆肥の利用技術

の開発 (小柳) 
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肥料成分の点からは、モミガラ、イナワラ、剪定枝

が原料として望ましいと考えられた。しかし、腐熟度

に影響する有機成分の分解率や含量が大きく異なる

ことから、低養分堆肥として最適かどうかは判断でき

ないと考えられた。 

159 県内施設栽培土壌の実態把握 (竹田・中山) 

県内のきゅうり栽培施設土壌は、リン酸がやや過剰

に蓄積している傾向が認められた。今後、分析点数を

増やして実態の解明を継続する。 

160 肥料代替効果を生かした家畜ふん堆肥利用技術

の開発 (小柳) 

開放撹拌または堆積方式で製造された易分解性有

機物の少ない豚ふん堆肥は、４～10 週培養に相当す

る窒素供給量を無機態窒素の測定により評価できる

と考えられた。しかし、他の堆肥や土壌への蓄積につ

いての解明が今後の課題として残る。 

161 水田土壌における豚ふん堆肥の養分供給特性 

 (白鳥、浅野) 

豚ぷん堆肥では湛水初期に土壌還元の発達が遅い

開放撹拌方式において、移植～幼形期に相当する期間

の窒素無機化率が高いことが認められた。また、水稲

栽培全期間に相当する窒素無機化率に製造方法によ

る違いは見られず、20～25%と低いものであったこと

から、連用による蓄積と環境への負荷を考慮する必要

が示唆された。 

162 水田土壌における鶏ふん堆肥の養分供給特性    

 (白鳥、浅野) 

鶏ふん堆肥においても豚ぷん堆肥と同様に開放撹

拌方式で初期の無機化率が高くなったが、土壌還元に

与える影響が小さく、尿酸態窒素やリン酸マグネシウ

ムアンモニウム(MAP)の含量を考慮する必要があると

思われた。また、全窒素が低い鶏ふん堆肥の無機化量

をデータベース化することにより、全窒素から無機化

率を推定できる可能性が考えられた。 

163 肥料としての家畜ふん堆肥の露地栽培への利用    

 (竹田・中山) 

家畜ふん堆肥由来のリン酸とカリの成分量を化学

肥料から差し引いて春レタスと秋キャベツを栽培し

た。家畜ふん堆肥を露地野菜栽培で使用する時、リン

酸及びカリは、堆肥の成分で代替でき、化学肥料の削

減が可能である。ただし、窒素が不足するので、必ず

不足量を単肥の化学肥料で補う。 

164 有機発酵残さ、焼却灰の有効利用技術の開発    

 (白鳥、前田) 

今後、木質バイオマスの直接燃焼による熱利用が推

進されると思われるが、燃焼灰には６価クロムが存在

する可能性があり、産地と樹種の違いを検討する必要

があると考えられた。また、農・水産系で利用率が低

いもみ殻や果樹剪定枝も熱量が大きく、堆肥化等のマ

テリアル化だけでなくエネルギー化を検討して、農村

地域でのエネルギー利用を検討する必要があると思

われた。 

(38) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体

系化 

研究の背景と目的 

化学肥料や化学農薬は、野菜生産の安定化、品質向

上に大きく寄与する一方で、環境に与える影響も少な

くない。しかし、有機質肥料や生物農薬等の本県での

効果等は明確でなく、野菜における減化学農薬・減化

学肥料栽培はまだ多くない。そのため、減・減栽培に

関する技術開発を行うとともに、本県で開発された個

別の栽培技術や資材を主体に総合体系化し、生産性、

品質、労働性、経営等の評価を行う。 

165 トマト青枯病発生土壌における微生物性 

 (前田・白鳥) 

長期連作トマトハウス土壌の青枯病の発病程度の

異なる土壌を対象に微生物性を調査した。土壌細菌お

よび糸状菌を標的とした変性剤濃度勾配ゲル電気泳

動法では、20 年以上青枯病が未発生の土壌と本年度

甚発生の土壌とをある程度区別することが可能と思

われた。また、20 年以上青枯病が未発生の土壌から

高頻度で分離される糸状菌は、18SrDNA の部分塩基配

列をシークエンスした結果、Gymunoascus reesii と
同定した。 

166 ナス連作ほ場における微生物性 (前田・浅野) 

連作下でありながら、青枯病と半身萎凋病の発生が

認められない発病抑止土壌の微生物性を調査した。一

般微生物数および変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法

（DGGE 法）による土壌細菌群集構造の解析結果から

発病抑止土壌と他の土壌を区別することは困難であ

ったが、糸状菌群集構造のバンドパターンに顕著では

ないが、違いが認められた。本土壌の性状を評価して

いくためには、他の微生物学的解析法や病原菌密度、

土壌の理化学性等の多面的な調査が必要であると考

えられた。 

167 堆肥施用における微生物性への影響  

(前田・浅野) 

鶏ふん、豚ぷん、牛ふん堆肥施用土壌の微生物性を

変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法等により調査した結

果、各種堆肥施用土壌では、化成肥料添加の有無によ

る土壌微生物への影響は小さいものと考えられた。ま

た、各種堆肥施用土壌の糸状菌群集構造にも顕著な違

いは認められなかった。一方で、炭素源利用能による

土壌細菌群集の多様性指数を調べた結果、非根圏土壌

に比べて、根圏土壌における多様性指数は高いことが

明らかとなった。以上のことから、堆肥施用による土
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壌微生物性への影響を評価するためには、堆肥の施用

量や施用後の経時的変化を各種手法を用いて調べて

いく必要があると思われた。 

168 有機質肥料肥効特性のパターン化(浅野・前田) 

有機質資材の肥効特性を把握するため、培養条件の

検討を行った。硝酸態窒素を添加し水分条件を変えて

(40～70%の４段階)室内培養を行った結果、窒素の消

失した条件はなかった。また、菜種油かすの添加量を

変え、60%水分条件で培養した結果、500mg/100g で窒

素の消失が認められた。水分 60%、資材添加量

250mg/100gの条件で培養したところ28日目で無機態

窒素の減少がみられた。以上のことから、有機質資材

の培養については、土壌 pH、土壌還元の影響を考慮

する必要があると考えられた。 

169 イチゴうどんこ病に対する有効薬剤の探索 

 (中野) 

有効薬剤の探索では防除価が 80%以上と高かった

のはテトラコナゾール液剤およびミクロブタニル乳

剤、アゾキシストロビン水和剤、メパニピリム水和剤

であった。 

170 イチゴうどんこ病に対するケイ酸質肥料の施用

効果 (中野) 

ケイ酸質肥料の施用効果を検討したところ、程度は

低いがある程度の防除効果は得られたが、培地表面へ

の施用は効果が不安定であり、効率的な吸収方法の開

発が必要であった。 

171 イチゴうどんこ病に対する有効生物農薬の施用

効果 (中野) 

生物農薬の検討では、育苗期間中から開花始め時期

までの防除の２回に１回を生物農薬の使用としても、

慣行防除とほぼ同等の防除効果が得られるものと思

われた。 

172 害虫防除技術の検討 (松澤) 

ネギの生育期前半のハモグリバエ被害は、収量、品

質に影響しなかった。水溶剤の育苗箱かん注では、ハ

モグリバエ、アザミウマに対して長期の残効が認めら

れた。タネバエに対しては定植時の有機りん剤処理が

効果的であった。有機物の処理方法の違いが、タネバ

エ被害に及ぼす影響を確認した。 

173 エダマメ (竹田・中野・松澤・中山) 

減減区、慣行区ともに倒伏し、県の目標収量を超え

たことから減化学肥料栽培は可能と考えられたが、両

区の比較は困難であった。虫害は、生育期の食葉性害

虫の加害があるが、莢への加害は気がつきにくかった。

莢の被害は直接的な減収要因となり、開花期以降に重

点的に薬剤防除を行う必要がある。病害の発生は少な

いので、殺菌剤は臨時防除として用意する程度でよい

と考えられる。 

174 抑制トマト (竹田・中野・松澤・中山) 

目標収量６t をクリアできたことから、肥料の 50%

を有機質肥料で代替することは可能と考えられたが、

可販収量が 20％低く、この原因をさらに検討する必

要がある。病害虫防除については、精度の高い発生予

察により防除回数の 50％削減は可能であると考えら

れた。労働時間、生産費についても目標の 20％増以

内を十分にクリアできることから、抑制トマトの減・

減栽培は十分に実用性があると考えられた。 

175 秋冬ネギ (中野・中山・竹田・松澤) 

秋冬ネギにおける減・減栽培実証を行った。減・減

栽培では軟腐病の多発生により収量が減少した。有機

質肥料の施用によるタネバエの食害が軟腐病発生を

助長したものと考えられた。 

176 サトイモ (大竹) 

化学肥料窒素成分は、発酵ケイフンを用て 10 アー

ル当たり 13ｋｇ以下にすることにより肥料費は増加

したが、慣行区と同等の収量を確保することは可能で

あると思われた。また、化学合成農薬使用回数は、５

回以下で病害虫及び雑草の防除が可能であり、サトイ

モの減農薬・減化学肥料栽培は可能であると思われる。 

177 コマツナ (上林) 

減減区は防虫ネットと黄色粘着テープの併用によ

って、資材費および労働時間は慣行の 20%増以内に収

まり、品質･収量は慣行と同程度であったため、コマ

ツナの減農薬減化学肥料栽培は可能であると考えら

れる。 

178 チンゲンサイ (上林) 

減減区は防虫ネットと黄色粘着テープの併用によ

って、資材費および労働時間は慣行の 20%増以内に収

まり、品質･収量は慣行と同程度であったため、チン

ゲンサイの減農薬減化学肥料栽培は可能であると考

えられる。 

179 ハウス晩春まき作型における実用性の実証 

 (小池) 

減減区よりも慣行区の方が生育は良く、害虫被害も

少なく、減減栽培では慣行栽培と同等なものが作れな

かった。 

180 ハウス早秋まき作型における実用性の実証 

 (小池) 

太陽熱消毒において薬剤処理と同等の雑草抑制効

果がみられたが、減減区では慣行区と同等なものは作

れなかった。 

(39) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技

術の開発 

研究の背景と目的 

環境保全型農業を推進するため、有用微生物、土壌

還元消毒および植物の他感物質等を利用にした病害
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制御技術を開発し、その有効性を評価するとともに、

本県における化学合成農薬使用量の軽減をはかる。 

181 Pythium oligandrum のトマト青枯病に対する発
病抑制効果 (前田・浅野) 

Pythium oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液を用いて
各種炭素源による卵胞子発芽促進効果を調査した結

果、有効な物質は存在しなかった。一方で、V8 培地

を用いることで卵胞子発芽率、トマト青枯病に対する

発病抑制効果を高めることが可能であったが、発病程

度が激しい土壌条件では、PO 菌の発病抑制効果は低

いものであった。 

182 新規有用微生物の選抜 (前田・浅野) 

県内の土壌５点を供試し、選択分離培地を用いた希

釈平板法により Pythium oligandrum（PO）の分離を
試みた。分離されたコロニーの中から、PO の特徴で

ある突起状の卵胞子を形成した４菌株を選抜した。 

183 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト

病害の防除 (前田・白鳥) 

糖蜜を用いた土壌還元消毒法では、7月上旬からの

２週間の処理でも、下層土（地表下 50cm）中の青枯

病菌およびネコブセンチュウの密度を低下させるこ

とが可能であった。トマト青枯病に対する防除効果は

高く、本法の土壌消毒法としての有効性が明らかとな

った。 

184 有望菌株の細菌病発病抑制効果 

 (堀・黒田・石川) 

Pythium oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液および各
種生物防除資材による細菌病防除効果を検討した。PO

は極端な甚発生条件でなければもみ枯細菌病、苗立枯

細菌病の防除に有効で、細菌病３病害の同時防除には

IK-155 水和剤が有効であった。 

185 有望菌株の糸状菌病発病抑制効果 

  (堀・黒田・石川) 

ばか苗病に対し IK-155 水和剤、トリコデルマ製剤

が有効であった。PO の種子浸漬処理によるいもち病

の育苗期感染抑制効果は認められなかった。また、褐

条病を対象として新規拮抗微生物を検索したところ、

有望な菌株は得られなかった。    

186 食品を用いた防除方法の検討 

 (堀・黒田・石川) 

60℃10 分間の種子温湯消毒と催芽時食酢添加の組

み合わせの実用性を検討した。催芽時食酢濃度 2.0～

2.5％で褐条病防除効果が高く、生育への影響も少な

く実用性があると思われた。もみ枯細菌病の汚染程度

の高い種子では上記の処理方法による防除効果は劣

る場合があった。 

187 拮抗植物および資材の検索(棚橋・西原・中野) 

チューリップ微斑モザイク病に対する各種植物の

感染・発病抑制効果を現地汚染ほ場で調べた。供試し

た植物中の多くで微斑モザイク病の感染・発病抑制効

果が認められた。抑制効果は，マメ科クロタラリア２

種，ヘアリーベッチ，シロクローバおよびハゼリソウ

科のファセリアで高く，マメ科ハッショウマメ，タデ

科ソバ，ナデシコ科ベニナデシコおよびイネ科ギニア

グラスがこれに継いだ。 

188 微生物資材の検索 (棚橋・西原・中野) 

チューリップ微斑モザイク病に対する微生物資材

の感染・発病抑制効果を調べた。汚染土壌を用いた試

験であったが，同病害の発生が少なく微生物資材の防

除効果は判然としなかった。    

(40) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

研究の背景と目的 

農作物中の重金属類に関しては Codex 委員会で基

準値の策定が検討されつつあり、早急な吸収抑制対策

技術の確立が求められている。そこでカドミウムリス

クの評価、吸収抑制技術の確立、地耐力確保のための

水管理手法、生物修復に適した水稲品種の選定と効果

の確認、園芸作物における吸収抑制技術の確立を行う。 

189 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウム

リスク評価 (本間、大峽、小林) 

玄米カドミウム濃度は出穂期以降の土壌の酸化還

元電位、土壌 pH および 0.1N 塩酸抽出カドミウム濃度

によりある程度推定が可能で、潜在的なカドミウムリ

スク評価は土壌の 0.1N 塩酸抽出カドミウム濃度と土

壌統等の圃場透水性を反映した既存の土壌データに

よる評価が考えられた。 

190 水稲に対するアルカリ資材等の施用効果 

 (本間、大峽、小林) 

水稲栽培におけるカドミウム吸収抑制を目的に数

種の資材の施用効果を検討した結果、アルカリ資材で

はヨウリン、ヨウリンケイカル等で効果が高かった。

堆肥類では発酵鶏ふんでヨウリン並みの効果が認め

られた。牛ふん堆肥は再検討を要する。 

191 大豆のカドミウム吸収に対する土壌改良資材の

効果 (白鳥・浅野) 

非汚染の転換初年目の輪換田において、土壌改良資

材６種類を供試し、吸収抑制効果を検討した。その結

果、転換初年目において、子実中カドミウム濃度を

0.2ppm 以下とするには８月中旬以降の土壌 pH が 6.7

以上となるよう石灰質資材を施用する必要があるこ

とがわかった。 

192 大豆作付け跡水稲でのカドミウム吸収抑制効果

の検討 (本間、大峽、小林) 

前年ダイズ栽培をした復元田での水稲栽培において、

カドミウム吸収抑制を目的に施用した数種のアルカリ資

材の効果の持続性を検討した結果、大豆に使用したアル
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カリ資材の効果は復田初年目でも持続した。 

193 水田の地耐力を維持しカドミウムの吸収抑制す

る水管理技術の確立 (本間、大峽、小林) 

水稲のカドミウム吸収を抑制し、収穫期の地耐力を

確保する本田水管理法や排水技術を検討した結果、移

植後早期中干しにより地耐力を確保した後に湛水管

理することで、玄米カドミウム濃度の抑制と収穫期の

地耐力確保が可能であった。 

194 土壌別アルカリ効果の発現と地力動態の検証 

 (南雲) 

ようりん施用初年目はアルカリ効果により地力窒

素が多く発現するが、２年目以降は減少することが確

認された。またようりん施用・常時湛水栽培において

も根活性は低下しないことが確認された。 

195 品質向上技術の検討 (東・市川) 

ようりんを連用する Cd 吸収抑制対策実施圃場にお

いて、１、２年目は施肥量を慣行標準量とすると生育

過剰となりやすく、減肥した方が整粒歩合は高まる傾

向がある。栽植密度は慣行比 2/3 程度までの疎植であ

れば収量、外観品質は低下しないが、極端な疎植では

穂数不足により減収する。疎植にすると倒伏程度は軽

減されるが、明確な品質向上効果はみられない。 

196 湛水状態での根の活性 (南雲) 

普及センターの現地調査ほ場において,ルビジウム

トレーサー法により登熟期の根活性を調査した。この

結果カドミウム吸収抑制対策による湛水管理で根腐

れ等の症状は認められず、収量・品質に悪影響を与え

ないことが確認された。 

197 地耐力を維持する圃場管理技術の開発 

 (藤牧・樋口) 

耕耘深を浅くすることにより収穫時の地耐力を維

持する方法を検討したが、水稲が倒伏したため、土壌

の乾燥が進まず、十分な地耐力を確保できなかった。 

198 水管理方法等の違いによる地耐力の推移 

 (藤牧・樋口) 

移植後に土壌表面が白く乾燥する程度まで落水し

た場合でも、湛水後に酸化還元電位が-200mV まで低

下し、出穂前後の還元状態を維持することができた。

また、移植後に土壌が乾燥した事により固化が十分に

進み、収穫時に十分な地耐力が得られた。 

199 暗渠排水による地耐力の把握 (宇佐美・藤牧) 

暗渠排水の有無による田面標高の変化や収穫作業

時における沈下量の差などから暗渠排水を有効に活

用することでカドミウム吸収抑制の一対策に資する

ことが確認された。 

200 水稲による生物土壌修復効果の検討 

 (本間、大峽、小林) 

カドミウム汚染土壌の修復技術の一つである植物

による土壌修復（ファイトレメディエーション）技術

を確立するため、修復に適する作物および修復に要す

る年数、効果を検討した結果、カドミウムの土壌修復

に適する品種はＩ、Ｍ、Ｍｏ、Ｈが有望であった。 

201 土壌へのアルカリ資材の施用による吸収抑制効

果 (竹田・西原・中山) 

アルカリ資材６種類（苦土炭カル、ようりん、ケイ

カル、多孔質ケイカル（ＡＬＣ）、消石灰、ケイ酸リ

ン酸肥料）を２年間連続施用してサトイモのカドミウ

ム吸収抑制効果を検討した。アルカリ資材のＣｄ吸収

抑制は、資材により 20～40％程度認められ、その効

果は、土壌のｐＨの上昇によるものと考えられた。 

202 ナスのカドミウム吸収抑制技術の開発 

 (竹田・西原・中山) 

ナス台木品種トルバム・ビガーに接ぎ木して千両二

号を栽培すると、自根栽培および台太郎台木に比較し

て果実中Ｃｄ濃度は 40～50％程度低く推移した。同

属（スズメノナスビ属）のトナシム、トレロに接いだ

場合も、また、トルバム・ビガー台木に新潟黒十全を

穂木とした場合も同様の効果が認められた。 

(41) 米消費拡大に向けた製粉技術改善と新規加工食

品の開発 

研究の背景と目的 

米消費拡大を目的に、県内はもとより、全国的に米

粉パンを普及するため、製品コスト低減と加工性の改

善を図る。また、地場産農産物を活用した米加工製品

の新製品開発を行うとともに、マーケティング手法を

踏まえて新たな米加工技術を探る。 

203 低コスト化技術 (諸橋・高橋(誠)・吉井) 

米パン製造用の酵素処理米粉の製造コスト低減を

目的に、酵素液の再利用について検討を行った。酵素

液の再利用は、不足分の酵素液を添加することで再利

用２回目まで製粉特性に差は認められなかったが、生

菌数増殖の面からは再利用１回が限度と判断された。

また、酵素液を再利用した場合の製パン性は、対照と

比べて焼上重量や比容積に明確な差は認められなか

った。 
204 加工性改善 (高橋(誠)・諸橋) 

米パン製造時の機械適性改善に向け、米粉粒度、生

地の条件を検討した。生地安定性・進展性は、200 ﾒｯ

ｼｭ通過区分のみよりもやや粗いﾒｯｼｭ部を含む方が優

れていた。生地付着力は、200 ﾒｯｼｭ通過区分のみや、

生地 pH が 4.7～5.0 で高かった。生地保水率は、200

ﾒｯｼｭ通過区分のみよりも、やや粗い米粉を含む方が高

かった。本結果から、粒度構成は 200 ﾒｯｼｭ通過 90％、

100-150 ﾒｯｼｭ 10％程度、生地 pH６前後が作業性向上

に望ましいと考察された。 
205 新商品開発のマーケティング調査 (守屋) 
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食品研究センターが新たに開発した発芽玄米の食

味官能試験を行った。その結果、市販と同等以上の食

味を持ち有望と判断された。しかし、発芽玄米につい

ては、認知度が高まってきたもののその商品特性が十

分認知されているとは言えず、健康志向の高い消費者

に対し、その利用方法とともによく合うメニューの提

示等で意識啓発を同時に行う必要がある。 

206 米飯及び米を利用した新加工技術の開発 

 (諸橋・吉井・本間) 

発芽時のフィタ－ゼ活性を利用し、Ca 吸収促進成
分であるイノシト－ルリン酸加水分解物を増加させ

る玄米の発芽条件について検討を行った。玄米を洗米

後５℃で１晩浸漬し、水中下 30℃・26時間発芽させ
ることにより遊離リン含量が玄米の 4.8倍となり、イ
ノシト－ル加水分解物の増加が認められた。 
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３ 研 究 成 果 

(1) 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

【普及技術】本県農林水産業経営や食品産業にとって、特に、有益な実用化技術 

【活用技術】本県農林水産業経営や食品産業の指導に活用できる主要な技術情報 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

 

2 

3 

4 

 

 

5 

 

6 

7 

8 

9 

 

10 

11 

 

12 

【普及技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 
水稲早生品種「ゆきん子舞」の高品質・安定栽培法 
（複合営農推進に向けた技術） 

Web を活用した効率的な農産物商品開発手法 

大豆「エンレイ」の子実水分の簡易測定法 

豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 

 

 

切り花に適したチューリップのユリ咲きシリーズ「新潟６号」「新潟７号」「新潟

８号」 

遅植えと薬剤処理の組合せによるチューリップ微斑モザイク病の防除法 

ぶどう「ロザリオ ビアンコ」専用カラーチャートの開発 

飼料中酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速推定法 

βカロテンの簡易分析法 

（中山間地域に対応した技術） 

ストックの夏播き無加温作型における年内出荷安定化技術 

佐渡における水稲新品種「ゆきん子舞」の高品質・安定栽培のための施肥法 

（食品産業振興のための技術） 

グルテンを使用しない米粉パンの製造法 

 

 

作物研 栽培科 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

作物研 栽培科、高冷

地、佐渡、食品研 穀類

食品科 

園芸研 育種科 

 

園芸研 環境科 

園芸研 栽培・施設科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

園芸研 栽培・施設科 

佐渡 

 

食品研 穀類食品科、農

総研 基盤研究部 

 

 

1 

2 

3 

 

 

4 

 

5 

6 

 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

【活用技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

低平地における自然圧を利用したパイプラインかんがい 

大吟醸酒用水稲新品種「越淡麗」の穂肥施用方法 

地域共同防除におけるジノテフラン剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカス

ミカメの防除 

（複合営農推進に向けた技術） 

Web を活用し低コストで効果的に農産物の販売促進ができるクチコミマーケティ

ング手法 

旧盆需要に対応できるもも有望品種「なつっこ」「なつおとめ」 

無袋でも果面がきれいな早生の青なし「なつしずく」 

 

砂丘地におけるにんじん１粒播種無間引き栽培での発芽及び生育斉一化技術 

クリスマスイチゴ「越後姫」を実現するための高設栽培技術 

２年生アスパラガスの立茎長期収穫栽培における省力施肥技術 

ぶどう「ロザリオ ビアンコ」の糖度予測式を活用した高品質果実収穫技術 

光反射マルチによるぶどう「ロザリオ ビアンコ」のシミ・サビ症状の抑制技術 

オータムポエムの１～２月安定生産に向けた栽培技術 

小型粘着トラップ利用による果樹マルカイガラムシ類の発生時期把握 
「ニホンカイ L2」の授乳期における栄養管理技術 

 

 

農総研 基盤研究部 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

 

 

農総研 基盤研究部 

 

園芸研 栽培・施設科、 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

畜産研 養豚・養鶏科 
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No. 成  果  名 担 当 

15 

 

16 

 

17 

18 

 

19 

20 

21 

22 

23 

 

24 

25 

26 

 

27 

 

28 

稲発酵粗飼料を主体としたＴＭＲに食品製造副産物を混合した場合の乳生産へ

の影響 

施肥基準、収穫時期、品種の違いと飼料イネの成分組成や第一胃内消失率との関

係 

肉豚のふん排せつ量低減とリンおよびミネラル排せつ量の低減技術 

水稲育苗用装備を利用した“ひめいわだれそう”マット苗の大量育苗法 

 

゛おおばぎぼうし゛葉柄を乾燥した山かんぴょうの製造法 

中山間地域における宿根草の生育特性把握と切り花用品目の選定 

黒ポリマルチを利用した”ひめいわだれそう”導入１年目の雑草対策 

佐渡における大吟醸酒用水稲新品種「越淡麗」の高品質栽培法 

８月下旬の台風・潮風害によるかき「平核無」早期落葉樹の被害様相と管理法 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 
有機物施用と水管理による水稲の後期栄養の確保 
カドミウム吸収抑制管理水田における収穫時の地耐力の確保 
カドミウム吸収抑制管理水田における水稲根の活性と地力発現 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

食用菊の花弁とガクの分離装置 

 

大豆処理水の清澄化と有効利用 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

農総研 基盤研究部、中

山間地 

食品研 園芸特産食品科 

高冷地、中山間地 

中山間地 

佐渡 

佐渡 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

作物研 栽培科 

 

食品研 食品工学科、農

総研 基盤研究部 

食品研 園芸特産食品科 

 

(2) 研究成果情報 

ア 研究情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

今後の研究遂行、普及指導、行政施策上何らかの形で情報として活用される可能性があるもの 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

 

2 

3 

4 

 

 

5 

6 

7 

 

8 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

イネの穂におけるアカヒゲホソミドリカスミカメ幼虫の発育と割れ籾の影響 

（複合営農推進に向けた技術） 

「ロザリオ ビアンコ」の枝の切り詰めと発芽特性 

オリエンタル系ユリ抑制栽培における高温が切り花品質に及ぼす影響 

ﾋﾄ絨毛性性腺刺激ホルモン（hＣＧ）を用いた排卵同期化法（ＣＧＳynch）によ

る黄体機能の向上 

（中山間地域に対応した技術） 

ユリ球根養成における茎刈り取り処理による切り花ボリュームの制御 

除草剤を使わない水田抑草技術に関する研究 

佐渡在来のそば「羽茂在来」の特性 

 

特産おけさ柿「平核無」の長期貯蔵技術に関する新知見 

（食品産業振興のための技術） 

米粉パン用ミックス粉の製造コスト低減 

低アミロース米の理化学特性 

低アミロース米の米菓加工特性 

ザーサイ菜の辛味評価方法と辛味発現の特徴 

酵母による発酵処理沢庵の特徴 

大豆処理水の機能性発酵物素材への変換技術 

食用菊「かきのもと」の色と機能性成分を保持した加熱乾燥方法 

食用菊「かきのもと」の抗炎症作用 

 

作物研 栽培科 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

畜産研 繁殖工学科 

 

 

高冷地 

佐渡 

佐渡、食品研 穀類食品

科 

佐渡 

 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 園芸特産食品科 

食品研 食品工学科 

食品研 食品工学科 
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No. 成  果  名 担 当 

17 

18 

19 

20 

食用菊「かきのもと」中の機能性成分の食品素化による消長 

食用菊中ヘリアントリオールＣの分析法 

桑葉・桑葉添加食品中の１－デオキシノジリマイシンの分析法 

桑葉粉末を添加した加工食品のα－グルコシダーゼ阻害活性 

食品研 食品工学科 

食品研 食品工学科 

食品研 食品工学科 

食品研 食品工学科 

 

イ 関東東海北陸研究成果情報(平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載) 

【技術】農業者・普及センター・農協・メーカー・消費者・検査機関などを対象とし、主に農業上の技術革新に

関するもので、生産技術等として普及・活用される成果 

【科学】試験研究機関（独立行政法人・都道府県・民間・大学等）・検査機関・消費者などを対象とし、主に科学

的な技術・情報に関するもので、学術的に極めて有効な新手法・新知見等の成果 

【行政】農林水産省・地方農政局等・都道府県（行政部局）などを対象とし、主に行政施策の手法に関するもの

で、行政施策の改善に、極めて有効または参考になる成果 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

 

6 

 

7 

 

 

8 

 

9 

 

 

10 

11 

 

 

 

12 

 

13 

<畜産草地部会> 

(普及) 低蛋白ＴＭＲのトウモロコシおよび大豆粕の加工処理法は乳生産に影響し

ない 

(参考) 稲発酵粗飼料主体のＴＭＲに食品製造副産物を混合した場合の乳生産への

影響 

(参考) 施肥水準、収穫時期、品種の違いと飼料イネ成分や第一胃内消失率の関係 

 

(参考) 牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の短期的窒素肥効の指標とその推定法 

<果樹部会> 

(参考) ニホンナシ「新生（しんせい）」と「秋麗（しゅうれい）」の受粉樹として

の利用方法 

<花き部会> 

(普及) チューリップ新品種、「新潟 3号」、「新潟 4号」、「新潟 5号」 

<野菜部会> 

(参考) アスパラガス長期立茎栽培における収穫開始 1～3 年目の立茎開始時期 

 

<流通加工部会> 

(普及) 血糖値上昇抑制効果を有する桑葉粉末を添加した味噌の製造法 

 

(参考) 温湯加熱処理した高冷地特産ニンジンの特徴 

 

<北陸・水田畑作物部会> 

(普及) 耐倒伏性が強く、品質が高い水稲粳新品種「ゆきん子舞」の育成 

(普及) 豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 

 

 

<北陸・生産環境部会> 

(普及) 露地野菜栽培における家畜ふん堆肥中リン酸、カリの有効活用 

 

(参考) アカヒゲホソミドリカスミカメの各種殺虫剤に対する感受性 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 環境・飼料科 

 

園芸研 育種科、栽

培・施設科 

 

園芸研 育種科 

 

園芸研 栽培・施設

科、高冷地 

 

食品研 園芸特産食

品科、食品工学科 

食品研 園芸特産食

品科 

 

作物研 育種科 

作物研 育種科、高冷

地、佐渡、食品研 穀

類食品科 

 

園芸研 環境科 

 

作物研 栽培科 

 【科学】  

1 

 

(参考) Pythium oligandrum ＭＭＲ２株によるイネもみ枯細菌病および苗立枯細
菌病の発病抑制効果 

作物研 栽培科、農総

研 基盤研究部 
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No. 成  果  名 担 当 

 【行政】  

 (なし)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



40 

－ I - 40 － 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

II 農業総合研究所・研究部 
 

組

所 長

副所長

管 理 部
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総

企画情報部
企
研
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経
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土
生

アグリ・フーズ
バイオ研究部 稲

園
微

織構成図
 

 務 課 

画調整室 
究情報室 

営・流通グループ 
培環境グループ
壌保全グループ
産工学グループ

育種工学グループ
芸育種工学グループ
生物工学グループ 
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１ 研 究 概 要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 
予算 
区分 

課  題  名 年 次 分  担 

 1 基盤研究部   
経常     (1) 新潟県における米の新たな契約型産地育成方法の解明 

251  ア 食品産業における米の利用形態・消費動向の把握 
 
平 17～19 

 
経営･流通 

経常     (2) 迅速土壌・栄養診断に基づく効率的土壌管理技術の開発  
 ア 小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断手法の
確立 

252   (ア) キュウリにおける時刻・葉位の検討 
     イ 近赤外分光法による非破壊栄養診断法の確立 
253   (ア) トマト生葉中の硝酸イオン濃度・カリウム濃度の推定 
254   (イ) トマト生葉中のカルシウム・マグネシウム濃度の推定 
     ウ ＩＣＰ等を利用した作物体中微量要素の分析 
255   (ア) ユリ球根中の微量要素と障害発生の関係 

 
 
 
平 16～18 
    
   〃 
   〃 
 
   〃 

 
 
 
土壌保全 
    
   〃 
   〃 
 
   〃 

経常     (3) 田畑輪換を中心とした持続的輪作体系下における土壌管
理技術の確立 

256 ア 県内水田土壌の動態調査 
257 イ 細粒グライ土壌における畑転換に伴う土壌化学性の変化 

 
 
平 16～18 
   〃 

 
 
栽培環境 
   〃 

経常     (4) 水田転換畑における地下水位コントロール技術の解明 
258 ア 地下水位調整水こうの設置による土壌水分及び地下水位 

の動向把握 
259  イ 作物別の最適地下水位の検討 

 
平 17～19 
 
   〃 

 
生産工学 
 
   〃 

経常  (5) 地震損壊の修復水田における安定生産機能の早期回復 
260 ア 修復水田における安定生産機能の早期回復技術の検討 

平 17 土壌保全 

国事     (6) 土壌保全対策事業 
     ア 土壌環境負荷低減対策推進事業 
261   (ア) 土壌機能モニタリング調査 
      (イ) 有機物資源連用試験 
262     ａ 長岡圃場（細粒グライ土） 
263     ｂ 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
264  イ 地力保全対策診断事業 
265 ウ 後期栄養確保のための水管理技術の検討 

 
 
昭 54～ 
 
昭 59～ 
   〃 
昭 42～ 
平 17 

 
 
土壌保全 
 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 

受託     (7) 農地部委託土壌調査 
266 ア 県営圃場整備事業土壌調査 

 
平 17 

 
土壌保全 

受託     (8) 農産園芸課委託調査 
 ア 汚泥肥料の施用法の確立と土壌への重金属負荷の評価 

267   (ア) 水稲への肥料施用法の検討 
268   (イ) 多量施用が及ぼす重金属の土壌集積の検討 
269  イ 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

 
 
平 17 
平 17 
平 17 

 
 
土壌保全 
   〃 
生産工学 

受託 (8) 農林公社委託 
270 ア ディスク式中耕除草機の性能調査 
271 イ 焼成酸化カルシウムの土壌改良資材としての適応性に関 

する研究 

 
平 17 
   〃 
    

 
生産工学 
   〃 

 2 アグリ・フーズバイオ研究部   
経常     (1) 新潟に特徴的な園芸作物の組織培養の高度化 

272  ア チューリップ子球の増殖条件の検討 
 
平 17～19 

 
園芸育種工学 

 273  イ ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立    〃     〃 
 
 



44 

－ II - 4 － 

(2) 研究成果及び調査事業概要 
 

1 基盤研究部 

251 食品産業における米の利用形態・消費動向の把握 

 (守屋) 

食品産業における米の利用について調査した。その

結果、外食産業は米の需要先としての総量も大きく、

原産地表示のガイドラインの導入を契機として、契約

販売のニーズも高まってきており、新たな需要先とし

て有望と考えられた。特に、ファミリーレストランは、

現況の利用率も低く、かつ、原産地表示に対しての関

心度も比較的高いため、コシヒカリ以外の品種を用い

ることで契約の可能性が高まるものと考えられた。 

252 キュウリにおける時刻・葉位の検討 

 (本間・大峽・小林) 

小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断手

法栄養状態を的確に診断するためにキュウリの葉身およ

び葉柄の搾汁液中の硝酸イオン濃度について検討した

結果、キュウリの栄養診断では養分状態を反映して

いる 15 節付近の葉柄硝酸イオン濃度が指標となる。

この時、採取時の時刻を厳密にすると共に調査固体を

多くとる必要がある。 

253 トマト生葉中の硝酸イオン濃度・カリウム濃度の

推定 (本間・大峽・小林) 

近赤外分光法による非破壊栄養診断を確立するため

に生葉の近赤外透過反射スペクトルを測定し、無機成分

含有率を推定する検量線を作成し評価を行った結果、透

過・反射方式による硝酸濃度およびカリウム濃度の推定

精度は低く、栄養診断としての実用性はないと思われ

た。 

254 トマト生葉中のカルシウム・マグネシウム濃度の

推定 (本間・大峽・小林) 

透過・反射方式によるスペクトルの取得によりカルシウ

ム・マグネシウム濃度の推定は精度は劣るが、栄養診断

としての実用性がある程度認められた。 

255 ユリ球根中の微量要素と障害発生の関係 

 (本間・大峽・小林) 

オリエンタル系ユリ養成栽培における奇形球根と

微量要素の関係を検討した結果、中山間地農業技術セ

ンターの奇形球根では根盤、ノーズのホウ素濃度が高

い傾向があったが、その他の元素では明確な差は見ら

れなかった。茎の硬さと関連のある元素は窒素、リン

酸で硬いほど濃度は低かった。その他の多量元素（Ca、

Mg、K）および微量要素（B、Fe、Mn、Zn）では関連は

みられなかった。 

256 県内水田土壌の動態調査 (浅野・白鳥) 

土壌環境基礎調査のデータ(昭 50～平９)を基に畑

転換の有無、土性別、乾湿田別に動態について解析し

た。その結果、畑転換歴のある水田の pH、全炭素、

全窒素、可給態窒素では調査年次間の有意差は認めら

れなかった。交換性塩基では中粗粒質水田で交換性石

灰、苦土の減少、細粒質水田で交換性加里の増加が認

められた。 

257 細粒グライ土壌における畑転換に伴う土壌化学

性の変化 (浅野・白鳥) 

作付履歴の明確な所内ほ場(細粒グライ土)の土壌

化学性を調査し、地力変動について定性評価を行った。

畑利用時の石灰投入により土壌 pH が高まり、土壌 pH

に上昇に伴い全炭素、全窒素、風乾土湛水培養可給態

窒素が減少する傾向が認められた。 

258 地下水位調整水閘の設置による土壌水分及び地

下水位の動向把握 (権平・藤牧) 

田面-30ｃｍに水閘を設定した区は、開放区に比べ

て地下水位の下がり方がゆるやかであった。田面-30

ｃｍ設定は茎伸長期の生育に良好と考えられた。着莢

期の８月は多雨であったため、-30ｃｍ設定区は水は

けが遅れ、収量が開放区に比べやや低下した。サブソ

イラの間隔を短くすると多雨時には、土壌水分が高ま

る傾向があると考えられた。降雨が続く場合は、設定

水位を下げるなどの対応で残留水を排除する必要が

あると思われた。 

259 作物別の最適地下水位の検討 (権平・藤牧) 

地下水位を開放と-30ｃｍ、-50ｃｍに設定したとこ

ろで、えだまめとさといも、ねぎをポット栽培した。

生育収量とも水分供給が比較的容易である-30ｃｍ一

定の水位設定が適当と思われた。 

260 修復水田における安定生産機能の早期回復技術

の検討 (大峽・小林・本間・樋口) 

地震によって損壊した水田の小規模な均平作業で

も、土壌改良資材ベントナイトを施用することによっ

て漏水が抑えられることが明らかになった。しかし、

ベントナイトを施用しなかった対照区の減水深があ

まり大きくなかったため、今回の試験では試験区間で

水稲の生育に大きな違いは見られなかった。 

261 土壌環境モニタリング調査  

 (本間・大峽・小林) 

県内に分布する主要な土壌統について、105 点の定

点を設け、土壌の管理と理化学性、重金属含量等の実

態を経時的に調査し、農業における環境への影響を把

握する目的で実施した。平成 16 年度は第 2 サイクル

の第 2次地域 27 地点について調査した。 

262 長岡圃場（細粒グライ土） 

 (大峽・門倉・小林・本間) 

農総研圃場（保倉統、連用 22 年目）において、コ

シヒカリ ML2003 を用い、無窒素、化学肥料単用、稲

わら、わら堆肥および総合改善区を設けて実施した。
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本年は各試験区とも収量は平年より少なくなった。し

かし、有機物連用区が他の２区より減収の程度は小さ

いことから、有機物連用による土づくりで気象要因に

よる収量低下の程度を小さくすることが示唆された。 

263 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
 (大峽・門倉・小林・本間) 

長岡市滝谷町の圃場（加茂統、連用 16年目）にお
いて、コシヒカリ ML2003 を用い、無窒素、化学肥料

単用、稲わら、もみ殻豚ぷん堆肥および総合改善区

を設けて実施した。本年は草丈が高く、倒伏が大き

いため良質粒歩合が平年より低かった。しかし、有機

物連用区は収量や良質粒歩合が化肥区より良かった

ことから、有機物連用による土づくりで収量や玄米品

質の向上が図れることが示唆された。 

264 地力保全対策診断事業 (大峽・小林・本間) 

専門技術員、作物研究センター、園芸研究センター

の協力を得て、全測定診断室の診断設計と成績の検討、

診断技術研修などを行うと共に、診断試薬の供給、技

術相談に応じた。また培養温度を上げて室内インキュ

ベーションの期間短縮を試みた結果、40℃１w 培養に

よって 30℃４w と同様の窒素発現量が得られること

が示唆された。 

265 後期栄養確保のための水管理技術の検討地力保

全対策診断事業 (大峽・小林・本間) 

有機物施用が出穂期以降の土壌水分および窒素発

現量におよぼす影響を検討した。その結果、稲わら等

の有機物を連年施用することで土壌の保水力が高ま

り、出穂期以降の窒素発現量や水稲の窒素吸収量が多

くなることが示された。また、有機物を施用した水田

でも、土壌を過度に乾燥させると窒素発現が著しく抑

制されることが明らかになった。 

266 県営圃場整備事業土壌調査(本間・大峽・小林) 

土壌の基本的性質及び土壌型分布状況を把握し、県

営圃場整備事業計画立案の基礎資料を得る目的で、本

年は滝谷地区（38ha、長岡市）、富島地区（100ha、

長岡市）、小平尾地区（60ha、魚沼市）、城之入川地

区（35ha、南魚沼市）の４地区について調査を実施し

た。それぞれの地区について土壌型により区分し、土

壌断面柱状図、土壌図、土壌分析結果成績書を作成し、

農地部へ報告した。また、客土分析は吉津川、下塩、

西山二田、深戸の４地区について分析を実施した。 

267 水稲への肥料施用法の検討 
 (大峽・小林・本間) 

汚泥肥料の肥料的効果および水稲や土壌への重金

属負荷を検討した。しかし、本年は水稲の生育が盛ん

で倒伏程度が各試験区とも大きかったため、汚泥肥料

の肥料的効果ははっきり認められなかった。また、汚

泥肥料の単年の施用では重金属類の土壌蓄積は認め

られなかったが、玄米中のクロム、銅、ニッケルおよ

び亜鉛含量が高くなることが示された。 

268 多量施用が及ぼす重金属の土壌集積の検討 
 (大峽・小林・本間) 

汚泥肥料の多量施用（2t、4t/10a）が大豆や土壌へ

与える重金属負荷を測定し、その施用限界を検討した。

その結果、土壌中の銅および亜鉛含量が高くなり、大

豆子実中の銅、ニッケルおよび亜鉛含量が高くなるが、

カドミニウム含量は減少することが示唆された。また

大豆粒数は化肥区に比べて減少し、硝酸の溶脱による

地下水汚染が起こる可能性が示された。 

269 県ブランド品目拡大緊急技術確立 
 (権平・樋口) 

転換畑でエダマメの直はを行う場合、アップカット

による耕うん同時うね立て方法は、砕土率が高くなり、

出芽が早まる効果があると思われた。また、生育が良

好となり、は種期の違いによる収量差が小さく安定し

たは種方法であると考えられた。 

270 ディスク式中耕除草機の性能調査 
 (樋口・権平) 

普通畑における作業は良好で供試機では毎秒１

m/s 以上の速度で安定的に作業を行うことができた。

雑草発生量は普通畑においては発生量が少なかった

ため違いは見られなかったが、転換畑においてロー

タリ式に比べてディスク式では少なかった。 

271 焼成酸化カルシウムの土壌改良資材としての適

応性に関する試験 (白鳥) 

カキガラを焼成して得られる酸化カルシウムには、

トウモロコシの発芽から初期の生育を促進する効果

があることが認められた。しかし、食品汚泥を焼成し

た酸化カルシウムには効果は見られず、水に対する溶

解度が低いこと、資材の粒径が大きいために土や根と

の接触面積が小さいことが要因と考えられた。 

 
2 アグリ・フーズバイオ研究部 

272 チューリップ子球の増殖条件の検討 

 (近藤・小潟・小林) 

培地を検討し、カルス化せずに球根を形成するため

の培地添加物と添加量を明らかにした。 

273 ナス（新潟黒十全など）の葯培養法の確立 

 (小潟・近藤・小林) 

DAPI染色により花粉の発育段階を観察し、葯培養
に適した花蕾の生育ステージを推定した。また、４品

種で培地条件を検討し、すべての品種でカルス誘導に

成功した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
2 
3 

【普及技術】 
Web を活用した効率的な農産物商品開発手法 
大豆「エンレイ」の子実水分の簡易測定法 
グルテンを使用しない米粉パンの製造法 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部、
食品研 

 
1 
2 
 
3 
 
4 
5 
6 

【活用技術】 
低平地における自然圧を利用したパイプラインかんがい 
Webを活用し低コストで効果的に農産物の販売促進ができるクチコミマーケティ
ング手法 
水稲育苗用装備を利用した“ひめいわだれそう”マット苗の大量育苗法 
 
有機物施用と水管理による水稲の後期栄養の確保 
カドミウム吸収抑制管理水田における収穫時の地耐力の確保 
食用菊の花弁とガクの分離装置 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
 
農総研 基盤研究部、 
中山間地農技 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部、 
食品研 

 
イ 研究成果情報 
 (ア) 研究情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 （なし）  
 
   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 (参考) Pythium oligandrum ＭＭＲ２株によるイネもみ枯細菌病および苗立枯

細菌病の発病抑制効果 
農総研 基盤研究部、 
作物研 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

新潟県におけるＳＥＩＣＡの活用 
（牛腸奈緒子） 

システム農学（2005） 
21(3)，157～163 

平 17.12 

Ｗｅｂ青果物情報へのアクセスと消費者行動 
（土田志郎、牛腸奈緒子、白井敏樹） 

2005年度日本農業経済学会
論文集 

平 17.12 

新潟県白根市農協におけるＳＥＩＣＡの活用 
（白井敏樹） 

季刊フレッシュフードシステ
ム 冬号 

平 18.1.1 

若年層を対象にした米の消費者ニーズの特徴 
（守屋透） 

農業経営通信 No.227- 平 18.3 

Agrobacterium-mediated transformation of Lilium longiflorum 
（星洋介、近藤正剛、森志郎、中野優、小林仁） 

Acta Horticulturae 平 17.3 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

Isolation and characterization of a cytochrome P450 gene from 
Muscari armeniacum 
（森志郎、小林仁、星洋介、近藤正剛、中野優）) 

Acta Horticulturae 平 17.3 

Molecular Cloning and Characterization of Oryzacystatin-III, a 
Novel Member of Phytocystatin in Rice (Oryza sativa L. 
japonica). 
（大坪貞視、小林仁、野呂渉、谷口正之、斎藤英一） 

J. Agric. Food Chem. 2005 平 17.4 

Induction of mutations affecting bolting time by ion beam 
irradiation to calluses of Japanese bunching onion (Allium 
fistulosum L.) 
（近藤正剛、濱登尚徳、星洋介、小潟慶司、小林仁、長谷純宏、鹿
園直哉、田中淳） 

TIARA Annual Report 2004 平 17.11 
 

イネいもち病抵抗性遺伝子 Piz に連鎖する DNA マーカーの育種利用
（橋本憲明・大源正明・林敬子・芦川育夫・高原美規・山元皓二） 

育種学研究 
第３号 143-146 

平 17.9 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

新潟県におけるＳＥＩＣＡの活用 
(牛腸奈緒子) 

システム農学会春季シンポジ
ウム 

平 17.5.28 

実用的なトレーサビリティ技術の開発 
（杉山純一、牛腸奈緒子、白井敏樹、宇田渉） 

日本食品科学工学会 
 

平 17.8.30
～31 

Ｗｅｂ生産情報開示システムに対する消費者評価 
（白井敏樹、牛腸奈緒子、土田志郎） 

日本農業経営学会 
 

平 17.9.18 

農産物直売所におけるコミュニケーション活動とマーケティング
効果 
（土田志郎、白井敏樹、守屋透） 

地域農林経済学会 平17.10.30 

Effects of Base-Saturation on Nitrogen Mineralization Patterns 
in Paddy Soil -水田土壌における窒素無機化パターンに及ぼす塩
基飽和度の影響- 
（白鳥豊、門倉綾子、長井隆、犬伏和之） 

第７回ＥＳＡＦＳ(East and 
Southeast Asia federation of 
Soil Science Societies)国際
会議 

平 17.6.1 
～5 

Effect of culvert in paddy fields on methane production 
activity -水田ほ場における暗渠排水がメタン生成活性に及ぼす
影響- 
（古川勇一郎、白鳥豊、犬伏和之） 

第７回ＥＳＡＦＳ(East and 
Southeast Asia federation of 
Soil Science Societies)国際
会議 

平 17.6.1 
～5 

排水改良による水田土壌の物理的・化学的変化がメタン発生と水稲
生育に及ぼす影響 
（白鳥豊、志賀智和、犬伏和之） 

日本土壌肥料学会 
2005 年度島根大会 

平17.9.6 
 

Mitigation effects of drainage on methane emission from 
poorly-drained paddy field -排水不良水田からメタン放出量削減
における排水改良の効果-  
（白鳥豊、渡辺秀一、志賀智和、古川勇一郎、犬伏和之、鶴田治雄） 

International Workshop on 
Monsoon Asia Agricultural 
Greenhouse Gas Emissions  
(モンスーンアジア農業生態系
における温室効果ガス発生) 

平 18.3.7 
～8 

土壌還元消毒後の土壌微生物群集評価 
（峯村晃・前田征之・森川千春・横山和成） 

平成 17 年度日本土壌微生物学
会 

平 17.6.11
～12 

トマトハウス土壌における青枯病の発生と微生物群集との関連性
（前田征之・関口博之・竹中重仁・浅野英明・白鳥豊・横山和成） 

平成 17 年度日本農芸化学会関
東支部会 

平 17.10.1 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

開花期のホトトギス形質転換体における形態および uidA 遺伝子発
現の調査 
（岡恵理子・森志郎・安達由希子・星洋介・近藤正剛・小林仁・
中野優） 

園芸学会 平 17.4.3 
～4 

イネ由来のプロティナーゼ阻害成分の性質とその食品素材として
の利用 
（五十嵐暁、川瀬智一、山崎里佳、保科昌宏、大坪貞視、太養寺
真弓、小林仁、斎藤英一、田中孝明、谷口正之） 

化学工学会 平 17.9.15 
～17 

組換えイネ由来プロティナーゼインヒビターの調製とその性質 
（山崎里佳、五十嵐暁、川瀬智一、大坪貞視、太養寺真弓、小林
仁、斎藤英一、谷口正之） 

日本生物工学会 
 

平 17.11.15 
～17 



49 

－ II - 9 － 

３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 17.4 
平 17.5 
平 17.7 
平 17.11 
平 17.12 
平 18.2 
平 18.3 

星洋介 
権平正 
本間利光 
浅野英明、高野隆 
高野隆 
牛腸奈緒子 
白井敏樹 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平 17.4 
平 17.8 
平 18.2 

高野隆 
白鳥豊 
高野隆 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 17.7.29 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」   187 所長以下 

平 17.10.4 産学官交流研修会     56 くらたまなぶ氏（財
団法人にいがた産業
創造機構） 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

稲作経営科 2 学年 生物工学特論 16 橋本憲明 

 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農業経営学 52    52 牛腸奈緒子、白井敏樹 

情報処理論 14    14 岩津雅和 

農業土木学 30    30 宇佐美茂昭、藤牧洋介 

土壌学 I 16  44  60 白鳥豊、本間利光、門倉綾子、前田征之 

特別講義 16    16 
新保到、鈴木一好、中島昭夫、横山泰裕、勝海喜一、
小田切文朗、山本匡里 

植物生理学 16 4   20 橋本憲明、小潟慶司 

植物育種学  16   12 大源正明、小潟慶司、橋本憲明、近藤正剛 

生物工学 32 16   48 大源正明、橋本憲明、近藤正剛 

土壌学 II 16 16   32 小林裕、本間利光、浅野英明、門倉綾子、前田征之 

施設機械論 16   44 60 樋口泰浩、権平正 

卒業論文     976 大源正明、浅野英明 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.7.28 村上振興局農林振興部 村上地域直売所ネット
ワーク研修会 

消費者ニーズに応える
農産物直売所に向けて 

白井敏樹 

平 17.8.10 農産園芸課 山菜研修会 山菜類の販売～農産物
直売所の事例から～ 

白井敏樹 

平 17.11.17 新発田振興局農業振興部 北蒲原直売所ネットワー
ク研修会 

農産物直売所の抱える
課題と今後の可能性 

白井敏樹 

平 17.11.18 農業大学校 にいがたブランド力強化
研修Ⅰ 

消費者ニーズに対応し
たエダマメの産地作り 

白井敏樹 

平 17.11.25 茨城県 マーケティング研究会 産地と普及が変わる
マーケティング活動 

白井敏樹 

平 18.2.28 上越東事務所 エキスパート農業者実践
講座 

今すぐ使えるマーケ
ティング研究情報 

白井敏樹 

平 18.3.29 十日町地域青年農業士会 十日町地域青年農業士会
総会 

農産物マーケティング
入門 

白井敏樹 

平 17.7.1 総合生協 稲作研修会 水稲の有機物利用栽培 白鳥 豊 

平 17.11.2 荒川町 指導農業士研修会 基盤整備後の土づくり 白鳥 豊 

平 18.1.30 JA新潟教育センター JA営農指導員養成研修会 生物工学 
農業機械 

大源正明 
樋口泰浩 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部

百井舞子 長岡技術科学大学 実務訓練 平 17.10.3～平 18.1.31 バイオ部 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 
   所在地  長岡市長倉町 857 番地 
   建物面積 延 10,268 ㎡ 
   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 9,158    56 9,102 
維持管理費 53,599   119  53,480 
経常研究費 3,230     3,230 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 627    627  
種苗供給・指導事業費 0      
政策研究費 22,154    11,953 10,201 
備品整備費 1,107     1,107 
施設整備費 0      
庁舎修繕費 0      
その他 2,313     2,313 
その他（他課事業） 13,275      
合   計 105,463 0 0 119 12,636 79,433 
注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 
 
(3) 職員一覧 
所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 所長 新保 到 
管理部・総務課
(庶務) 
 
 
 
 
 
 
 

管理部長・総務課長 
副参事 
主任 
〃 
主事 
〃 
技術員 
 〃 
事務員 

中島 昭夫 
松島 正一 
渡部 津栄武 
五十嵐かな子 
佐藤 純輝 
田巻 わかな 
今井 隆志 
木村 和浩 
大野 イツ子 

 
(土壌保全) 
 
 
 
 
(生産工学) 
 
 
 

主任研究員 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
職員 
技術員 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
 〃 
技術員 

前田 征之 
小林 裕 
本間 利光 
門倉 綾子 
大峽 広智 
青木 和憲 
宇佐美茂昭 
樋口 泰浩 
権平 正 
藤牧 洋介 
星野 勝 企画情報部 

企画調整室 
 
 
 
研究情報室 
 
 

副所長・企画情報部長 
企画調整室長 
専門研究員 
〃 
主任研究員 
研究情報室長 
専門研究員 
主任研究員 

鈴木 一好 
横山 泰裕 
吉岡 秀敏＊ 
光野 均＊ 
原田 惇 
勝海 喜一 
高野 隆 
岩津 雅和 

アグリ・フーズ
バイオ研究部 
(稲育種工学) 
 
(園芸育種工学) 
 
 
(微生物工学) 
 
 

ｱｸﾞﾘ･ﾌｰｽﾞ研究部長 
 
専門研究員 
主任研究員 
専門研究員 
主任研究員 
研究員 
専門研究員 
〃 
研究員 

山本 匡里 
 
大源 正明 
橋本 憲明 
小林 仁 
小潟 慶司 
近藤 正剛 
中島 正晴(兼務) 
大坪  貞視(兼務) 
大養寺真弓(兼務) 

基盤研究部 
(経営・流通) 
 
 
 
(栽培環境) 

基盤研究部長 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
研究員 
主任研究員 
〃 

小田切文朗 
光野 均＊ 
牛腸 奈緒子 
守屋 透 
白井 敏樹 
白鳥 豊 
浅野 英明 

農総研専技室 副参事 
〃 
主査 
〃 

原澤 良栄 
田村 良浩 
小潟 信雄 
水沢 誠一 

注）＊の付いた職員は年度途中に異動。 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 
4 月１日付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 17 年 
8 月１日付 

転 出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転 入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転 出 
転 入 

諸我 敏夫 
長井 隆 
熊木 茂 
内藤 雅行 
 
鈴木 寿一 
 
星   洋介 
 
山本 和広 
志賀 智和 
鈴木 一好 
小田切文朗 
横山 泰裕 
小林 裕 
 
渡部津栄武 
原田 惇 
岩津 雅和 
 
藤牧 洋介 
 
吉岡 秀敏 
光野 均 

作物研究センター所長 
高冷地農業技術センター長 
佐渡農業技術センター長 
コロニーにいがた白岩の里・庶務係
長 
新津農業振興事務所・主査普及指導
員 
十日町地域振興局 農林振興部・主
査普及指導員 
佐渡地域振興局 企画振興部・主任 
長岡地域振興局 農林振興部・技師 
副所長・企画情報部長 
基盤研究部長 
企画調整室長 
基盤研究部・専門研究員 
 
管理部・主任 
企画情報部・主任研究員 
企画情報部・主任研究員 
 
基盤研究部・主任研究員 
 
病害虫防除所・次長 
企画情報部・専門研究員 

副所長・企画情報部長 
基盤研究部長 
企画調整室長 
管理部・主査 
 
企画情報部・主任研究員 
 
アグリ・フーズバイオ研究部・主任
研究員 
企画情報部・主任研究員 
基盤研究部・研究員 
高冷地農業技術センター長 
佐渡農業技術センター長 
作物研究センター・専門研究員 
農林公社・青年農業者等育成セン
ター・所長 
長岡地域振興局 健康福祉部・主任 
食品・流通課・主任 
上越地域振興局 農林振興部・主任
普及指導員 
上越地域振興局 安塚地区振興事務
所・技師 
企画情報部・専門研究員 
基盤研究部・専門研究員 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

蒸留水製造装置 アドバンテック東洋 RFS433PA 型 

減水位計× ２台 池田計器製作所 RR-200  

微量高速遠心分離器 トミー精工 MX-301 

土壌 Eh メーター 藤原製作所 PRN-41 型 

薬液自動混入機 サンホープ DR8 

以下、管理換え 

ビデオコーダー（巻健康福祉事務所） パナソニック NV-H30 

高圧滅菌器（佐渡農業技術センター） トミー精工 SD-30N 

定温乾燥機（佐渡農業技術センター） いすず SPSF-114S 

応接セット（農業技術学院） 机１、椅子２ 

書庫（農業技術学院） ITOFH-G21BN ロールマップボックス付 

ワープロ（農業技術学院） 東芝 RUPO JWV700 

顕微鏡・カラーテレビ装置（農業技術
学院） 

島津理化機械 

ph メーター（農業技術学院） HM30S 

 
 
 
 



53 

－ II - 13 － 

(6) 派遣研修者 
研修名 研修者名 研修目的 期 間 講 師 

平成１７年度農林
水産研究高度化人
材育成セミナー 

白井 敏樹 研究開発資金制度に
ついて 

平成 18 年 1月 11 日 
～1 月 13 日 

農林水産技術会議
事務局  

 
(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 
    798 名 
 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日

イネの培養方法 星洋介、大源正明 平 11－93191 特開 
2000－279046 
平 12.10.10 

 

植物細胞への遺伝子導入方法及び遺伝子導
入用の植物細胞処理装置 

星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-88554 
平 14.3.27 

特開 
2003-274953 
平 15.9.30 

 

ジネンジョの製造方法 近藤正剛、星洋介、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-223470 
平 14.7.31 

特開 
2004-057149 
平 16.2.26 

 

植物細胞への遺伝子導入方法及びユリ属植
物への遺伝子導入方法 

星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-362239 
平 14.12.13 

  

環境保全型のリン酸肥料とその施肥方法 白鳥豊、本間利光、
門倉綾子、諸岡稔 

特願 
平 11-047065 
平 11.2.14 

特開 
平 11-335189 
平 11.12.7 

 

暗渠充填材 白鳥豊、中川芳雄、
渡辺秀一 

特願 
2002-97535 
平 14.3.29 

特開 
2003-293352 
平 15.10.15 

 

 
(9) 栄 誉 

 科名・職名 氏 名 受賞栄誉名 受賞年月日 栄誉選定基準 
基盤研究部・主任
研究員 

白鳥 豊 土壌保全調査事
業全国協議会長
より感謝状授与

平17.7.8 土壌保全事業へ長年に渡り多大な貢献があ
った。 
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III 作物研究センター 
 

組  

育 種 科 品種育
品種選
畑 作

栽培品
作物栄
病 害
虫 害

栽 培 科 

作物研究センター長 
織構成図
 

成グループ 
定グループ 
 物グループ 

質グループ 
養グループ 
 グループ 
 グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 2 育種科   

経常     (1) 水稲の基幹新品種の育成 

301  ア 系統育成 

302  イ 生産力検定 

303  ウ 特性検定 

304  エ 新系統 

305  オ 有望酒米系統「越淡麗」の栽培試験 

 

平９～  

   〃 

   〃 

   〃 

平 14～17 

 

品種育成 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

国委 306 (2) 水稲系統適応性検定試験 昭 28～ 品種育成 

県事     (3) 主要作物種子対策事業 

     ア 水稲奨励品種決定調査 

307   (ア) 基本調査及び特性調査 

308   (イ) 有望系統の現地適応性 

309  イ 麦類奨励品種決定調査 

310  ウ 大豆奨励品種決定調査 

311  エ 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

312  オ 大豆原原種、原種の維持と増殖 

313  カ 大麦と小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 

 

昭 28～ 

   〃 

昭 53～ 

   〃 

昭 28～ 

   〃 

   〃 

 

 

品種選定 

   〃 

畑作物 

   〃 

品種選定 

   〃 

〃 

経常     (4) 優良種子の安定生産技術と発芽力迅速測定法の確立 

314  ア 登熟条件と種子資質・貯蔵性の関係解明 

315  イ 乾籾による簡易発芽率調査方法 

 

平 13～17 

   〃 

 

品種選定 

   〃 

経常     (5) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善 

 ア 優良水稲種子の生産技術 

316   (ア) こしいぶきの栽植密度と施肥 

317  (イ) コシヒカリの出穂期と栽植密度 

318  (ウ) 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響 

319  (エ) 穂揃期追肥の発芽率への影響 

 

 

 

平 16～18  

   〃 

   〃 

 〃 

 

 

 

品種選定 

   〃 

   〃 

 〃 

経常     (6) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(畑作物) 

320  ア 麦類、大豆気象感応生育調査 

321  イ そばの高品質安定生産技術の確立 

 

 

昭 60～ 

平 11～ 

 

 

畑作物 

  〃 

国委 322 (7) 大豆系統適応性検定試験 昭 61～  〃 

 3 栽培科   

経常     (1) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(水稲) 

ア 水稲の高品質栽培新技術 

(ア) コシヒカリ生育予測技術の改善 

323 ａ 生育予測モデルの選択 

324 ｂ 水稲気象感応生育調査 

      (イ) 作期の適正化に対応した育苗技術の改善 

325     ａ 健苗育成のための被覆資材の選定 

(ウ) 「ゆきん子舞」の栽培試験 

326     ａ 「ゆきん子舞」の施肥試験 

 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

 

   〃 

    

   〃 

 

 

 

 

栽培・品質 

   〃 

 

   〃 

    

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

327     ｂ 「ゆきん子舞」の大豆跡栽培試験 

328   (エ) 難防除雑草の除草技術の検討 

329   (オ) 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条件の解

析 

330   (カ) 化学合成緩効性肥料「グッド IB」入り一括穂肥の実証

試験 

331 (キ) 水稲における鶏ふん有機質肥料の肥効確認試験 

332 (ク) 環境分解型被覆肥料の土中埋設試験 

平 16～18  

   〃 

平 15～ 

 

平 17～ 

 

平 16～ 

平 16～ 

栽培・品質   

 〃 

作物栄養 

   

 〃 

  

 〃 

   〃 

県事 333 (2) 建設副産物活用地域調査事業 平 12～ 作物栄養 

県特   (3) ｢いもち病に強いコシヒカリ｣の安定・継続的利用技術の開

発 

ア いもち病菌の個体群動態の解明 

    (ア) 異なる越冬伝染経路の本田発病への寄与率 

334     ａ 採種ほ産種子の菌レース 

335  (イ) 本田におけるいもち病菌個体群動態 

      (ウ)混植ほ場におけるレース分布の変化 

336     ａ ほ場におけるレース分布の変化 

337     ｂ 籾におけるレース構成の変化 

 イ 同質遺伝子系統と薬剤防除の組み合わせによる発病抑制

効果 

338  (ア) 箱施用粒剤の少量施用の効果 

339  (イ) 薬剤による育苗期感染防止効果 

340  ウ コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価 

 

 

 

 

平 16～18  

   〃 

    

   〃 

   〃 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

 

病害 

〃 

   

  〃 

〃 

 

 

〃 

  〃 

〃 

経常   (5) 稲・麦・大豆の病害虫の発生生態と防除技術の確立 

   ア 水稲害虫の発生生態と防除技術の改善 

    (ア) アカスジカスミカメの発生生態 

341     ａ 畦畔雑草地における発生消長 

342     ｂ 水田内発生消長と薬剤防除法  

イ 麦・大豆の病害発生生態解明と防止対策 

343  (ア) ムギ赤かび病の薬剤防除 

344  (イ) 紫斑病の防除技術 

ウ 水稲種子伝染性病害の種子保菌抑制技術の開発 

    (ア) 化学的･生物的防除を総合した種子保菌抑制技術の確

立 

345   ａ もみ枯細菌病の種子保菌抑制 

ｂ 穂いもちおよびいもち病菌種子保菌抑制 

346   （ａ）現地試験 

347   （ｂ）場内試験 

348   ｃ いもち病菌種子感染時期 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

    

   〃 

 〃 

 

    

    

  

   〃 

  〃 

  〃 

 〃 

 

 

 

虫害 

  〃 

 

病害 

  〃 

 

 

   

 

〃 

〃 

〃 

〃 

県事  (6) 新潟コシヒカリグレードアップ事業 

   ア いもち病菌レース分析支援体制の整備 

349   (ア) 県内のいもち病菌レース 

 

 

平 17～ 

 

 

病害  
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 育種科 

301 系統育成 (松井・金田・石崎・本圖) 

強稈、耐病、多収で良質・加工特性の優れる酒造好

適米、糯米及び新形質米の育成のため、系統育種法、

集団育種法及び葯培養法を併用して選抜した。有望系

統には長番号または新潟番号を付けた。 

302 生産力検定 (石崎・金田・松井・本圖) 

予備試験及び本試験に供試したのべ 177 系統のう

ち粳米は 12 系統、酒造好適米は３系統、糯米は２系

統が有望であった。 

303 特性検定 (石崎・金田・松井・本圖) 

葉いもち抵抗性は2634系統、穂いもち抵抗性は177

系統、高温登熟性は 36 系統、耐冷性は 41 系統、倒伏

抵抗性は 10 系統、穂発芽性は 137 系統、食味は 120

系統、玄米成分は 140 系統について検定した。 

304 新系統 (石崎・金田・松井・本圖) 

新潟 88 号（長 1846）、コシヒカリ/北陸 182 号：

成熟期がコシヒカリより４日程度遅い中間型の晩生

粳系統。耐倒伏性は強。穂発芽性はやや難。葉いもち

抵抗性はやや弱、穂いもち抵抗性は中。玄米重はコシ

ヒカリよりやや少。玄米千粒重はコシヒカリより大。

玄米品質はコシヒカリより優れ上下。食味はコシヒカ

リ並の上中。 

305 有望酒米系統「新潟酒 72 号」の育成 (金田) 

玄米タンパク質含有率(以下タンパク含量)は 2 回

目の穂肥に大きく影響され0.1kg/aの施用で0.4％増

加した。一方 1回目の穂肥で 0.2％の増加が予想され

た。タンパク含量を 6.3％以下となる穂肥窒素成分量

は、１回目、２回目とも無施用（０+０区）、２回目

のみ 0.1kg/a（０+１区）、1回目のみ 0.1 kg/a（１+

０区）、１回目 0.1 kg/a 2 回目 0.1kg/a(１+１区)、

１回目のみ 0.2kg/a(２+０区)となった。以上の条件

では、タンパク含量は 5.7～6.3％、玄米重は 51.3～

54.7kg/a、品質は 3.9～4.8、倒伏程度は 1.7～2.8 と

試算された 。 

306 水稲系統適応性検定試験 (金田) 

指定試験地及び独立行政法人で育成された 55 系統

の地域適応性を検定した。有望系統は、東 1134、東

1115、福系 8681、福系 9110、和系 679、羽系 743、収

7354、収 7387 の 8 系統であった。 

307 基本調査及び特性調査 (名畑・川上・阿部) 

うるちで極早生１系統、早生２系統、中晩生８系統

を供試した。有望系統は、極早生・早生で新潟 83 号、

新潟 81 号、中晩生で新潟 75 号、新潟 76 号、新潟 82

号、コシヒカリ新潟 BL９～12 号であった。また、糯

では新潟糯 73 号が有望であった。 

308 有望系統の現地適応性  (阿部・川上・名畑) 

新潟 75 号、コシヒカリ新潟 BL９号、コシヒカリ新

潟 BL10 号を供試し、県内４か所で実施した。新潟 75

号は耐倒伏性が強く、品質・食味はコシヒカリ並と評

価された。コシヒカリ新潟 BL９号及び 10 号はコシヒ

カリと比較して諸形質に大差はなかった。 

309 麦類奨励品種決定調査 (田村・服部) 

標準品種をファイバースノウとし、予備調査に、東

山皮糯 104 号を、本調査では北陸皮 35 号、北陸皮 40

号、北陸皮 41 号、東山皮 102 号、東山皮 103 号を供

試した。その結果、再検討を北陸皮 35 号、北陸皮 40

号、北陸皮 41 号、東山皮 102 号、棄却を東山皮 103

号、東山皮糯 104 号とした。 

310 大豆奨励品種決定調査 (田村・服部) 

本県に適する大豆品種の選定を行った。本調査で東

北 156 号を「打ち切り」とし、中・晩生系統の東山

155 号、東山 209 号、四国 4号、関東 103 号、極小粒

系統の東山 204 号、東山 207 号、関東 105 号、すずか

おり、すずこまちを「再検討」、黒大豆系統の東北 161

号を「有望」とした。 

311 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・川上・名畑) 

９品種の原原種栽培を行い、1,920 ㎏を採種した。

貯蔵種子を併せた約 350kg を原種生産に使用した。貯

蔵原原種は 21 品種、約 2,100kg である。 

委託栽培３品種を含む 14 品種について原種栽培を

行い、46,220kg を採種した。貯蔵種子と当年産を併

せた 15 品種、26,160kg を県内 16 か所の指定採種ほ

に配付した。 

312 大豆原種、原種の維持と増殖 

 (阿部・川上・名畑) 

エンレイとあやこがねの２品種の原原種栽培を行

って 640kg を採種し、この内 220kg を原種生産に使用

した。貯蔵原原種は３品種、約 55kg である。 

原種栽培ではエンレイを委託栽培し、4,480kg を採

種した。貯蔵種子と当年産を併せた２品種、4,440kg

を指定採種ほ９か所に配付した。 

313 大麦・小麦の原原種の維持と増殖 

 (阿部・川上・名畑) 

大麦ミノリムギの１品種の原原種栽培を行って、

705kgを採種し、この内100㎏を原種生産に使用した。

貯蔵原原種は大麦では２品種、1,045kg、小麦では１

品種、90 ㎏である。 

ミノリムギ 1品種の原種栽培を行い、委託原種を含

め 2,380kg を採種した。当年産ミノリムギ 1,280kg

を指定採種ほ２か所に配付した。 
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314 登熟条件と種子資質・貯蔵性の関係解明 

 (名畑・川上・阿部) 

県内採種ほから平成 17 年産種子を収集し、収穫後

２か月目から毎月発芽試験を実施した。コシヒカリの

収穫後３か月目の正常発芽率は、各採種ほによってば

らついており、全体的には平年に比べ正常発芽率は高

いが、採種ほによっては逆に低いところも見られた。

こしいぶき・こがねもちは収穫２か月後から正常発芽

率が 90％以上となった。 

315 乾籾による簡易発芽率調査方法 

 (川上・名畑・阿部) 

発芽試験においてプロクロラズ乳剤が温度条件に

かかわらず高いカビの抑制効果があり、発芽試験には

適していた。40℃５日程度の乾熱による休眠覚醒処理

を実施した種子を直接ろ紙に置床して、発芽試験を実

施することによって、簡便かつ短期間に発芽試験を実

施できる。 

316 こしいぶきの栽植密度と施肥 

 (阿部・川上・名畑) 

栽植密度を２水準、基肥を３水準、穂揃期追肥を３

水準で栽培し、収量及び種子資質を検討した。密植で

基肥が標準～多肥区で種子収量・資質が高まる傾向に

あり、穂揃期追肥が種子資質に及ぼす影響は小さかっ

た。 

317 コシヒカリの出穂期と栽植密度 

 (阿部・川上・名畑) 

移植時期と栽植密度を変えて種子資質を検討した。

移植時期・出穂期が同一の場合、密植のほうが籾の粒

厚が厚くなり、また出穂期が遅くなるほど収穫２か月

後の発芽率が低下する傾向がみられた。 

318 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響  

(名畑・阿部・川上) 

コシヒカリについて栽植密度を４水準、収穫時期を

３水準に変えて種子資質を検討した結果、各処理によ

り収量構成要素で差異が認められた。また収穫時期の

違いのみ、収穫４か月後の発芽率で違いが見られた。

収穫時期が種子の休眠性に影響を与えると考えられ

た。 

319 穂揃期追肥の発芽率への影響 

 (名畑・阿部・川上) 

コシヒカリを用い穂揃期に０、５、10kg/10a の窒

素追肥を行い種子への影響を調査した。追肥量の増加

により籾重とタンパク質含有率の増加が認められた。

各処理由来種子の苗生育には差が認められなかった

が、発芽試験では、穂揃期追肥により発芽及び出葉日

数が若干短縮する傾向がみられた。 

320 麦類、大豆気象感応生育調査 (服部・田村) 

大麦の播種期は 10 月１日。播種後の過湿により茎

数は少なく推移した。根雪日数は106日（平年85日）、

最深積雪は 145 ㎝で多雪年であった。ミノリムギにつ

いて、葉腐面積率は平年より 20％高く、雪腐病も微

発生した。消雪の遅れにより出穂期は平年より９日遅

れ、成熟期も平年より８日遅れた。初期から茎数が少

なく、千粒重は平年比 114 と大きかったものの、収量

は平年比 45 と少収であった。 

大豆の出芽・苗立ちは良好であった。平年に比べ開

花期は１～３日早く、成熟期は４～６日遅れた。収量

構成要素について、標準播では百粒重が平年比 111

と大きく、収量は平年比 112 の多収となった。晩播で

は有効莢数は多かったものの、開花期後の多雨により

不稔による１粒莢が多く、単位面積あたり粒数は少な

かった。そのため、百粒重は平年比 110 と大きいが、

収量は平年比 90 のやや少収となった。 

321 ソバの高品質安定生産技術の確立 

 (服部・田村) 

そば「とよむすめ」について、収穫時期を変えて収

量を調査した結果、成熟期頃が最も多収となった。ま

た、高い乾燥温度や高い仕上水分はソバ粉の色相を悪

くした。さらに、収穫から乾燥までの温度もソバ粉の

色相に影響することが示唆された。 

322 大豆系統適応性検定試験 (田村・服部) 

作物研究センター、東北農研センター、近中四農研

センター、長野県中信農試で育成された 25 系統を供

試した結果、晩生の刈系 724 号、黒大豆の東山系 Y371

を「やや有望」、早生の作系８号、中生の東山系 X514、

晩生の東山系 X539、東山系 Y409、東山系 Y420、刈系

719、青大豆の刈系 737、極小粒大豆の刈系 740、刈系

741、黒大豆の東山系 Y720 の 10 系統を「再検討」と

判定した。 

 

2 栽培科 

323 生育予測モデルの選択 (坂口・奈良) 

旧新津市・新発田市のコシヒカリ定点調査圃場につ

いてノンパラメトリック DVR 法による出穂期予想を

行った。出穂期の予測精度では、２地点とも簡易的な

平均気温による予想より誤差は少なかった。 

324 水稲気象感応生育調査 (東・奈良) 

分げつ発生は初期は低温で少なく６月は好天で旺

盛となった。６月中旬以降の退色がみられず最高分げ

つ期、幼穂形成期は遅れ、長草多けつ型となった。そ

の後急激な退色と茎数淘汰があり穂数は平年より減

った。一穂籾数は穂数の減少を補いきれず総籾数は平

年比 91 で、登熟期間に大きな気象変動はなかったが

倒伏も多かったことから登熟歩合の向上はなく、収量

は平年比 94 とやや少なかった。整粒歩合、玄米タン

パク質含有率は平年並みであった。 
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325 健苗育成のための被覆資材の選定 (竹内) 

４月中旬以降の高温条件下で健苗育成のための各

被覆資材の適応性について育苗箱モデル装置を用い

検討した。検討した被覆資材はシルバーポリトウ#80+

ラブシート、ホワイトシルバー+ラブシート、シルバー

ポリトウ#80+ミラシート、ミラシート+ラブシート、

ラブシート+ラブシートであった。資材によって温度

特性に違いがみられた。 

326「ゆきん子舞」の施肥試験 (市川・奈良・坂口) 

基肥窒素量４、７、10kg/10a の３水準、穂肥窒素

０、２、４kg/10a の３水準で実施した。ゆきん子舞

は多肥栽培でも倒伏程度が低く、登熟も安定しており、

品質の変動が少なかった。精玄米重を 60kg/a とした

場合、穂数は 390 本／㎡、㎡当たり籾数で 28,000 粒

程度であり、そのための施肥量は、窒素成分で８

kg/10a 以上必要であった。しかし、精玄米重が 60kg/a

以上では、玄米窒素タンパク質含有率が高まった。 

327「ゆきん子舞」の大豆跡栽培試験  

(市川・奈良・坂口) 

場内及び現地５か所の大豆跡ほ場で実施した。「ゆ

きん子舞」は、地力窒素が多く発現する大豆跡栽培で

も、倒伏程度が低く、品質の低下が少なかった。また、

地力の低い圃場では、収量を確保するために基肥を施

用する必要があった。 

328 難防除雑草の除草技術の検討 (東・奈良) 

県内の７市町で採取されたホタルイ類について、ス

ルホニルウレア系除草剤抵抗性の有無を発根法によ

る簡易検定で確認した。供試した個体の約半数が抵抗

性であることが確認された。 

329 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条

件の解析 (土田) 

局所施肥で根分布を制御し、生育後半の窒素吸収を

調整する方法を検討した｡接触施肥では表層の根の分

布が少なく、出穂期以降の出液速度も低く、施肥窒素

量の違いはあるものの、土壌からの窒素吸収も抑制さ

れたと思われる。接触施肥による生育後半の窒素吸収

抑制の可能性が示唆された。 

330 化学合成緩効性肥料「グッド IB」入り一括穂肥

の実証試験 (土田) 

「グッド IB」入り穂肥を LP 穂肥と比較し、出穂前

25 日、20 日、15 日に窒素成分で 10a 当り３kg 施用し

て収量、品質に与える影響を検討した。「グッド IB」

入り穂肥は玄米タンパク含有率が高まる傾向がみら

れるので、IB 比率を低くする必要があると思われた。

施肥時期は出穂 20 日前が適当と思われた。 

331 水稲における鶏ふん有機質肥料の効果確認試験 

 (南雲) 

水稲基肥において新処理技術により製造した鶏ふん有

機質肥料が生育、収量、品質に及ぼす影響を検討した。

実験室内における肥料無機化試験では市販の醗酵鶏ふん

に比べ高い無機化率を示した。栽培試験では基肥及び穂

肥に使用した結果、慣行栽培と同程度の収量・品質が得

られた。 

332 環境分解型被覆肥料の土中埋設試験 (土田) 

環境分解型肥料の被覆は、畑土壌では外観上からも、

模擬耕耘処理結果からも平成 12 年埋設で急激に分解

されることが確認された。水田土壌では外観上は従来

品と環境分解型とで大きな違いは見られなかったが、

模擬耕耘処理結果からみると、環境分解型の方が従来

品より埋設期間が長くなるほど完全粒回収率が低下

しているので、分解性が高まっているものと思われた。 

333 建設副産物活用地域調査事業 (南雲・土田) 
山北地区20haを対象に客土整備後に水稲または大
豆を５作栽培した水田で代表６地点の土壌調査、40
点の土壌分析を実施した。客土は強粘質で透水性・通
気性が悪い土壌である。H14～15に暗渠が施工され、
グライ層および斑鉄の出現位置が低下する傾向が認
められた。 

334 採種ほ産種子の菌レース (石川・黒田・堀) 

平16年の採種ほ産コシヒカリBLの種子のレース構

成は、BL 導入前の一般ほ場に近かった。1採種地域の

採種ほ産種子と葉いもちのいもち病菌個体群をレー

スおよびフィンガープリントパターン（FP）を用い比

較した。種子と葉いもちの個体群構造は共通点も見ら

れたが相違点も多く、採種ほ産種子以外の伝染経路の

影響が考えられた。 

335 本田におけるいもち病菌個体群動態    

 (石川・黒田・堀) 

2003 年の発生菌が翌年以降の本田発病に関与する

か検討した。２ヵ年の調査で本田株の葉、穂いもち病

斑から 2003 年の発生関与菌は分離されなかった。多

発生ほ場のにおける発病関与菌が、同一ほ場で翌年以

降も優占する可能性は低いと思われる１事例が得ら

れた。 

336 ほ場におけるレース分布の変化 

 (石川・黒田・堀) 

 ほ場において同質遺伝子系統を混植し、数種のレー

スからなる伝染源を設置し、発病した本田株の病斑数、

レース分離率を調査した。同質遺伝子系統の混植条件

では、構成系統のうち親和性系統の構成比率が高い

レースの増殖力が高かった。 

337 籾におけるレース構成の変化 

 (石川・黒田・堀) 

同質遺伝子系統の混植条件下で、葉いもち病斑から

穂への感染による種子籾でのレース構成の変化を調

査した．種子籾では主に護穎で胞子形成し、種子籾で

は穂軸より非親和性菌の分離率が高かった。護穎では
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穂軸より非親和性菌の感染が容易と推定され、この感

染がレース構成に影響を及ぼすと思われた。 

338 箱施用粒剤の少量施用の効果 

 (石川・黒田・堀) 

同質遺伝子系統において、育苗箱施用粒剤のみで十

分な穂いもち抑制効果があるか検討した。葉いもち、

穂いもちともに極少発生で効果の判定はできなかっ

た。 

339 薬剤による育苗期感染防止効果  

(石川・黒田・堀) 

 １葉期接種での感染阻止効果は、いずれの箱施用粒

剤も低かった。２葉期接種では効果が認められたが、

抵抗性誘導タイプの薬剤は効果が低い傾向であった。

チウラム・ベノミル剤の湿紛衣やカスガマイシン剤の

播種時散布は１葉期の感染も抑制し、これらと箱施用

剤の組み合わせが有効と考えられた。    

340 コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価 

 (堀・黒田・石川) 

 コシヒカリ新潟 BL の非親和性いもち病菌レースに

よる穂の発病程度は多肥条件で増加するものの、その

増加割合はわずかであり、施肥量の違いによる穂の抵

抗性程度の変動は小さいと考えられた。 

341 畦畔雑草地における発生消長 (佐藤・石本) 

柏崎市等４地点ですくい取りを行った。全般に幼虫

のすくい取り数が少なく、発生消長は判然としなかっ

たが、年４世代程度の発生があったと推定された。 
342 水田内発生消長と薬剤防除法 (佐藤・石本) 

アカヒゲホソミドリカスミカメとの混発条件で薬

剤防除時期を検討した。ジノテフラン液剤を出穂３日

後、10 日後に散布し防除効果を比較した。いずれも

斑点米率は無散布に比べ明らかに低く、十分な防除効

果が認められた。 

343 ムギ赤かび病の薬剤防除 (石川・黒田・堀) 

ほ場において胞子懸濁液により接種を行い、開花期

のチオファネートメチル散布と他剤との体系防除に

ついて検討した。無散布区に比べ薬剤散布区の被害粒

率は有意に低下したが、体系間の効果の差は認められ

なかった。 

344 紫斑病の防除技術 (石川・黒田・堀) 

 薬剤２回散布の散布適期について、イミベンコナ

ゾール開花 28 日後散布とイミベンコナゾール、塩基

性硫酸銅、イミノクタジンアルベシル酸塩の体系防除

で検討した。極少発生のため効果の判定はできなかっ

た。 

345 もみ枯細菌病水稲の種子保菌抑制 

 (堀・黒田・石川) 

出穂期前後の薬剤散布によるもみ枯細菌病の種子

保菌抑制効果を検討したところ、オキソリニック酸水

和剤散布区のみで種子の保菌が低下した。また、穂孕

期の冠水処理により葉鞘や小穂での病原菌量の増加

が認められたものの、収穫籾における保菌程度の差は

明瞭でなかった。 

346 現地試験 (堀・黒田・石川) 

 薬剤散布による穂いもち及びいもち病菌種子保菌抑制

効果をBL栽培圃場で検討した。葉いもち、穂いもちとも

少発生条件であったが出穂期前後に降雨の多い条件では、

出穂直前の１回散布のみでは種子保菌抑制効果は不十分

で、２回の散布は必要であると考えられた。 

347 場内試験         (石川・堀・黒田) 

薬剤散布による穂いもち及びいもち病菌種子保菌

抑制効果をコシヒカリ栽培圃場で検討した。出穂期頃

から穂の感染が起こる条件では、出穂直前と穂揃期～

傾穂期の２回の散布が必要であると考えられた。種子

保菌量の低減には葉いもちを十分抑制した上で穂い

もち防除を徹底する必要があると考えられた。 

348 いもち病菌種子感染時期  (堀・黒田・石川) 

時期別にいもち病菌を接種し種子への感染時期を

調査した。穂いもち発病は出穂期前後に多く出穂 15

日以降急減したものの、種子保菌率の時期別の変動は

明瞭でなかった。また、出穂 30 日後前後にも６～８％

の種子保菌が認められた。 

349 県内のいもち病菌レース  (石川・黒田・堀) 

レース 001.0、003.0、005.0、007.0、017.1、035.1、

037.1、が分離された。コシヒカリ BL 導入によりレー

ス構成が急激に変化し、前年まで 40％以上であった

001.0 の分離率は 5.1％に低下し、代わりに 007.0 が

55.4％分離された。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
2 
 

【普及技術】 
水稲早生品種「ゆきん子舞」の高品質・安定栽培法 
豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 
 
 

 
作物研 栽培科 
作物研 栽培科、高冷
地農技、佐渡農技、食
品研 穀類食品科  

 
1 
2 

【活用技術】 
大吟醸酒用水稲新品種「越淡麗」の穂肥施用方法 
地域共同防除におけるジノテフラン剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカ
スミカメの防除 

 
作物研 育種科 
作物研 栽培科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 イネの穂におけるアカヒゲホソミドリカスミカメ幼虫の発育と割れ籾の影響 作物研 栽培科 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 (普及) 耐倒伏性が強く、品質が高い水稲粳新品種「ゆきん子舞」の育成 作物研 育種科 
2 (普及) 豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 作物研 育種科、 

食品研、佐渡農技 
3 (普及) アカヒゲホソミドリカスミカメの各種殺虫剤に対する感受性 作物研 栽培科 
4 (参考) 施肥水準、収穫時期、品種の違いと飼料イネ成分や第一胃内消失率の関

係 
作物研 栽培科、 
畜産研 酪農肉牛科 

 【科学】  

1 (参考) Pythium oligandrum ＭＭＲ２株によるイネもみ枯細菌病および苗立枯
細菌病の発病抑制効果 

作物研 栽培科、 
基盤研究部 

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

Measurement of the Concentration of Bioactive Gibberellin in 
Germinating Rice Seed Using the α -Amylase Induction from 
Aleurone Cells 
(Sin-ichiro Mitsunaga, Osamu Kawakami, Junji Yamaguchi and 
Toshiaki Mitsui) 

The Japanese Society of 
Appllied Glycoscience 
Vol.53,399-402 

平17.6 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

Breeding of Blast Resistant Isogenic Lines in Rice Variety 
“Koshihikari” and Evaluation of Their Characters  
(Kazuhiko Ishizaki, Toyokazu Hoshi, Sei-ichi Abe, Yukio Sasaki, 
Kazuyuki Kobayashi, Hironobu Kasaneyama, Taka-aki Matsui and 
Satoshi Azuma) 

Breeding Science Vol. 55, 
No. 3: 371-377 
 

平17.9 

コシヒカリのいもち病真性抵抗性同質遺伝子系統の特性評価 
（石崎和彦、佐藤徹、浅井善広、長澤裕滋） 

日本作物学会記事 
第74巻 第3号 304-309頁 

平17.9 

水稲の高温登熟性の評価法と品種間差異 
（石崎和彦） 

農業技術（農業技術協会） 
第60巻 第10号 458-461頁 

平17.10 

新潟県におけるコシヒカリのいもち病真性抵抗性マルチラインの実
用化 
(石崎和彦、松井崇晃、原澤良栄) 

日本作物学会記事 
第74巻 第4号 438-443頁 

平17.12 

平成16年７・13新潟豪雨災害による農業被害について 
（南雲芳文） 

新潟アグロノミー 
第41号 3頁 

平17.12 

平成16年中越大震災による農業被害について 
（南雲芳文） 

新潟アグロノミー 
第41号 19頁 

平17.12 

水口流入施肥器を用いた大区画水田における水稲液肥流入の均一施
肥効果と効率的施肥条件の検討 
（土田 徹） 

日本土壌肥料学会誌 
第76巻  第6号 811-816頁 

平17.12 

新潟県において1998～2002年に分布したイネいもち病菌のレース 
（石川浩司、小潟慶司、堀  武志、原澤良栄、佐々木行雄） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 １-6 

平17.12 

種子温湯消毒と電解水浸漬処理の組み合わせによるイネの褐条病および
もみ枯細菌病の防除効果 
（堀 武志、石川浩司、原澤良栄） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 7-12 

平17.12 

逆転写PCRを用いたダイズからのCucumovirus属ウイルスの検出 
（黒田智久、名畑越夫、堀 武志、石川浩司） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 39-44 

平17.12 

アカヒゲホソミドリカスミカメ合成性フェロモントラップの形状と
設置高 
（石本万寿広） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 13-17 

平17.12 

水田畦畔に設置したアカヒゲホソミドリカスミカメ合成性フェロモ
ントラップの誘殺消長 
（石本万寿広、横山泰裕、樋口博也） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 23-27 

平17.12 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する薬剤散布適期 
（石本万寿広、永瀬淳） 

北陸病害虫研究会報 
第54号 29-38 

平17.12 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

水稲の高温登熟性に関する検定法と品種の評価 
 (石崎和彦) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
（北陸作物学会報 第41号 別号） 

平 17.7.10 
～7.11 

穂肥施用方法が「越淡麗」の玄米品質に及ぼす影響 
 (金田  智) 

日本作物学会北陸支部北陸育種談話会
（北陸作物学会報 第41号 別号） 

平 17.7.10 
～7.11 

新潟県における水稲の品種改良 
（石崎和彦） 

第17回 食品・バイオセミナー「米の育種
と加工、流通」（新潟大学地域共同研究セ
ンター） 

平17.7.22 

登熟初期の高温処理と緩効性肥料の肥効が米の品質に与
える影響 
（土田 徹、南雲芳文） 

日本土壌肥料学会  2005年度島根大会 平17.9.6～
9.8 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

新潟県の水稲種子から分離されるイネいもち病菌レース 
（石川浩司・黒田智久・堀 武志） 

平成 17 年度日本植物病理学会関東部会 
（日本植物病理学会報 72(1)） 

平17.9.15 
～9.16 

シグモイド型被覆尿素の施用によるダイズ多収技術 
（南雲芳文、土田 徹、高橋能彦）           

平成 17 年度農林水産業北陸地域研究成
果発表会 

平17.11.25 

アカヒゲホソミドリカスミカメの産卵と幼虫発育に対す
る種子吸汁の効果 
（佐藤秀明、石本万寿広） 

第 58 回北陸病害虫研究会 
（同講演要旨集） 

平18.2.8 
～2.9 

ネオニコチノイド剤１回散布によるアカヒゲホソミドリ
カスミカメの防除(2)地域共同防除への適用性 
（石本万寿広） 

第 58 回北陸病害虫研究会 
（同講演要旨集） 

平18.2.8 
～2.9 

イネの穂におけるアカヒゲホソミドリカスミカメ幼虫の
発育：特に割れ籾の効果 
（石本万寿広） 

第 50 回応用動物昆虫学会大会 
（同講演要旨集） 

平 18.3.27 
～3.29 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平17.4 
平17.9 
平18.2 
平18.3 

東聡志 
奈良悦子、服部誠 
石川浩司 
南雲芳文、服部誠 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平17.5 
平17.6 
平17.10 
平18.3 

東聡志 
石本万寿広 
東聡志 
石崎和彦 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平17.8 
平18.2 

石川浩司 
堀武志 

「ゆきん子舞」栽培の手引き 新潟県農林水産部 平18.2 佐々木行雄、市川岳史
長澤裕滋、阿部聖一 
石崎和彦             

「越淡麗」栽培の手引き 新潟県農林水産部 平18.2 佐々木行雄、長澤裕滋  
石崎和彦、金田智     

平成18年度農作物病害虫雑草防除指針 
 

新潟県農林水産部 
(社)新潟県植物防疫協会 

平18.3 東聡志、石本万寿広、 
堀武志 

総合農業研究叢書第55号  IPMマニュアル (独)中央農業総合研究セン
ター 

平17.8 堀武志 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 17.7.4 農業総合研究所「作物関係成果発表会」 70 センター長 ほか 

平 17.7.27 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」 187 全職員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

作物学 20    20 服部 誠 

肥料学Ⅰ 16    16 土田 徹 

特別講義 2    2 諸我敏夫 

植物生理学   44  44 石崎和彦、金田 智、松井崇晃 

植物育種学 30 16  28 74 石崎和彦、金田 智、松井崇晃 

植物病理学 8  44  52 石川浩司、黒田智久、堀 武志 

肥料学Ⅱ 16 16  44 76 南雲芳文、土田 徹 

応用昆虫学 4  44  48 石本万寿広、佐藤秀明 

作物学Ⅱ 28   44 72 阿部聖一、市川岳史、名畑越夫、服部 誠、奈良悦子 
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授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

雑草防除論 16    16 東 聡志 

卒業論文     976 石崎和彦、黒田智久 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平17.5.25 植物防疫魚沼地域協議会 平成17年度植物防疫魚沼
地域協議会研修会 

水田初期害虫の防除の
必要性を考える－水稲
箱施用剤利用の現状と
課題－ 

石本万寿広 

平17.7.22 新潟県農林水産部農産園

芸課 

平成17年度種子審査員研
修会 

ほ場審査及び生産物審
査の基準及び方法につ
いて 

阿部聖一 

川上 修 
名畑越夫 

平 17.7.28 

～29 
新潟県種子協会 平成17年稲採種事業技術

研修会 
稲採種ほ栽培管理にお
ける課題と対応策につ
いて 

阿部聖一 
 

平17.8.9 
 

新潟県種子協会 平成17年稲種子場オペレ
ーター研修会 

稲種子の生育状況と収
穫・調製作業における留
意事項について 

阿部聖一 
 

平17.12.6 
 

JA新潟中央会 
 

営農指導員資格認証試験
事前研修会 

農産（麦・大豆）講義 服部 誠 
 

平 17.12.8 

 

津南町上郷採種組合 平成 17 年稲採種反省検討

会 

採種ほにおける栽培管

理・種子の資質向上に向

けた技術対策 

阿部聖一 

平17.12.9 新発田地域農業振興協議
会、新発田地域振興局 

新発田地域農業振興協議
会売れる米づくり推進部
会生産対策会議 

ネオニコチノイド剤に
よるカメムシ類の防除
について 

石本万寿広 

平17.12 魚沼地域振興局農業振興
部 

平成17年度魚沼地域作物
作柄検討会 

魚沼米の品質低下の状
況と発生要因解明によ
る産米の品質向上対策
について 

市川岳史 

平18.1.25 新潟県種子協会 平成17年度稲採種事業実

績検討会 
稲種子生産技術上の問

題点と改善対策 ～種

子予措について～ 

阿部聖一 

平18.1.31 関東東海北陸地域試験研
究推進会議北陸・水田畑作
部会 

平成17年度研究推進会議
重点検討事項 

北陸地域の水田作付体
系における作物栽培上
の技術的問題点と今後
の研究方向 

南雲芳文 

平18.2.3 中央農業総合研究センタ
ー 

関東東海北陸農業試験研
究推進会議 

新潟県における大豆を
中心とした畑作物の現
状と課題（重点検討事項
の検討：話題提供） 

田村隆夫 

平17.4.22 新潟県酒造組合 試験栽培打合せ会 品種特性、栽培留意点の
説明 

金田  智 

平17.7.14 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（下越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 



68 

－ III - 14 － 

平17.7.20 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（佐渡） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.7.22 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（中越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.7.25 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（上越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.8.26 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（佐渡） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.8.29 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（下越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.8.30 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（上・中越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.9.20 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（上・中越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.9.21 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（下越） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.9.22 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

大規模栽培醸造用試験栽
培巡回（佐渡） 

生育調査、栽培指導 金田  智 

平17.10.31 全農新潟県本部 越淡麗生産推進検討会 品種特性、栽培留意点の
説明 

金田  智 

平17.12.21 新潟県酒造組合「越淡麗ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」 

越淡麗栽培報告会 生育・玄米品質の検討 金田  智 

平18.2.24 新潟県酒造組合下越支部 栽培研究会発足式（下越、
東西地区） 

H17年度成績検討・新規
栽培者への品種特性、栽
培留意点の説明 

金田  智 

平18.3.3 新潟県酒造組合上越支部 栽培研究会発足式（高田地
区） 

H17年度成績検討・新規
栽培者への品種特性、栽
培留意点の説明 

金田  智 

平18.3.7 新潟県酒造組合佐渡支部 栽培研究会発足式（佐渡地
区） 

H17年度成績検討・新規
栽培者への品種特性、栽
培留意点の説明 

金田  智 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

なし     
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268ｍ2 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,807   2,804 149 -146 

維持管理費 0      

経常研究費 4,808     4,808 

ほ場・飼育管理費 8,621   6,761  1,860 

受託試験費 5,604    5,604  

種苗供給・指導事業費 0   0   

政策研究費 20,310    15,360 4,950 

備品整備費 194     194 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 18,674      

合   計 61,018 0 0 9,565 21,113 11,666 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 

育種科 

（品種育成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品種選定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長 

育種科長 

主任研究員 

〃 

〃 

職員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

諸我 敏夫 

長澤 裕滋 

石崎 和彦 

金田 智 

松井 崇晃 

本圖 明日香 

伊東 一彦 

室橋 浩一 

土田 正一 

中村 信之 

竹田 守人 

阿部 聖一 

川上 修 

名畑 越夫 

高橋 一寿 

山口 和男 

増間 和弘 

石原 義弘 

小林 勝 

佐藤 久男 

高橋 浩之 

（畑作物） 

 

 

 

 

 

 

栽培科 

（栽培・品質） 

 

 

 

 

 

（作物栄養） 

 

 

（病害） 

 

 

（虫害） 

専門研究員 

主任研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

 

栽培科長 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

研究員 

職員 

技術員 

主任研究員 

〃 

技術員 

主任研究員 

〃 

〃 

主任研究員 

〃 

田村 隆夫 

服部 誠 

島岡 聡 

目黒 秀二 

川瀬 守 

武田 英夫 

 

佐々木行雄 

市川 岳史 

竹内 睦 

東   聡志 

奈良 悦子 

坂口 いづみ 

諸橋 剛 

南雲 芳文 

土田 徹 

飯濱 康輔 

石川 浩司 

黒田 智久 

堀  武志 

石本 万寿広 

佐藤 秀明 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 
４月１日付 
 
 
 
 

転 出 
 
 
転 入 
 

 

横山 泰裕 
 
小林 和幸 
諸我 敏夫 
 
阿部 聖一 
佐藤 秀明 

農業総合研究所企画情報部・企画調
整室長  
農業大学校・総括主任講師 
センター長 
 
育種科・専門研究員 
栽培科・主任研究員 

栽培科・専門研究員 
 
育種科・主任研究員 
農業総合研究所・副所長・企画情報
部長 
三条農業振興事務所・課長代理 
佐渡地域振興局 農林水産振興部 
羽茂分室・主任研究員 

平成 17 年 
３月 31 日付 

退 職 種田 貞義 
浅井 善広 

 センター長 
育種科・専門研究員 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

ミニチュア脱穀機 藤原製作所 R-7 

脱芒機 ホクエツ こがね３型 

採種用脱穀機 チヨダ TS 型 

播種機 クボタ ブルーきんぱ播種機 SR-331KD 

溝切機 丸山 MKF-345（ステンレスバイド） 

穀粒粒度選別機用篩 不二金属工業 大豆用 

試験用精米器 山本製作所 タテ型精米器 ライスパル VP-32 

電子天秤 エー・アンド・デー GF-3000 

散布機（粉用） 共立 DME-321 

散布機（液体用） 共立 SHRE201B 

統計解析ソフト SAS Institute Japan  JMP5.1.2J 

小型風向計 イーエスディ A-802 

乾燥機（平型） 金子農機 HAD-180FL 

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 

なし     

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

    798 名 
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(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日 

稲の同質遺伝子系統の DNA 系統識別技術及
び当該識別技術を利用した米の産地識別技
術 

石崎和彦、松井崇晃
、星豊一 

特願 

2002-310616 

平 14.10.25 

特開 

2004-141079 

平 16.5.20 

 

 

ウ 品種登録 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

         〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

〃 

     〃 

わたぼうし 

一本〆 

わせじまん 

味こだま 

なごりゆき 

コシヒカリ新潟 BL１号 

コシヒカリ新潟 BL２号 

コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 

コシヒカリ新潟 BL５号 

コシヒカリ新潟 BL６号 

こしいぶき 

かほるこ 

秋雲（あきぐも） 

夏雲（なつぐも） 

紫宝（しほう） 

紅香（べにか） 

紅更紗（べにさらさ） 

稚児のほほ（ちごのほほ） 

越佳香（えっかこう） 

越車（こしぐるま） 

第 4171 号 

第 4172 号 

第 4174 号 

第 8537 号 

第 8538 号 

第 8539 号 

第 8540 号 

第 8541 号 

第 10237 号 

第 10874 号 

第 10960 号 

第 11357 号 

第 11843 号 

第 11844 号 

第 11845 号 

第 11846 号 

第 11847 号 

第 11848 号 

第 12702 号 

第 12703 号 

第 12704 号 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 14.6.20 

平 14.12.16 

平 15.2.20 

平 15.8.19 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

平 17.2.7 
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(9) 主要農作物種子対策事業 

ア 水・陸稲の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

なごりゆき 1 3 60 60 － 
コシヒカリ新潟 BL1 号 1 4 80 20 60 
コシヒカリ新潟 BL2 号 1 7 160 120 40 
コシヒカリ新潟 BL3 号 1 10 200 200 － 
コシヒカリ新潟 BL4 号 1 7 180 180 － 
コシヒカリ新潟 BL5 号 1 7 140 140 － 
コシヒカリ新潟 BL9 号 1 12 340 340 － 
コシヒカリ新潟BL10号 1 12 300 140 160 
越淡麗 1 18 460 400 60 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 
表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

なごりゆき 平 11 1 20 － 
わせじまん 平 15 1 20 － 
越路早生 平８ 1 40 － 
 〃 平 14 1 40 2 
トドロキワセ 平９ 1 120 － 
 〃 平 15 1 100 3 
ひとめぼれ 平 12 1 120 6 
こしいぶき 平 16 14 20 20 
ゆきの精 平 13 1 160 3 
味こだま 平 11 1 20 － 
コシヒカリ 平 10 1 300 6 
〃 平 13 1 260 22 

コシヒカリ新潟 BL１号 平 15 1 20 － 
コシヒカリ新潟BL４号 平 15 1 40 － 
五百万石 平９ 1 100 － 
 平 16 1 180 11 
一本〆 平９ 1 180 － 
 平 16 1 0 40 
たかね錦 平 13 1 20 5 
こがねもち 平 14 1 220 14 
わたぼうし 平 13 1 120 18 
ナエバハタモチ 平 14 1 20 20 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
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表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営 わせじまん 3 60 20 93 
（所内） 越路早生 3 60 0 96 
 こしいぶき 56 2,120 2,120 96 
 ゆきの精 6 120 120 99 
 コシヒカリ新潟 BL１号 52 2,020 160 98 
 コシヒカリ新潟 BL２号 128 5,120 1,440 93 
 コシヒカリ BL 混合 － － 920 98 
 五百万石 32 1,040 1,040 97 
 たかね錦 14 80 80 97 
 わたぼうし 28 640 300 93 
 こがねもち 48 1,400 620 95 
 ナエバハタモチ 12 160 140 94 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 
コシヒカリ新潟 BL５号 

369 
149 
92 

20,440 
8,020 
4,940 

10,020 
5,780 
4,940 

95～99 
97 

  － 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) なごりゆき 平 15 20 
 越路早生 平 16 20 
 トドロキワセ 平 16 120 
 ひとめぼれ 平 15 280 
 こしいぶき 平 16 1,280 
 ゆきの精 平 16 160 
 ゆきん子舞 平 16 540 
 味こだま 平 15 100 
 コシヒカリ新潟 BL５号 平 16 640 
 コシヒカリ BL 混合 平 16 60 
 五百万石 平 16 260 
 たかね錦 平 16 100 
 越淡麗 平 16 80 
 わたぼうし 平 16 220 
 こがねもち 平 16 1,000 
 ナエバハタモチ 平 16 60 
委託(新潟) コシヒカリ新潟 BL５号 平 16 2,840 
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表５ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
わせじまん － 20 20  － － 
なごりゆき 20 － 20  94 － 
越路早生 － 60 60  － 93 
トドロキワセ 40 － 40  92 － 
ひとめぼれ 240 － 240  96 － 
こしいぶき 2,360 － 2,360  95 － 
ゆきの精 360 － 360  97 － 
ゆきん子舞 180 － 180  94 98 
コシヒカリ BL 混合 12,920 7,300 20,220  95～99 90～93 
五百万石 620 － 620  91 － 
たかね錦 60 － 60  97 － 
越淡麗 － 40 40  － 97 
わたぼうし 600 340 940  94 93 
こがねもち 200 780 980  － 95 
ナエバハタモチ － 20 20  － 94 

 

イ 大豆原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

エンレイ 1 50 460 240 220 
あやこがね 1 10 180 120 60 
 
表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 平 12 1 3 － 
あやこがね 平 12 1 16 － 
〃 平 13 1 30 － 
スズユタカ 平９ 1 6 － 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

委託(新潟) エンレイ 300 4,480 200 92～96 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) フクシロメ 平 12 20 
 たまうらら 平 16 180 
 エンレイ 平 16 600 
 あやこがね 平 12 60 
   〃 平 13 60 

 

表５ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
エンレイ 100 4,280 4,380  92 96 
あやこがね － 60 60  － 100 
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ウ 大麦・小麦の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種貯蔵数量と使用数量  

種 別 品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ファイバースノウ 平 14 1 260 － 
   〃 平 15 1 120 － 
 ミノリムギ 平 11 1 60 － 
小麦 コユキコムギ 平元 1 90 － 

 

表２ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研 ミノリムギ 44 1,080 1,060 99 
委託（長岡） ミノリムギ 60 1,300 20 98 

 

表３ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) ファイバースノウ 平 13 20 
   〃 平 14 440 
   〃 平 15 1,200 

 

表４ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
ミノリムギ － 1,280 1,280  － 98 

 

(10) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・作物研究センター（長岡市長倉町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／㎡) 

日照時

間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 
H16             
11 11.2 9.5 15.8 14.3 7.3 4.7 195.5 288.4 167.8 167.2 84.5  
12 5.2 4.3 9.2 7.9 1.2 0.8 324.0 339.2 145.2 125.4 79.6 2 
H17             
1 1.3 1.5 4.4 4.6 -1.8 -1.5 402.0 308.4 158.4 141.1 53.5 48 
2 0.5 1.3 3.5 4.8 -2.4 -2.1 307.5 191.2 177.0 205.0 36.4 122 
3 2.8 4.4 6.7 8.9 -1.2 -0.2 251.0 145.0 336.4 316.1 92.6 96 
4 13.2 10.9 19.7 16.4 6.8 5.3 71.5 102.0 470.7 419.8 171.8 4 
5 16.0 16.0 21.7 21.2 10.2 10.9 69.0 126.8 553.1 493.9 170.8  
6 22.2 20.3 27.1 24.6 17.3 16.0 186.0 154.5 529.3 439.0 139.7  
7 23.9 24.2 27.8 28.5 20.1 20.0 167.5 220.0 419.8 442.6 80.6  
8 26.4 25.4 30.9 30.1 22.0 20.7 373.0 166.4 509.8 479.9 156.2  
9 22.6 21.4 27.7 25.9 17.5 16.9 84.5 189.2 386.1 323.4 139.9  
10 16.5 15.3 21.3 20.2 11.7 10.4 139.5 193.8 268.3 266.1 110.4  
11 9.0 9.5 13.3 14.3 5.3 4.7 302.5 288.4 161.1 167.2 74.7  
12 1.7 4.3 4.3 7.9 -0.9 0.8 469.0 339.2 120.0 125.4 33.9 37 
H18             
1 -0.4 1.5 2.6 4.6 -3.4 -1.5 191.5 308.4 162.8 141.1 40.6 86 
2 1.4 1.3 5.3 4.8 -2.6 -2.1 217.5 191.2 229.5 205.0 78.2 94 
3 3.6 4.4 8.1 8.9 -0.9 -0.2 227.0 145.0 356.4 316.1 118.7 34 

 

(2) 雪の総括 

初雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数 

(日) 

最深積雪 

(cm) 

同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12/11 － 12/11 1/1 4/1 3/21 112 － 115 113.7 2/5､ 

2/12 

－ 

  



                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IV 園芸研究センター  組織構成図 

園芸研究センター長 

育 種 科 

総 務 科 

花き園芸研究グループ 
野菜園芸研究グループ 
果樹園芸研究グループ 

施設園芸研究グループ 

病害虫研究グループ 
栄養生理研究担当 

栽培・施設科 

環 境 科 

専門技術員室 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (1) ブドウ白色系品種の高品質生産を実現する栽培技術の開

発 

401  ア 施設内における生育反応と温度管理法の検討 

402 イ 収穫技術の確立 

403 ウ せん定および新梢管理技術の確立 

 

 

平 15～17 

   〃 

   〃 

 

 

果樹 

 〃 

 〃 

県特     (2) クリスマスイチゴ「越後姫」を実現するための高品質安定

生産技術の開発 

404  ア 超促成栽培技術の開発 

405  イ 高設栽培における高品質安定生産技術 

 

 

平 15～17 

   〃 

 

 

施設 

 〃 

経常     (3) にいがた園芸生産のけん引役となるオリジナル品種の開

発と優良品種の選定 

     ア オリジナル品種の開発 

406  （ア）チューリップの新品種育成 

407  （イ）ユリの新品種育成 

408  （ウ）アザレアの新品種育成 

409  （エ）イチゴの新品種育成 

410  （オ）エダマメの新品種育成 

411  （カ）ナシの新品種育成 

412  （キ）加工原料用野菜の育成 

   イ 優良品種の選定 

 （ア）ユリ・チューリップの品種選定 

413    ａ チューリップの品種選定 

414 ｂ ユリ品種特性調査 

415 ｃ 草花類の品種選定 

(イ) 主要野菜の品種選定 

416    ａ スイカの品種選定 

417    ｂ ダイコンの品種選定 

418 ｃ ネギの品種選定 

419 ｄ キュウリの品種選定 

(ウ) ナシ、ブドウ、モモ、カキ、クリの品種選定 

420    ａ ナシの品種選定 

421    ｂ ブドウの品種選定 

422 ｃ モモの品種選定 

423 ｄ カキの品種選定 

424 ｅ クリの品種選定 

 

 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

平 14～21 

   〃 

〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

育種科 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

花き 

 〃 

〃 

 

野菜 

 〃 

〃 

〃 

 

育種科 

果樹 

 〃 

 〃 

 〃 

経常     (4) 園芸作物病害虫の発生生態と防除技術 

425  ア ウリ類うどんこ病の防除技術 

426  イ ダイコン黒斑細菌病の品種間差異について 

427  ウ セイヨウナシ黒斑病の発生生態と防除技術の開発 

428 エ チューリップ微斑モザイクウイルス病の防除技術 

429 オ ユリ茎枯症状の原因解明と防止技術の開発 

430 カ ネキリムシの効率的防除技術の確立 

431 キ 複合交信撹乱剤利用によるナシの減農薬栽培技術 

 

平 14～17 

平 16～17 

平 15～17 

平 13～17 

   〃 

   〃 

平 16～17 

 

病害虫 

  〃 

〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

432 ス ブドウ「ロザリオ ビアンコ」のシミ・サビ症状の発生要因解明 

433 セ モモのマルカイガラムシ類の発生予察技術 

平 15～17 

平 16～17 

病害虫 

〃 

経常     (5) 園芸作物における栄養生理と施肥の合理化 

434 ア アスパラガスの養分収支と施肥の合理化 

435 イ  ユリ切花の施肥法と生理障害対策技術の確立 

436 ウ トマトの安定生産 

 

平 15～18 

平 13～18 

平 17～18 

 

栄養生理 

   〃 

野菜 

経常     (6) 果菜類の養液栽培における低コスト栽培技術の開発 

437 ア １液式栽培技術の開発 

438 イ  培養液連用技術の開発 

439 エ 栽培装置の低コスト化 

 

平 15～17 

   〃 

   〃 

 

施設 

 〃 

 〃 

経常 (7) 快適な園芸生産に向けた次世代型栽培体系の確立 

440  ア にいがたオリジナルニホンナシ品種を活用した無受粉省

摘果栽培技術の確立 

441 イ 南半球産チューリップの当県適応作型及び栽培技術の確

立 

 

平 17～21 

    

   〃 

    

 

果樹・育種科 

 

花き 

県事 (8) 園芸作物種苗等生産改善事業 

442  ア ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、花き、果樹

の原々種の維持保存と配布 

443 イ 野菜、花き、果樹を種子、球根・樹木など栄養繁殖によ

る遺伝資源保存 

 

昭 34～ 

 

   〃 

 

育種科 

 

  〃 

県事   (9) 野菜原々種等の種苗生産改善 

444  ア ナス在来品種の維持保存 

445  イ トウガラシ在来品種の維持保存 

 

平 11～ 

   〃 

 

育種科 

  〃 

県事 (10) 加工用野菜の生産安定と品質向上 

446  ア ザーサイ 

 

平 6～ 

 

野菜 

県事 447 (11) チューリップ微斑モザイクウイルス病汚染拡大防止事業 平 15～17 病害虫 

県事   (12) 県ブランド品目拡大緊急技術確立 

448  ア エダマメ 

449  イ アスパラガス 

 

平 17 

  〃 

 

野菜 

 〃 

国委 (13) 花き系統適応性検定試験 

450  ア チューリップ 

 

昭 28～ 

 

育種科 

国委     (14) 野菜系統適応性検定試験 

451  ア イチゴ 

452  イ ナス 

 

昭 48～ 

平 16～17 

 

育種科 

  〃 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

401    施設内における生育反応と温度管理法の検討 

 (根津・本永) 

早期の加温によって発芽日は早まるものの、発芽に

かかる日数は長くなった。また高めの温度設定では発

芽の不揃いや花穂着生不良となる場合もあったため、

発芽までの温度設定は 15℃が適当と思われた。ＤＶ

Ｉ値 0.8 から開花始までの温度データは平均気温で

722.5 日℃、日数で 40 日となり、開花までの日数と

日平均気温との間には有意な関係が認められた。 

402 収穫技術の確立  (根津・本永) 

昨年作成した糖度予測式 糖度＝｛0.16×(満開後

50 日までの積算気温)+(満開後日数－50 日)｝×

0.1128-7.107 は本年データとも適合し、実用化でき

ると思われた。また、新たに作成したカラーチャート

の値を基準に収穫することは可能であり、その際の基

準は目標糖度を 18％とするとカラーチャート値３以
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上となった。しかし、現地無加温作型では低糖度であ

ったため、さらに検討が必要と思われた。 

403 せん定および新梢管理技術の確立(根津・本永) 

結果母枝の切り詰めが３～７節のなかでは、先端１、

２節での発芽 がほとんどであり、せん定の際には先

端部の発芽を考慮した枝の配置が必要である。また短

く切り詰めた方が発芽率が向上するため、基部のはげ

上がりを防ぐために５芽程度までの短梢にちかいせ

ん定も必要と思われるが、この場合無着房新梢の割合

が高くなるために注意が必要である。 

404 超促成栽培技術の開発 (倉島・種村) 

イチゴ「越後姫」のクリスマス出荷を実現するため

に、低温処理中の光条件と育苗及び定植直後の施肥条

件について検討した。 

  低温処理中の電照は暗黒条件と比較して、開花株率

が向上する傾向がみられたが、処理日数を延長しても

効果の程度は大きくならなかった。 

開花株率を決定しているのは苗の大きさと葉色で

高い開花率を得るためには30ｇ以上の苗重とSPAD値

30 以下の葉色の苗を育苗する必要があった。花芽分

化指数 2.5 程度の苗では、定植直後からの肥効が開

花・収穫の早晩に大きく関係した。 

405 高設栽培における高品質安定生産技術 

 (倉島・種村・西原) 

超促成栽培における２番花房の最適分化条件と循

環型栽培システムについて検討した。 

２番花房の花芽分化を促進する最適な温度組み合

わせは、夜温 15℃、昼温 20℃前後と考えられた。 

肥効調節型肥料による循環栽培では、培地に活性炭

を混合することによって、栽培開始１年目と同等の収

量を維持することができた。生育阻害物質が関与する

とみられる減収程度は、培地使用２年目で約 10％で

あった。 

406 チューリップの新品種育成  (宮嶋) 

「新潟３号」「同４号」を品種登録申請した。育成

系統のうち５系統を「新潟 12～16 号」として選抜し

た。選抜系統 121 のうち８系統を育成系統として選抜

した。 

平成 18 年３月現在、品種登録中の品種は４、職務

育成品種申請予定品種数は 12、育成系統数は 31 であ

る。 

407 ユリの新品種育成  (宮嶋) 

選抜系統の露地開花特性を調査し、交配系統（LA）

を１系統、倍加系統を２系統選抜した。 

408 アザレアの新品種育成 (宮嶋) 

花色、樹勢などを基準に 2000～2001 年交配系統か

ら 15 系統を一次選抜した。二次選抜では判断が難し

かった３系統を再調査とし残りは選抜落ちとした。育

成選抜では５系統を育成系統「新潟９～13 号」とし

て選抜した。また早期促成適性は「新潟９号」「同

13 号」が優れていた。 

409 イチゴの新品種育成 (濱登・亀山) 

2000年および2001年交配の３系統について促成栽

培における実用性を検討した。耐病性や収量性に優れ

るものもあったが、果実品質は劣った。2003 年交配

系 37 個体の内、促成栽培において 12 個体を二次選抜

し、2004 年交配系 2934 個体から、17 個体を一次選抜

した。また、育成系統と、育成系統や食味に優れた品

種との交配を行った。 

410 エダマメの新品種育成 (亀山・濱登) 

前年選抜した８系統のガンマ線照射黒埼茶豆Ｍ7

の栽培を行ったが黒埼茶豆に比べ優位性のある系統

は見出せなかった。2001 年・2002 年交配系はＦ4 の

栽培と早晩性や草姿、食味等を中心に選抜を行い、こ

のうち 37 系統を選抜・採種した。次年度は７月出荷

が可能な中早生系茶豆と９月出荷が可能な中晩生系

の選抜・固定を進める。 

411 ナシの新品種育成 (松本) 

結実し収穫できたニホンナシ 246 系統とセイヨウ

ナシ 16 系統について果実品質の評価を実施した。有

望と判定された系統はニホンナシ６系統、セイヨウナ

シ１系統であった。有望系統のうち６系統について平

成 18 年から現地試験を実施する。 

412 加工原料用野菜の育成 (濱登・亀山) 

県内で栽培の多いナス在来品種の、悪条件下での空

洞果等の発生を低減し、商品果収量を上げるため、単

為結果性の導入を図っている。昨年度は野菜茶業研究

所育成の単為結果性系統と交雑を行い、今年度は F1
世代 7 系統から、自殖採種を行った。 

413 チューリップ品種特性調査 (渡辺・小田) 

チューリップ輸入新品種について、露地開花特性

18 品種、繁殖肥大特性 16 品種、年内促成開花特性 15

品種、半促成開花特性５品種の調査を行い、基礎情報

を収集した。 

414 ユリ品種特性調査 (小田) 

オリエンタル系ユリ輸入新品種６品種の抑制開花

特性について調査を行い、1品種について注意が必要

と判定した。また、LA ハイブリッド促成及び抑制開

花特性について６品種調査し、作型適応性を検討した。 

415 草花類の品種選定 (小田) 

冬期間の低温寡日照条件下における最低加温

（５℃）での切り花品目の選定として、キンセンカの

栽培試験をおこなった。９月上旬は種、下旬定植によ

り 12 月上旬から調査打ち切りの３月末まで継続的に

採花が可能であり、株当たり 7.5 本程度採花できた。

ただし、灰色カビに注意が必要であると思われた 
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416 スイカの品種選定 (本間・谷内田) 

大玉は中型トンネル改良整枝栽培(13 品種)、小玉

は中型トンネル改良整枝栽培(９品種)において穂木

品種の比較を行った。大玉は夏のだんらん、小玉は

HN-22 がやや有望と思われた。小玉スイカの３種の仕

立を検討したが、着果をそろえるには、孫つる仕立が

良いと思われる。 

417 ダイコンの品種選定 (谷内田・本間) 

生食ダイコンは３月下旬は種 17 品種、８月上旬は

種 23 品種、８月下旬は種 27 品種、加工用ダイコンは

８月下旬は種 12 品種について検討し、各作型で有望

な品種を選定した。 

418 ネギの品種選定 (本間・谷内田) 

春ネギにおいて、羽緑一本太と春扇を用いては

種時期と花芽分化の関係について検討した。越冬

前の葉鞘径が８mm 以上で花芽分化が見られた。秋

冬ネギにおいて、12 品種の品種比較試験を行った。

10 月下旬収穫では、夏扇４号、KO-22、ホワイトスター

が有望である。 

419 キュウリの品種選定 (長谷川・谷内田) 

抑制キュウリについてワックス系品種を中心に11

品種の特性を把握した。商品果収量はズバリ 163 が最

も多く、次いでエクセレント１号、２号であった。逆

に少なかったのはＮ-92、シャープ１、健輝であった。

果形が整っていたのは、ハイグリーン 22、エクセレ

ント１号、２号、ズバリ 163 であった。 

以上の結果より、ズバリ 163、エクセレント１号お

よび２号が有望と思われた。 

420 ナシの品種選定 (松本) 

ナシ第７回系統適応性検定試験では樹齢７年生と

なり全系統で結実した。前年有望とした筑波 50 号が

「なつしずく」と命名された。51 号、52 号が継続検

討。 

421 ブドウの品種選定 (根津・本永) 

ブドウ第 11 回系統適応性検定試験を実施しており、

本年初結実した。翌年はジベレリン処理を行い果実品

質を本格的に調査する。 

422 モモの品種選定 (本永・根津) 

モモ第８回系統適応性検定試験を実施しており、筑

波 118 号から 123 号の６系統を供試している。植栽後

４年目の生育、収量、品質を調査した。 

423 カキの品種選定 (本永・根津) 

カキ第６回系統適応性検定試験で、渋ガキの安芸津

20 号と 21 号を供試している。高接ぎ３年目で両品種

ともに結実し、果実品質を調査した。 

424 クリの品種選定 (根津・本永) 

クリ第６回系統適応性検定試験を実施した。４系統

全てが継続調査となったが、食味の優れる筑波 36 号、

筑波 39 号が注目すべき系統であると思われた。 

425 ウリ類うどんこ病の防除技術 (中野) 

近年ウリ類うどんこ病の発生が多く、薬剤感受性の

低下が指摘されているため、キュウリうどんこ病にお

けるストロビルリン系剤感受性の低下について検討

した。県内各産地から得た分離菌株９菌株について遺

伝子診断法によって検定したところ供試９菌株中６

菌株で識別遺伝子の一部に変異が認められ、ストロビ

ルリン系薬剤耐性菌であった。また、リーフディスク

法による薬剤感受性検定では供試９菌株中８菌株で

耐性が認められ、ストロビルリン系薬剤耐性菌は広く

県内に分布していると想定された。 

426 ダイコン黒斑細菌病の品種間差異について 

 (棚橋・中野) 

ダイコン黒斑細菌病に対する県内主要ダイコン品

種での感受性差異を調べた。根部への感受性は，ダイ

コン品種間で明らかな差異が確認された。その結果は，

現地ほ場の同病害の発生傾向と概ね一致した。今後は，

根部に加え葉部への感受性を考慮し、継続して試験す

る必要があると考えられた。 
427 セイヨウナシ黒斑病の発生生態と防除技術の開発 

 (棚橋・中野) 

セイヨウナシ黒斑病の伝染環を明らかにするため、

本病とリンゴ斑点落葉病の異同を調べた。分生子の形

態により両病害の異同を判断できないため，種および

ＡＭ毒素生合成遺伝子特異的プライマーを用いた

Multiplex PCR 法により両病原菌の遺伝子解析を実施

した。その結果，遺伝子レベルでセイヨウナシ黒斑病

菌とリンゴ斑点落葉病菌の同一性が強く示唆された。 

428 チューリップ微斑モザイクウイルス病の防除技術査 

 (棚橋・中野) 

チューリップ微斑モザイク病に対する県内主要チ

ューリップ品種での品種間差異を調査した。その結果，

微斑モザイク病に対して品種間差異が見られた。今回

供試した品種系統間での発病および感染は，V系統が

少なく，LF 系統で多かった。 

429 ユリ茎枯症状の原因解明と防止技術の開発 

 (棚橋・中野) 

これまでの結果からユリ茎腐症状の原因に，植物ウ

イルスが関与すると考えられた。そこで，発症株から

のウイルス検出手法の検討をおこなった。その結果，

特異的プライマーを用いた RT-PCR 法が有用であった。

ユリ茎枯症状株の多くは，同法で LMoV と LSV に重複

感染確認された。今後は、同法と生物検定法を併用し，

他種ウイルスが発症に関与するか検討する必要があ

ると考えられた。 

430 ネキリムシの効率的防除技術の確立 (松澤) 

エダマメの定植時散布剤、ダイズの播種時塗沫処理

およびキャベツの育苗期後半箱処理では効果はやや
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低いものの実用性が確認された。ネギでは有効な薬剤

処理方法を探索した。地表面散布処理は土壌混和処理

に比較して、薬剤効果が高かった。 

431 複合交信攪乱剤によるナシの減農薬栽培技術 

 (松澤) 

ハマキムシ類、シンクイムシ類を対象に効果的な使

用方法を現地ナシ園で検討した。ハマキムシ、シンク

イムシとも低密度で推移したため、一括設置、分割設

置による効果の違いは判然としなかった。三条市の園

では殺虫剤を削減できたが、新潟市の園ではハダニ多

発のため削減できなかった。 

432 ブドウ｢ﾛｻﾞﾘｵ ﾋﾞｱﾝｺ｣のシミ・サビ症状の発生要

因解明 (松澤・根津) 

シミ・サビ症状発生の一因と考えられるチャノキイ

ロアザミウマについて、現地ほ場での発生を調査した。

ハウス内のアザミウマ密度は８月以降に高まり、９月

以降にシミ・サビ症状が発生した。光反射マルチを設

置した区ではアザミウマ、シミ・サビ症状とも発生は

少なかった。 

433 モモのマルカイガラムシ類の発生予察技術 

 (松澤) 

発生消長の把握が困難なマルカイガラムシ類につ

いて、小型粘着トラップによる消長把握の可能性を県

内のモモ園等で調査した。トラップの幼虫捕獲時期は、

実際の卵ふ化時期と一致しており、捕獲数も多いこと

から消長把握が可能と思われた。 

434 アスパラガスの養分収支と施肥の合理化 

 (竹田) 

立茎長期収穫栽培の２年生アスパラガスにおいて、

140 日タイプのロング肥料を基肥として施用すると、

追肥を一切行わずに、慣行 60kg の窒素施用量に対し

て 20％減の 48kg で同等の収量を確保できる。 

435 ユリ切り花の施肥法と生理障害対策技術の確立

 (竹田) 

蒸気土壌消毒と薬剤土壌消毒を比較した場合、ユリ

に対する生育改善効果は、蒸気消毒区で明らかに大き

く、消毒による窒素肥効の発現以外の要因が関与する

と思われた。カサブランカの養分吸収量は栽植本数を

11,000本/10ａとすると、10アールあたり窒素6.6kg、

リン 0.8kg、カリ 8.1kg、カルシウム 4.2kg、マグネ

シウム 1.2kg であった。 

436 トマトの安定生産 (長谷川・谷内田) 

半促成型については 11 品種、抑制作型について

は８品種の特性を把握した。半促成作型では桃太郎

シリーズ（Ｔ93、ヨーク、ファイト、コルト）とスー

パー優美および優美が有望であった。抑制作型では

スーパー優美と桃太郎８のＡ品率が高く有望であっ

た。両作型ともに３種の整枝法を行ったが、収量や各

種生理障害の発生、果実品質についても有意な差はな

かった。強遮光は裂果の発生を助長した。 

437 １液式栽培技術の開発 (種村・倉島) 

トマト、キュウリにおいて２液式と１液式での比較

検討した結果、トマト、キュウリともに１液での栽培

が可能であると考えられた。この後、最適濃度や、排

液からのモニタリングについて検討が必要であると

考えられた。 

438 培養液連用技術の開発 (種村・倉島) 

トマト、キュウリにおける循環型培養液管理を検討

した。トマトでは１液式においても培養液の減量分を

追加するシステムでかけ流し方式と同等の収量・品質

が得られた。キュウリについては EC を調整すること

によりかけ流し方式と同等の収量・品質が得られた。 

439 栽培装置の低コスト化 (種村・倉島) 

トマトにおいてくん炭培地の連続使用について検

討した結果５年間使用が可能であると考えられた。 

チップ炭や破砕炭は養液栽培の培地としての適応

性はあると考えられた。今後、特性を調査して最適養

液管理方法を明らかにする必要がある。 

440 にいがたオリジナルニホンナシ品種を活用した

無受粉省摘果栽培技術の確立 (松本) 

ニホンナシ自家和合性育成系統５系統の開花結実

特性を調査した結果、自家和合性系統には結実程度に

差がある可能性が示唆された。側枝単位の処理におい

ても、摘芽は葉数への影響が少なく、摘果労力軽減が

可能と考えられた。 

441 南半球産チューリップの当県適応作型及び栽培

技術の確立 (渡辺、小田) 

南半球産チューリップ球根を用いた栽培技術を確立す

るため、球根植え付け時期、植え付け後の貯蔵温度、出

庫後の遮光の効果を検討した。 

球根は入手後速やかにコンテナに植え付け、発根処理

後－1.5℃で貯蔵するとノーズの伸長抑えられ扱いやす

く、切花品質が優れていることが明らかとなった。また、

遮光により切花ボリュームが増加することが示唆された。 

442 ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、果樹

の原々種の維持保存と配布 

 (亀山・松本・宮嶋・濱登) 

当センターで育成し、増殖・保存しているユリ「紅

姿」「佐渡紅」「さどこがね」「こしのつき」「おけ

さきすかし」「スイートメモリー」を県花き球根農協

に配布。イチゴ「越後姫」「宝交早生」、ネギ「坊主

不知」、メロン「あきみどり」、かき「朱鷺乙女」を

全農県本部に配布した。 

443 野菜、花き、果樹を種子、球根・樹木など栄養繁

殖による遺伝資源保存  

(亀山・松本・宮嶋・濱登) 
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当センター育成品種を含め野菜ではメロン 200、ナ

ス 30、エダマメ 25、ネギ８、イチゴ 60、食用菊 38、

その他 20 品種・系統を。花きではユリ 200、チュー

リップ 500、アザレアを含むツツジ類 30 品種・系統

を。果樹ではナシ 50、かき 20、モモ 30、ブドウ 40、

くり 20、うめ４、おうとう７、イチジク７、ぎんな

ん５品種・系統を栽培または種子貯蔵で形質の維持を

はかった。 

444 ナス在来品種の維持保存 (濱登・亀山) 

県内在来ナス「横田丸」、「巾着」、「魚沼巾着」、

「梨ナス」の優良個体から採種を行った。 

445 トウガラシ在来品種の維持保存 (濱登・亀山) 

トウガラシ在来品種「かぐらなんばん」の優良個体を

選抜し、採種を行った。 

446 ザーサイ (谷内田) 

播種時期と栽植密度の検討では、３～７月は播種期

として不適、密植で収量が高い傾向であった。短日処

理の検討では、育苗期間中に短日処理実施により、定

植苗の抽たい発生を抑え、定植後抽たい発生が遅れる

ことで可販収穫物が得られた。肥培管理の違いによる

辛味成分発現の影響では含鉄肥料の施用により、辛味

成分は増加したが、そのレベルは低く費用対効果を考

慮すると有効でないと思われた。 

447 チューリップ微斑モザイクウイルス病汚染拡大

防止事業 (棚橋・中野) 
近年，発生が拡大しているチューリップ微斑モザイ
ク病の防除対策技術の現地実証をおこなった。 
チューリップの遅植栽培とフルアジナム剤の全面

土壌混和処理の組みあわせた実証栽培は，現地慣行栽

培と比較し，有意に微斑モザイク病を低減させた。 

448 エダマメ (本間・長谷川) 

直は栽培の発芽を向上させるために、4/20 は種

では、スリットマルチ＋不織布マルチが有効であ

り、これとマルチのみでの栽培を組合わせること

により、同一は種での収穫期間の延長を図ること

が可能である。倒伏防止には、主茎長 30cm を超え

た時点で先刈することにより、収量、食味に影響

を及ぼさずに倒伏を軽減することが可能であった。 

449 アスパラガス (渡辺・長谷川) 

アスパラガス立茎長期どり栽培の安定収穫を実現する

ため、育苗方法および低収ほの収量回復方法を検討した

ところ、定植当年の刈取り時により多くの生育量を確保

するためには１～２月に 128 穴セルトレイには種した苗

をポリポットに鉢上げするとよいと考えられた。また、

低収ほの収量回復のための養成方法を検討するため、養

成１年目の収量を明らかにした。 

450 チューリップ (宮嶋) 

国及び国の育種指定試験地で育成されたチューリ

ップ系統（砺波育成 113～115 号）について、露地開

花、肥大性、促成開花等の地域適応性を検討した。そ

の結果、114 号が促成栽培で開花が遅いという問題が

認められたが、その他の形質は良好であった。 

451 イチゴ (濱登・亀山) 

九州・沖縄農研センター育成のイチゴ、久留米 58

号を促成作型で検討した。女峰に比べ総収量は同等で、

食味や商品果率では上回ったため、女峰との比較では

優れるとした。また、越後姫と比べ収量、果実品質と

もに劣っていたため、本県での普及性は見込みなしと

した。 

452 ナス (濱登・亀山) 

野菜茶業研究所ナス科育種研究室育成のナスを露

地普通作型で検討した。安濃交４号は、収量が高く、

石ナスの発生が少ないことから、有望とした。安濃交

５号は、上物率、石ナスの少なさにおいてはやや優れ

ているが、収量が低く、草勢が劣るため見込みなしと

した。安濃交６号は、収量は同程度であったが、節間

が長く、果形に乱れがある事から再検討とした。



85 

－ IV - 9 － 

２ 研 究 成 果 
(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
 
2 
3 
4 

【普及技術】 
切り花に適したチューリップのユリ咲きシリーズ「新潟６号」「新潟７号」「新
潟８号」 
遅植えと薬剤処理の組合せによるチューリップ微斑モザイク病の防除法 
ぶどう「ロザリオ ビアンコ」専用カラーチャートの開発 
ストックの夏播き無加温作型における年内出荷安定化技術 

 
園芸研 育種科 
 
園芸研 環境科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 

 
1 
2 
 
3 
4 
5 
6 
7 
 
8 
9 

【活用技術】 
旧盆需要に対応できるもも有望品種「なつっこ」「なつおとめ」 
無袋でも果面がきれいな早生の青なし「なつしずく」 
 
砂丘地におけるにんじん１粒播種無間引き栽培での発芽及び生育斉一化技術 
クリスマスイチゴ「越後姫」を実現するための高設栽培技術 
２年生アスパラガスの立茎長期収穫栽培における省力施肥技術 
ぶどう「ロザリオ ビアンコ」の糖度予測式を活用した高品質果実収穫技術 
光反射マルチによるぶどう「ロザリオ ビアンコ」のシミ・サビ症状の抑制技
術 
オータムポエムの１～２月安定生産に向けた栽培技術 
小型粘着トラップ利用による果樹マルカイガラムシ類の発生時期把握 

 
園芸研 栽培・施設科、 
園芸研 育種科、 

栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 環境科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 環境科 
 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 環境科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 

「ロザリオ ビアンコ」の枝の切り詰めと発芽特性 
オリエンタル系ユリ抑制栽培における高温が切り花品質に及ぼす影響 

園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

【技術】   
1 
2 
 
3 
 
4 

(普及) チューリップ新品種、「新潟 3号」、「新潟 4号」、「新潟 5号」 
(参考) ニホンナシ「新生（しんせい）」と「秋麗（しゅうれい）」の受粉樹と
しての利用方法 
(参考) アスパラガス長期立茎栽培における収穫開始 1～3 年目の立茎開始時期 
 
(普及) 露地野菜栽培における家畜ふん堆肥中リン酸、カリの有効活用 

園芸研 育種科 
園芸研 育種科、 
栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
高冷地農技セ 
園芸研 環境科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  

 

 

 

 

 

 



86 

－ IV - 10 － 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

セイヨウナシ病害の現状と防除 
（棚橋 恵） 

植物防疫 第60巻１号18-21 平 18.1 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

イチビ各部位のエタノール抽出物の抗酸化活性 
（服部真幸・渡辺栄喜・馬場浩司・殷熙洙・荒尾知人・西原
英治・藤井義晴） 

第 44回日本雑草学会講演会 平17.4.15

～17 

サトイモのカドミウム吸収特性と吸収抑制に向けた技術開
発 
（竹田宏行、西原英治、中野太佳司） 

日本土壌肥料学会 
2005年度島根大会 

平17.9.6 

～8 

サトイモにおけるカドミウム吸収抑制資材の検討（第１報） 
（竹田宏行、西原英治、本間龍一、中野太佳司） 

日本土壌肥料学会 

2005年度島根大会 
平17.9.6 

～8 
ナスの台木品種の違いによる可食部カドミウム濃度 
（竹田宏行・本間利光・西原英治・中野太佳司）  

日本土壌肥料学会 
2005年度島根大会 

平17.9.6 

～8 
アスパラガス立茎長期収穫栽培の収穫１～３年目における

立茎開始時期と収穫量 

（渡辺祐輔） 

関東東海北陸農業試験場研究推進

会議 
平17.9.27 

～28 

ニホンナシ自家和合性の新品種を想定した省力結実管理方

法の検討 

（松本辰也） 

園芸学会秋季大会 平17.10.1 

～2 

抑制キュウリにおける栽培方法の違いが生育と収量に及ぼ
す影響 
（種村竜太、倉島裕、大山卓爾） 

園芸学会秋季大会 平17.10.1 

～2 

ユリ切り花栽培における土壌消毒の処理効果 

（小田正之） 
関東東海北陸農業試験場研究推進
会議 
花き部会 平成17年度研究会 

平17.11.8 

～9 

チューリップ新系統の花壇用”新潟１号”、促成切り花用”

新潟２号” 

（宮嶋一郎） 

園芸学会北陸支部平17大会 平17.11.17 

～18 

ニホンナシ自家和合性品種を想定した新梢管理による花芽

着生抑制効果の検討 

（松本辰也） 

園芸学会北陸支部平17大会 平17.11.17 

～18 

オリエンタル系ユリ球根の芽伸ばし（プレルーティング）処
理が切り花品質に及ぼす影響（第１報） 
芽伸ばし処理温度が花芽分化とノーズ伸長に及ぼす影響 

（小田正之） 

園芸学会北陸支部平17大会 平17.11.17 

～18 

抑制キュウリの養液栽培における整枝方法の違いが養分吸
収と収量に及ぼす影響 

（種村竜太、倉島裕、大山卓爾） 

園芸学会北陸支部平17大会 平17.11.17 

～18 

キュウリにおけるドリン系農薬吸収抑制技術の開発 
－吸着資材としての活性炭の利用及びその持続効果 
（西原英治、阿部真之介、本間龍一、中野太佳司） 

「農林水産生態系における有害物

質の総合管理技術の開発」中間成果

発表会 

平17.11.28 

 

 
  



87 

－ IV - 11 － 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

遅植栽培と薬剤土壌混和処理によるチューリップ微斑モザ
イク病の防除 
（棚橋恵、西原英治、宮島利功、中野太佳司） 

第58回北陸病害虫研究会 平18.2.8 

～9 

粉状活性炭処理によるドリン系残留農薬のキュウリ果実へ
の吸収抑制 第２報 活性炭の施用量とその吸着持続効 
（西原英治、本間龍一、平田武、中野太佳司） 

日本農薬学会 平18.3.22 

～23 

モモの自家中毒回避に向けた簡易土壌アッセイ法の開発 
（西原英治、中野耕栄、本間龍一、平田武、中野太佳司） 

園芸学会 平18.3.29 

～30 
アスパラガスにおける根圏土壌を用いたアレロパシー活性
測定法の検討 
（元木悟・西原英治・平館俊太郎・藤井義晴・篠原温） 

園芸学会 平18.3.29 

～30 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた     （社）新潟県農林公社 平17.5 

平17.7 

平17.9 

平17.10 

平17.11 

平17.12 

平18.1 

平18.2 

平18.3 

松本辰也  

濱登尚徳 

松本辰也 

宮嶋一郎 種村竜太 

宮嶋一郎  

宮嶋一郎 小田正之 

宮嶋一郎  倉島裕 

宮嶋一郎 

松本辰也 

にいがた植防だより    （社）新潟県植物防疫協会 平17.8 

平17.12 
松澤清二郎 

中野太佳司 

小田正之 
果樹にいがた 

 
新潟県果樹振興協会 平17.4 

平17.5 

平17.6 

平17.7 

平17.8 

平17.9 

平17.10 

平18.2 

平18.3 

山澤康秀 

松本辰也 

中野耕栄 

本永尚彦 根津潔 

本永尚彦  

根津 潔 

松本辰也 

松本辰也 

棚橋恵、松澤清二郎 
ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平17.7 

平17.9 

平18.1 

宮嶋一郎 

根津 潔 

長谷川雅明 
果樹指導指針 農林水産部 平18.3 本永尚彦 松本辰也 

根津潔 中野耕栄 

棚橋恵 竹田宏行 

松澤清二郎  

西原英治 
果樹病害虫防除ハンドブック   新潟県果樹振興協会 平18.2 本永尚彦 松本辰也 

根津潔 棚橋恵 

松澤清二郎 
土壌伝染性チューリップウイルス病の防除対

策資料 
農林水産部 平18.3 棚橋恵 

平成18年度農作物病害虫雑草防除指針   農林水産部 平18.3 中野太佳司 棚橋恵 

松澤清二郎 
「きゅうり」の土壌残留ドリン系農薬吸収抑

制対策に係る技術情報 

農林水産部 平18.3 西原英治 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平17.5.26～27 平成16年度園芸研究センター試験成績発表会      95 全科 

平17.8.4 園芸研究センター「ふれあい参観デー」     259 全科 
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開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平17.11.30 園芸研究センター試験研究成果発表     181 全科 

平17.7.12、26～27

、8.30～31、11.8

～9、2.5 

いちご「越後姫」短期研修      32 倉島裕 

 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

 なし     

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物生理学  15 45  60 
倉島裕、長谷川雅明、本間昌彦、種村竜太、谷内田学、
渡邉祐輔 

植物育種学  15 45  60 亀山博之、松本辰也、宮嶋一郎、濱登尚徳 

植物病理学   45  53 
中野太佳司、棚橋恵、長谷川雅明、小田正之、渡邉祐
輔、濱登尚徳 

土壌学Ⅱ  15   15 竹田宏行、西原英治 

肥料学Ⅱ  15  45 60 中山暁治、竹田宏行、西原英治、種村竜太 

応用昆虫学   45  45 
亀山博之、本間昌彦、松澤清二郎、谷内田学、根津潔、
渡邉祐輔、濱登尚徳 

農 薬 学  15   15 中野太佳司、松澤清二郎 

果樹園芸学 30    30 中野耕栄、本永尚彦、松本辰也、根津潔 

野菜園芸学 30    30 高橋聡、土田豊樹、倉島裕、長谷川雅明 

花き園芸学 30    30 宮島利功、倉島裕、小田正之 

園芸実習    90 90 
本永尚彦、本間昌彦、小田正之、松本辰也、種村竜太、
谷内田学、宮嶋一郎、根津潔、渡邉祐輔、濱登尚徳 

卒業論文   225 225 450 倉島裕、谷内田学 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平17.6.17 農産園芸課 チューリップ土壌伝染性

ウィルス病対策検討会 

花き病害防除指導 棚橋恵、 

中野太佳司 

平17.6.27 

～30 

平17.9.13 

～16 

平17.10.18 

～21 

県経営普及課 新任者専門技術研修（２年

次） 
野菜・果樹・花の専門技術

とその活用方法 
高橋、土田、倉島

、長谷川、本間、

谷内田、渡邉 

中野、本永、松本

、根津、宮島（利

）、小田、種村、

宮嶋（一） 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平17.6.27 
～30 
平17.9.13 
～16 
平17.10.18 
～21 

県経営普及課 新任者専門技術研修（３年
次） 

野菜・果樹・花の専門技術
とその活用方法 

高橋、土田、倉島、
長谷川、本間、谷
内田、渡邉 
中野、本永、松本、
根津、宮島（利）、
小田、種村、宮嶋
（一） 

平17.7.14 新潟県果樹振興協会 日本なし・西洋なし現地研
修会 

日本をリードする新潟の
なし産地を創ろう 

松本辰也 

平17.11.14 
～8 

農産園芸課 ユリ切花現地研修会 ＬＡハイブリッドの栽培
特性 

小田正之 

平17.11.17 新潟県施設園芸経営研
究会 

第44回新潟県施設園芸研
究大会 

新潟県の試験研究機関に
おけるトマト、キュウリの
研究状況 

種村竜太 

平17.12.1 
～2 
平17.12.5 
～6 
平17.12.8 
～9 

県経営普及課 
 
 

高度専門技術研修 
（花き・野菜・果樹） 

野菜・果樹・花きの専門技
術に関する講義、検討 

高橋、土田、倉島、
長谷川、本間、谷
内田、渡邉 
中野（耕）、本永、
松本、根津、宮島
（利）、小田、種村
、宮嶋（一） 
中野（太）、竹田、
棚橋、松澤、西原 

平17.12.6 農産園芸課 イチゴセミナー イチゴ「越後姫」の生産・
流通技術 

倉島裕 

平17.12.5 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産野菜の種類、品種およ
び栽培 

阿部正之 

平17.12.9 新潟大学 「新潟の農業」講義 新潟県の特産果樹の品種
と栽培 

本永尚彦 

平18.1.26 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産花きの種類と栽培 小田正之 
平17.12.5 
平17.12.7 
平17.12.7 

新潟県農協中央会 営農指導員資格認証試験
研修 

花き園芸栽培技術指導 
果樹園芸栽培技術指導 
野菜園芸栽培技術指導 
 

宮嶋一郎 
根津 潔 
阿部正之 

平18.2.24 日本種苗協会新潟県支
部 

日種協新潟県支部総会 園芸研究センターの研究
概要 

亀山博之 

平18.3.1 村松町栗組合 クリせん定及び病害虫防
除研修会 

クリのせん定技術 
クリ害虫の最新防除技術 

根津潔 
松澤清二郎 

平18.1.27 病害虫防除所 園芸作物病害虫検討会 
第１回 果樹 

果樹病害虫防除指導 棚橋恵 

平18.3.15 病害虫防除所 園芸作物病害虫検討会 
第２回 野菜 

野菜病害虫防除指導 棚橋恵 

平18.3.25 ＪＡ五泉よつば 露地野菜反省会 さといもの連作障害回避 西原英治 
 

(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

なし     
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

  ア 本 場 

    所 在 地 北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

    建物面積 延 9,830.07ｍ2 

    ほ場面積 果樹畑 4.66ha、野菜・花き畑 1.99ha 

  イ 砂丘地ほ場 

    所 在 地  新発田市人橋字香郷沢 

    建物面積  延 502.52ｍ2 

    ほ場面積 野菜・花き畑 1.20ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円)  

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 9,092   8 18 9,066 

維持管理費 40,579 5,000  80  35,499 

経常研究費 7,586   2,261  5,325 

ほ場・飼育管理費 11,852     11,852 

受託試験費 11,623    11,623  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 17,282    11,934 5,348 

備品整備費 0      

施設整備費 368     368 

庁舎修繕費 39,827     39,827 

その他 29,385     29,385 

その他（他課事業費） 8,054      

合   計 175,648 5,000 0 2,349 23,575 136,670 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 
総務課 
 
 
 
育種科 
 
 
 
栽培・施設科 
 

センター長 
総務課長 
主査 
主任 
技術員 
育種科長 
主任研究員 
〃 
研究員 
参事(栽培・施設科長)
専門研究員 
 〃 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 

郷  直俊 
広川 紀夫 
福原 哲朗 
大場 勲 
村山 貴俊 
亀山 博之 
松本 辰也 
宮嶋 一郎 
濱登 尚徳 
阿部 正行 
倉島 裕 
本永 尚彦 
長谷川 雅明 
本間 昌彦 
小田 正之 
種村 竜太 
根津 潔 

栽培・施設科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境科 
 
 
 
 
 

主任研究員 
研究員 
技術員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
環境科長 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 

谷内田 学 
渡邉 祐輔 
浮須 雄記 
本間 龍一 
小柴 孝文 
小川 孝二 
丹後 精一 
横山 利孝 
臼井 一栄 
武田 隆一 
中野 太佳司 
中山 暁治 
竹田 宏行 
棚橋 恵 
松澤 清二郎 
西原 英治 
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所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

専門技術員室 副参事 
主査 

高橋 聡 
中野 耕栄 

専門技術員室 主査 
 〃 

宮島 利功 
土田 豊樹 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

４月１日付 

転 出 榎並 晃 

笠原 敏夫 

小野 長昭 

 

羽田野一栄 

 

高岡 裕樹 

 

山澤 康秀 

農業大学校・教授兼園芸経営科長 

新潟地域振興局農林振興部・副部長 

新発田地域振興局農林振興部・専門

普及指導員 

村上地域振興局農林振興部・普及課

課長代理 

農業大学校畜産経営科・総括主任講

師 

新潟地域振興局新津支局農業振興

部・主査普及指導員 

育種科長 

栽培・施設科長 

環境科長 

 

栽培・施設科・専門研究員 

 

栽培・施設科・主任研究員 

 

栽培・施設科・主任研究員 

 転 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

広川 紀夫 

亀山 博之 

阿部 正行 

中山 暁治 

長谷川雅明 

 

根津 潔 

 

渡邉 祐輔 

総務課長 

環境科長 

栽培・施設科長 

環境科・専門研究員 

栽培・施設科・主任研究員 

 

栽培・施設科・主任研究員 

 

栽培・施設科・研究員 

監理企画調整室・政策企画員 

新潟農業振興事務所・普及課長 

巻農業振興事務所・企画振興課長 

肥飼料検査所・副参事 

上越地域振興局農業振興部・主査改

良普及員 

新潟農業振興事務所・主任改良普及

員 

中山間地農業技術センター・研究員 

 所 内 中野太佳司 環境科長 環境科・専門研究員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

フルーツテスター 

動力噴霧機 

近赤外分光分析用ｻﾝﾌﾟﾙﾎﾙﾀﾞｰ 

RQ フレックスプラス 

汎用電子天びん 

ノートパソコン 

上皿電子天びん 

ホモジナイザー 

フリーザー 

球根堀穫機 

実態顕微鏡 

果実硬度計（10 ポンド、30 ポンド） 

丸山自走動噴型式 MSV413-K-1 薬剤タンク型式ｽｶｯﾄﾀﾝｸ 300L 

テーオー科学製作所 アルミ製 アルマイト加工 

他、加熱器 ワークステーション RQ データ（ソフト） 

SJ-1200 

SONY Vaio Type VGN=S93PSY2   他、DDR2 ﾒﾓﾘｰ D2/N533-512M 

メトラートレド社 AV2101 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付き 

ポリトロン低ノイズ型  ㈱セントラル科学貿易 PT-3112EC2～250ml 

(ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾀｲﾌﾟ)三洋電機ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶ㈱MDF-U537D 

川辺バイブロスーパーソイラーS2-UD120   他、ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ特殊加工 
ズーム式 オリンパス㈱ SZ61-ILST2-C 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修機関名 

農林水産分野依頼

研究員            

濱登 尚徳 ナスの新品種開発 平成 17 年 10 月 1 日 

～12 月 28 日 

独立行政法人農業・生物

系特定産業研究機構 

野菜茶業研究所 葉根

菜 ナス育種研究室 
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研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修機関名 

農林水産分野依頼

研究員            

松澤 清二郎 新潟県産主要植物寄生

性線虫の分類・同定 

平成 17 年 11 月 8 日 

～平成18年2月3日 

独立行政法人農業技術

環境研究所 生物環境

安全部 微生物・小動物

研究グループ 

 

(7) 参観者数 

農 業 者 行政関係 そ の 他 合    計 

28 回 6 回 13 回 43 回 
902 人 72 人 450 人 1,424 人 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

なし（施設園芸用温室における暖房装置は 13 年度以降更新せず） 

（里芋の乾腐病の防除方法および装置は 15 年度以降更新せず） 

 

イ 実用新案権 

  なし（サトイモの温湯防除機は 13 年度以降更新せず） 

 

ウ 育成者権（登録品種） 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

いちご 越後姫 第 5196 号 平 8.10.15 

スイートメモリー 第 3077 号 平 4. 2.29 ユ リ 

さど美人 第 10576 号 平 14. 9. 4 

西洋なし 越さやか 第 6867 号 平 10.10.29 

越の淡雪 第 11563 号 平 15.11.18 

越の舞姫 第 11564 号 平 15.11.18 

ほほえみ 第 12949 号 平 17. 3.14 

ももか 第 12950 号 平 17. 3.14 

つつじ 

ダンシングスノー 第 12951 号 平 17. 3.14 

かき 朱鷺乙女 第 11372 号 平 15. 8.19 

 

(9) 栄 誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・園芸研究センター（北蒲原郡聖籠町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

本年値：平 17、平年値：昭 57～平 16 の平均値 

（１）月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／ｍ2) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 2.0 1.7 5.0 4.6 -0.5 -1.0 279.0 177.8 135.1 140.8 42.0 60.3 5.6 19.5 

2 2.4 1.8 6.9 5.2 -1.1 -1.3 204.0 108.4 171.9 202.2 21.9 85.6 19.1 25.1 

3 5.1 4.7 10.2 9.0 0.8 0.9 160.0 97.5 285.2 309.1 78.2 130.6 5.2 7.5 

4 11.6 10.9 17.2 16.0 6.0 5.8 79.0 95.7 415.6 421.3 144.4 173.7 0.0 0.3 

5 14.7 15.9 20.0 20.9 10.0 11.5 184.0 111.4 474.8 492.9 77.2 176.8 0.0 0.0 

6 22.1 20.1 26.7 24.4 18.2 16.4 184.0 118.2 474.8 461.4 77.2 148.5 0.0 0.0 

7 23.7 23.8 27.8 27.8 20.4 20.4 159.0 189.2 374.4 448.8 55.7 149.3 0.0 0.0 

8 26.2 25.6 31.2 30.3 22.5 21.8 250.0 145.9 465.0 477.7 157.9 199.2 0.0 0.0 

9 22.2 21.3 27.0 25.9 18.3 17.6 101.0 160.3 323.1 337.8 129.3 146.6 0.0 0.0 

10 16.1 15.2 20.8 20.0 12.0 11.2 286.5 156.2 253.2 270.8 133.6 148.4 0.0 0.0 

11 9.2 9.5 13.2 13.7 5.9 5.6 276.5 183.0 139.0 153.5 72.5 90.2 0.0 0.2 

12 1.8 4.4 4.5 7.8 -0.6 1.4 377.0 201.5 117.3 115.2 27.6 66.1 14.5 6.0 

（注）１ 気温、積雪深については平均値、降水量、日射量、日照時間については合計値である。 

      ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

      ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当所では昭和 63 年 12 月までは 

        旧太陽電池式により、平成元年から新太陽電池式に切り替えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

V 畜産研究センター 
 

総 務 課

酪農肉牛科
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分 担 

経常 (1) 初産牛の飼養管理技術の確立 

501  ア 県内酪農家及び公共牧場等における初妊牛の飼養管理実

態調査 

502  イ 分娩前後の TDN 給与水準が発育性、生産性及び繁殖性に

及ぼす影響の解明 

平 17～19 酪農肉牛科 

 

県特 503 (2) 排卵同期化による受卵牛の効率的確保と受胎率向上技術 

の確立 

平 15～17 繁殖工学科 

県事 504 (3) にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 

 

平 13～ 

 

繁殖工学科 

酪農肉牛科 

県事 505 (4) 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業 

 

昭 46～ 

平 17 

養豚・養鶏科 

経常 (5) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の使用管理技術の確立 

506  ア 粗飼料の違いが排泄物に及ぼす影響の解明 

 

平 15～17 酪農肉牛科 

経常 (6) 飼料成分の簡易分析法の確立 

507  ア 飼料中酸性デタージェント繊維（ADF）の簡易迅速推定法 

508  イ 粗飼料サンプルの乾物率および乾物中 ADF 含量のばらつ

き 

509  ウ βカロテンの簡易分析法 

平 16～18 環境・飼料科 

 

国事 510 (7) 乳用牛群検定普及定着化事業 

 

平 6～ 酪農肉牛科 

国事 (8) 飼料作物優良品種普及促進事業 

511  ア 奨励品種選定調査 

512  イ 自給飼料分析指導事業 

昭 52～ 

昭 59～ 

環境・飼料科 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

501 県内酪農家及び公共牧場等における初妊牛の飼

養管理実態調査 (木戸) 

初任牛の飼養管理実態を把握するため、県内牛群検

定等のデータを整理し初任牛の飼養管理実態を調査

中である。 

502 分娩前後のＴＤＮ給与水準が発育性、生産性及び

繁殖性に及ぼす影響の解明 (木戸) 

初任牛の適正な飼養管理方法を確立するため、乾乳

後期における給与水準を TDN 充足率 100％区と 130％

の高栄養区の２区を設置し飼養試験を実施中である。 

503 排卵同期化による受卵牛の効率的確保と受胎率

向上技術の確立 (佐藤(太)) 

GnRH（性腺刺激ホルモン放出ホルモン）投与後の卵

胞発育を促進する FSH（卵胞刺激ホルモン）の動態に

変化は起こらなかったが、発情周期を支配する黄体ホ

ルモンは発情周期の後期で早く低下する傾向にある。

発情周期の前期の GnRH 投与は黄体機能を低下させる

可能性がある。受胎率：凍結胚 35/70(50%)。性判別

凍結胚 23/61(37.7%)。 

504 にいがたブランド和牛生産拡大推進事業(中川) 

黒毛和種優良供卵牛８頭から延べ 12 回の採卵を行

い、正常受精卵 136 個を採取した。このうち、72 個

を凍結保存し、県内の４地域受精卵移植協議会等に

20 個譲渡を行った。昨年度採卵分とあわせ、６協議

会に 73 個譲渡を行った。 

505 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業   (時田) 

平成 17 年度ふ化の繁殖成績は産卵率 47.3%、受精

率 58.2％、対入卵ふ化率 23.2%で、ふ化羽数 293 羽で

あった。脚曲、金目等不良形質を排除し県内外の学校、

愛好家等に配布を行った。配布実績は雄 19 羽、雌 46

羽である。 

506 粗飼料の違いが排泄物に及ぼす影響の解明 

 (関) 

県内で流通量の多い乾草のうち７種について、第一
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胃内の培養試験および消化管内の通過速度を測定解

析を進めるとともに、消化試験を実施中である。 

507 飼料中酸性デタージェント繊維（ADF）の簡易迅

速推定法 (安藤) 

飼料中の ADF 含量は、圧力鍋と家庭用酸性洗剤で煮

沸し、電子レンジによる乾燥、ガスコンロによる灰化

を行うことで、安価かつ簡易迅速に推定できる。 

508 粗飼料サンプルの乾物率および乾物中 ADF 含量

のばらつき (安藤) 

粗飼料サンプルの乾物率は購入乾草に比べロール

ベールサイレージでばらつきが大きい。乾物中酸性デ

タージェント繊維（ADF）含量は、採取部位により３%

程度ばらつく。また特定部位からの採取により代表的

サンプルを得るのは困難である。 

509 β－カロテンの簡易分析法 (小柳) 

粗飼料・葉菜中βカロテン含量を簡易・迅速・低コ

ストに推定する方法を開発した。 

510 乳用牛群検定普及定着化事業 (木戸) 

酪農家の牛群検定成績を加工分析し、乳牛選抜改良

データ、乳成分および繁殖成績等農家指導データを提

供し、生乳の品質や経営改善を図る。 

511 奨励品種選定調査 (安藤) 

イタリアンライグラスについて、県内適応性の高い

品種を選定する。本年度は播種と発芽・初期生
育・越冬前調査を行った。 
512 自給飼料分析指導事業 (安藤) 

粗飼料近赤外分析依頼 51 点、うちトウモロコシサ

イレージ３点、購入乾草 11 点、自給乾草 15 点、牧草

サイレージ 22 点を分析し普及指導データを提供した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

 ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

【普及技術】 

飼料中酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速推定法 

βカロテンの簡易分析法 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

1 

2 

 

3 

 

4 

【活用技術】 

「ニホンカイ L2」の授乳期における栄養管理技術 

稲発酵粗飼料を主体としたＴＭＲに食品製造副産物を混合した場合の乳生産へ

の影響 

施肥基準、収穫時期、品種の違いと飼料イネの成分組成や第一胃内消失率との関

係 

肉豚のふん排せつ量低減とリンおよびミネラル排せつ量の低減技術 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 養豚・養鶏科 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報  (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 ﾋﾄ絨毛性性腺刺激ホルモン（hＣＧ）を用いた排卵同期化法（ＣＧＳynch）によ

る黄体機能の向上 

畜産研 繁殖工学科 

 

(イ) 関東東海北陸農業研究成果情報 （平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 

 

2 

 

3 

 

4 

(普及) 低蛋白ＴＭＲのトウモロコシおよび大豆粕の加工処理法は乳生産に影響

しない 

(参考) 稲発酵粗飼料主体のＴＭＲに食品製造副産物を混合した場合の乳生産へ

の影響 

(参考) 施肥水準、収穫時期、品種の違いと飼料イネ成分や第一胃内消失率の関係 

 

(参考) 牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の短期的窒素肥効の指標とその推定法 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科 

 

畜産研 酪農肉牛科、 

作物研 

畜産研 環境・飼料科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

The Effect of Pretreatment with Different Doses of GnRH to 

Synchronize Follicular Wave on Superstimulation of Follicular 

Growth in Dairy Cattle 

（佐藤太郎、中田 健、内山保彦、木村仁徳、藤原信子、佐藤義政、

梅田雅夫、古川武士） 

Journal of Reproduction and  

Development,Vol.51,No.5 

（2005）  

平 17.5 
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論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

乳牛の妊娠に伴う抹消血中免疫グロブリン濃度変化と繁殖障害発症

との関連 

（佐藤太郎、中田 健、石川行一、森好政晴、澤向 豊） 

酪農学園大学紀要 30 号 平 17.6 

粗飼料・葉菜中βカロテンの簡易分析法 

（小柳 渉、安藤義昭）  

北信越畜産学会報第 92 号 平 18.3 

 
 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

軟弱野菜連作における家畜ふん堆肥の肥料効果 

（内山知二、磯部 武、小柳 渉、藤原孝之、原 正之、

生雲晴久） 

日本土壌肥料学会 2005 年鳥取大会 平 17.9.7 

飼料成分の簡易分析法の開発 第１報 

水分・粗灰分・酸性ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ繊維（ADF）について 

（安藤義昭、小柳 渉） 

日本畜産学会第 105 回大会 平 17.9.9 

～10 

飼料成分の簡易分析法の開発 第２報 

β－カロテンの簡易分析法 

（小柳 渉、安藤義昭） 

日本畜産学会第 105 回大会 平 17.9.9 

～10 

茎葉中諸成分のルーメン内消失率に及ぼす影響について 

（関誠） 

日本畜産学会第 105 回大会 平 17.9.9 

～10 

第２卵胞発育波誘起後の過剰排卵により採胚成績が異なる

牛の卵胞発育と内分泌動態の比較 

（佐藤太郎、中田 健、内山保彦、佐藤義政、中川邦昭、

伊藤徹三） 

第 98 回日本繁殖生物学会大会 平 17.9.14

～16 

家畜ふん堆肥中有機物の性質と成分簡易分析 

（小柳 渉、安藤義昭） 

関東東海土壌肥料秋季研究会 平17.10.13 

～14 

牛ふん堆肥及び豚ふん堆肥の短期的窒素肥効推定法 

（安藤義昭、小柳 渉） 

北信越畜産学会第 54 回大会 平17.10.27 

～28 

土壌塩類集積を低減する家畜ふん堆肥の利用法 

（小柳 渉、和田富広、安藤義昭） 

北信越畜産学会第 54 回大会 平17.10.27 

～28 

飼料イネの播種時期及び苗立ち密度の違いと成分組成の関

係 

（関 誠、松村 修、湯川智行） 

北信越畜産学会第 54 回大会 平17.10.27 

～28 

現地と協力した生体内卵子吸引－体外受精を用いた優良牛

の作出 

（佐藤太郎、内山保彦、佐藤義政、藤原信子、中川邦昭、

梅田雅夫、堀俊明、伊藤徹三） 

第 21 回東日本受精卵移植技術研究会

大会 

平 18.1.27 

カマボコ屑発酵処理物の肉豚用飼料への利用 

（高橋朋子、佐野晃、時田正樹、田村祐一、本間紀之、森

山則男） 

第 45 回北信越畜産学会新潟県分会研

究発表会 

平 18.3.8 

粗飼料・葉菜中βカロテンの簡易分析法 

（小柳 渉、安藤義昭） 

第 45 回北信越畜産学会新潟県分会研

究発表会 

平 18.3.8 

第２卵胞発育波誘起後の過剰排卵誘起により採胚成績が異 

なる牛の卵胞発育と内分泌動態の比較 

（佐藤太郎、中田健、内山保彦、佐藤義政、中川邦昭、伊

藤徹三） 

第 45 回北信越畜産学会新潟県分会研

究発表会 

平 18.3.8 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

乳牛における膣内挿入プロジェステロン製剤（CIDR）と安

息香酸エストラジオール（EB）併用時の卵巣及び FSH 濃度

の変化とその後の PGF２α、EB 投与による排卵誘起 

（内山保彦、佐藤太郎、長井太一、佐藤義政、中川邦昭、 

伊藤徹三） 

平成 17 年度日本獣医師会学会年次大

会 

平 18.3.20 

「ニホンカイＬ２」初産授乳豚の飼料摂取量と授乳日数が

発情再帰に及ぼす影響 

（高橋朋子、佐野 晃、時田正樹、田村祐一、本間紀之、

森山則男） 

第 85 回日本養豚学会大会 平 18.3.24 

配合飼料の異なる低蛋白質飼料の給与が泌乳前期の乳生産

に及ぼす影響 

１．飼料摂取量および乳生産量 

（高山未来、佐藤 精、浅井貴之、都丸友久、渡邊晴生、

村上洋美、田村哲生、横山紅子、関 誠、梶川 博、田鎖

直澄） 

日本畜産学会第 106 回大会 平 18.3.29 

配合飼料の異なる低蛋白質飼料の給与が泌乳前期の乳生産

に及ぼす影響 

２．第一胃内容液・血液性状および窒素出納 

（佐藤 精、高山未来、浅井貴之、都丸友久、渡邊晴生、

村上洋美、田村哲生、横山紅子、関 誠、梶川 博、田鎖

直澄） 

日本畜産学会第 106 回大会 平 18.3.29 

稲発酵粗飼料および食品製造副産物を今後した TMR の給与

が乳生産に及ぼす影響 

（関 誠、高橋英太、木戸高至、夏井啓介） 

日本畜産学会第 106 回大会 平 18.3.31 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた （社）新潟県農林公社 平 17.5.1 
平 17.9.1 
平 17.11.1 
平 18.2.1 

小柳 渉 
高橋英太 
中川邦昭 
小柳 渉 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平 17.11 
平 17.12 

内山保彦 
関  誠 

デーリィ・ジャパン 2005.6 （株）デーリィ・ジャパン社 平 17.6.1 関  誠 

食品産業・産地マッチング情報紙 
食・産つながりかわら版第３号 

にいがた２１「地産地消運
動」推進委員会食品産業部会 
事務局：食品・流通課 

平 18.1 小柳 渉 

稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル 稲発酵粗飼料推進協議会 
飼料増産戦略会議 
（社）日本草地畜産種子協会 

平 18.3 関  誠 
荒木 創 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 17.4.21 試験設計検討会 24 全研究職員 

平 17.6.9 試験研究発表会 65 全研究職員 

平 17.10.1 ふれあい開放デー 500 全職員 

平 17.11.18 産学官交流畜産部門研修会 41 全研究職員 

平 18.2.10 畜産部門試験成績・成果候補検討会 25 全研究職員 

平 18.3.1 受精卵移植普及定着化事業に係る技術研修会 18 繁殖工学科 

平 18.3.7 試験研究課題設定に係る検討会 34 全研究職員 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

畜産経営学科 ２学年 繁殖工学 
(受精卵移植技術の実習) 
家畜繁殖学特講 
(家畜の飼養管理) 
(人工授精技術) 
(精液精子検査法) 
(家畜の審査(乳用牛)) 
(家畜の審査(肉用牛)) 

 

8 

 

8 

62 

8 

4 

4 

 
中川邦昭 
 
木戸高至 

佐藤義政、佐藤太郎 
中川邦昭 
関誠 
高橋英太 

畜産経営学科 １学年 家畜育種学 16 高橋英太 

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教科名 学年 

講義 演習 実験 実習 計 
講  師 

畜産学 1 12    12 中川邦昭(家畜衛生) 、安藤義昭(飼料作物)、
時田正樹(養豚養鶏) 

 

 



103 

－ V - 9 － 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.8.24 
～25 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関  誠 

平 17.11.16 
～18 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 荒木 創 

平 17.11.21 
～22 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 木戸高至 

平 17.12.8 
～9 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 

平 17.12.13 
～15 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関  誠 

平 17.12.13 
～14 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 18.1.17 
～19 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 佐野 晃 

平 18.1.18 
～19 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関  誠 

平 18.1.12 
～13 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 安藤義昭 

平 18.1.19 
～20 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 木戸高至 

平 18.1.23 
～25 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太 

平 18.1.24 
～26 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 安藤義昭 

平 18.2.1 
～2 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 18.2.7 
～9 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木 創 

平 18.2.8 
～10 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 木戸高至 

平 18.2.14 
～15 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 佐野 晃 

平 18.2.14 
～16 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木 創 

平 18.2.23 
～24 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 中川邦昭 

平 18.3.1 
～3 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 高橋英太、 
安藤義昭 

平 18.3.2 
～3 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木 創 

平 17.4.7 
8.4 
12.7 

上越農業指導センター 和牛肉質診断指導会 超音波肉質診断 高橋英太 

平 17.6.3 
9.6 

新発田農業指導センター 和牛肉質診断指導会 超音波肉質診断 
 

高橋英太 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.7.19 県酪連 中蒲原人工授精師会研修会 スーパーカウＥＴ及び利用
の見通し 

佐藤太郎 

平 17.7.26 環境保全型農業上越地域推
進協議会 

上越地域環境保全型農業研
修会 

堆肥を活用した土づくり 小柳 渉 

平 17.7.27 県酪連 中蒲原酪農ヘルパー利用組
合研修会 

分娩時の対処の仕方 中川邦昭 
 

平 17.8.26 
～
9.20 

新潟県 家畜人工授精師（牛）養成
講習会 

人工授精に関する講義、実
習 

木戸高至 
関  誠 
高橋英太 
中川邦昭 
佐藤義政 
内山保彦 

佐藤太郎 

平 17.9.6 新発田普及指導センター 研究成果に係る現地指導 稲発酵粗飼料の黒毛和種肥
育後期飼料としての利用方
法 

高橋英太 

平 17.10.5 農林水産省 中央畜産技術研修会 地域における耕畜連携の進

め方 

荒木 創 

平 17.10.20 魚沼地域振興局農業振興部 土づくり研修会 堆肥活用による土づくり 小柳 渉 

平 17.11.4 農業大学校、農業機械化協
会 

安全安心な食料生産農業研
修会 

家畜ふん堆肥等の土壌中に
おける分解特性と施肥設計 

小柳 渉 

平 17.11.24 中之島地域畜産振興協議会 肉用牛共進会 審査 高橋英太 

平 17.11.30 経営普及課 高度専門技術（畜産）研修 飼料中のβ－カロテン含量
とビタミンＡとの関係 

小柳 渉 

平 17.12.4 県家畜商協同組合 肉用牛共進会 
 

審査 高橋英太 

平 17.12.12 畜産協会、県養豚経営者会
議、県養豚協会 

養豚セミナー 機能性飼料の現状について 佐野 晃 

平 17.12.5 ＪＡ中央会 営農指導員資格認証試験事
前研修会 

畜産 伊藤徹三 

平 18.2.23 ＮＯＳＡＩ中越 家畜飼養管理検討会 乳牛の乾乳期から泌乳初期
までの飼料給与 

関  誠 

平 18.3.6 新潟県 牛群検定研修会 牛群検定成績の現状 木戸高至 

平 18.3.27 
～28 

下田村人工授精師会 研修会 
 

牛の繁殖管理 佐藤太郎 

 

(6) 研修生受け入れ 

氏 名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科

渡辺 崇 自営 牛及び草地に関する試験業
務及び管理技術の習得 

平成 17 年 4月 1 日 
～平成 18 年 3月 31 日 

繁殖工学科 
酪農肉牛科 

渡辺ゆか 新潟大学農学部農業生
産科学科 

家畜の飼育管理技術及び繁
殖工学技術の習得 

平成 17 年 8月 22 日 
～9 月 2 日 

酪農肉牛科、 
養豚・養鶏科、 
環境・飼料科、 
繁殖工学科 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

   所在地 三条市大字棚鱗 178 

   建物面積（延）  10,922.02ｍ2 

   圃場面積             26.2ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 使用料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 11,692    46 11,646 

維持管理費 21,057   42  21,015 

経常研究費 2,835     2,835 

ほ場・飼育管理費 33,775   32,616  1,159 

受託試験費 1,474    1,474 

種苗供給・指導事業費     

政策研究費 8,982   4,500 4,482 

備品整備費      

施設整備費     

庁舎修繕費     

その他 4,115     4,115 

その他（他課事業） 11,741      

合   計 95,076 0 0 32,658 6,020 45,252 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 
総務課 

センター長 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

〃 

土田 利栄 

高橋 勝夫 

石附 富子 

山澤 芳子 

嘉藤 太加雄 

佐野 誠五 

坂井 輝男 

渡邉 幸蔵 

蒲澤 正 

目黒 長十 

小柳 俊一 

石月 一夫 

皆木 里志 

飯塚 光夫 

目黒 正介 

高山 肇 

酒井 直樹 

渋谷 誠 

若林 祐志 

 

 

酪農肉牛科 

 

 

 

養豚・養鶏科 

 

 

 

環境・飼料科 

 

 

 

繁殖工学科 

技術員 

〃 

参事(酪農肉牛科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

参事(養豚･養鶏科長) 

主任研究員 

 〃 

研究員 

参事(環境･飼料科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(繁殖工学科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

長谷川 元 

高橋 稔郎 

夏井 啓介 

木戸 高至 

関  誠 

高橋 英太 

田村 祐一 

佐野 晃 

時田 正樹 

高橋 朋子 

矢田部憲一 

小柳 渉 

荒木 創 

安藤 義昭 

伊藤 徹三 

中川 邦昭 

佐藤 義政 

内山 保彦 

佐藤 太郎 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

4 月 1 日付 

転 出 権平 弘 

森山 則男 

 

田崎 弘 

 

和田 富広 

梅田 雅夫 

小熊 圭子 

長谷川昌伸 

 

宮腰 雄一 

種豚改良センター所長 

農業大学校・農学部教授兼畜産

経営科長 

文化振興課副参事（歴史博物館

派遣） 

村上農林部企画振興課長 

中央家保佐渡副参事 

加茂病院主任 

新発田農業部普及課・主査普及

指導員 

経営普及課主任 

参事（酪農肉牛科長） 

参事（養豚・養鶏科長） 

 

総務課長 

 

環境・飼料科長 

繁殖工学科専門研究員 

総務課主任 

酪農肉牛科主任研究員 

 

酪農肉牛科主任研究員 

 転 入 夏井 啓介 

田村 祐一 

矢田部憲一 

 

高橋 勝夫 

伊藤 徹三 

木戸 高至 

中川 邦昭 

山澤 芳子 

高橋 英太 

渋谷 誠 

参事（酪農肉牛科長） 

参事（養豚・養鶏科長） 

参事（環境・飼料科長） 

 

総務課長 

繁殖工学科長 

酪農肉牛科専門研究員 

繁殖工学科専門研究員 

総務課主任 

酪農肉牛科主任研究員 

技術員 

畜産課参事（畜産課長補佐） 

農業大学校農学部参事 

農業大学校・農学部教授兼畜産経営科

長 

西川竹園高校事務長 

畜産課副参事（経営係長） 

畜産課副参事（生産振興係長） 

下越家保企画指導課副参事 

月ヶ岡養護主任 

佐渡農林部主任改良普及員 

農総研作物研究センター技術員 

平成 17 年 

3 月 31 日付 

退 職 古川 武士  参事（繁殖工学科長） 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

エチレンガス滅菌器 ＳＡ－５４０ 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修期間 

肉用牛長期中央研修会 高橋英太 肉用牛生産関係知識・技

術の習得 

H17.8.22～26 （独）家畜改良セン

ター 

畜産新技術Ａ・Ｂ 高橋英太 畜産関係新技術に係る

諸状況認識 

H17.10.17～21 （独）家畜改良セン

ター 

 

(7) 参観者数 

 各種研修 畜産関係者 一般見学 計 

回 数 

人 数 

９回 

76 人 

９回 

102 人 

10 回 

593 人 

28 回 

767 人 

 

(8) 無体財産など 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録年月日 

豚ランドレース系統 ニホンカイＬ２ 平 14.12.20 
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 (9) 栄 誉 

   なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・畜産研究センター（三条市大字棚鱗、北緯 37 度 33 分、東経 139 度 4 分、標高 85m） 

(1) 月別気象 

平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量(mm) 日照時間(h) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 
16 10 15.5 14.8 24.8 19.6 6.0 10.1 299.5 192.2 112.1 136.3 

 11 11.6 8.7 21.3 13.2 4.0 4.4 253.5 277.3 83.8 90.6 

 12 5.4 3.7 16.7 7.2 -1.5 0.4 269.0 347.8 71.3 57.3 

17 1 1.0 0.9 8.2 3.9 -2.5 -1.3 385.5 310.1 46.8 58.1 

 2 1.1 1.0 8.0 4.2 -4.3 -1.8 321.5 197.3 27.9 83.4 

 3 3.6 3.9 12.3 8.0 -3.2 -0.4 232.7 149.9 62.9 135.1 

 4 10.3 10.6 23.7 16.4 0.0 4.6 61.5 111.6 168.4 173.3 

 5 14.8 15.9 26.3 21.9 4.2 9.9 107.5 130.5 155.1 194.7 

 6 22.1 20.4 31.2 25.1 14.0 15.6 186.0 160.0 133.2 158.1 

 7 23.7 24.3 32.0 28.5 17.3 20.0 206.0 235.8 79.9 169.6 

 8 26.5 25.9 33.8 30.6 20.3 21.2 408.0 179.0 160.5 196.0 

 9 22.6 21.2 31.2 25.7 13.7 16.7 90.5 183.1 133.7 138.7 

 10 16.2 14.8 25.0 19.6 8.3 10.1 135.0 192.2 105.7 136.3 

 11 8.8 8.7 17.8 13.2 1.8 4.4 278.0 277.3 69.4 90.6 

 12 1.0 3.7 6.8 7.2 -3.5 0.4 437.0 347.8 31.4 57.3 

18 1 -0.2 0.9 6.7 3.9 -6.8 -1.3 167.5 310.1 37.9 58.1 

 2 1.5 1.0 11.7 4.2 -6.0 -1.8 237.5 197.3 71.9 83.4 

 3 4.0 3.9 8.4 8.0 -0.5 -0.4 291.6 149.9 97.0 135.1 

(注) 平年は昭和 56 年から平成７年の平均。月別気温は平均値。降水量、日照時間は合計 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

VI 食品研究センター  

 

食品研究センター長 

穀類食品科 

総 務 課 

園芸特産食品科 

食品工学科 

 

米穀食品グループ

 
植物蛋白食品グループ

 
菓子甘味食品グループ
 
青果物流通グループ

 
園芸利用食品グループ
 
醸造食品グループ
 
生産工学グループ
 
生物機能工学グループ
組織構成図
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

国委 (1) 低アミロース米のライスクラッカー利用技術 

601 ア 米菓焼成ラインを利用した麺線状切断生地の焼成条件 

602  イ 胚乳蛋白質・澱粉の特性とライスクラッカー加工適性 

 

平 17 

平 15～17  

 

米穀食品 

   〃 

県特 (2) 県産大豆を利用した豆腐の高品質安定製造技術の確立 

603 イ 変動に対応した安定製造条件の確立 

604  ウ 高品質豆腐製造条件の確立 

平 16～18 

平 16～18 

   〃 

 

植物蛋白食品 

 〃 

県特 (3) 農産物の高度化加工技術の開発 

605 ア 酵母発酵による新式糖絞り発酵漬物の開発 

606 イ 酵素処理による大豆加工品の開発 

607 ウ 多種微生物利用による新規発酵調味料の開発 

608  エ ルレクチェの石ナシ果の酵素による食品素材化技術の開 

発 

609 オ 脱渋柿の黒変防止技術 

610 カ 米菓の製品品質管理技術の構築と焼成工程の省エネ技術

の開発 

平 15～17 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

 

園芸利用食品 

 〃 

醸造食品 

青果物流通 

 

 〃 

生産工学 

 

経常   (4) 安全でおいしい「ブランド新潟」食品の開発 

611 ア  低カロリー米加工品の開発 

612 イ 植物由来起泡性蛋白質の開発 

613 ウ 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

614 エ 新規大豆発酵食品の開発 

615 オ 米糠成分を活用した機能性成分の開発 

616  カ 機能性を持たせたテキスタイル素材の食品への利用 

平 17～19 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

米穀食品 

   〃 

菓子甘味食品 

醸造食品 

生産工学 

生産工学 
 
 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

601 米菓焼成ラインを利用した麺線状切断生地の焼成

条件 (吉井・本間・野呂) 

麺線状に裁断した生地を平煎り機で焼成を行う場

合の最大の問題点である変形と生地の厚み・裁断幅並

びに焼成時の生地水分の関係について検討した。厚さ

1.5mm・幅７mm に裁断した生地を水分 13％まで除湿乾

燥することにより、焼成時の変形を防止でき、食感も

ソフトなものとなった。しかし、生産性向上のために

は乾燥時間の短縮化が必要と考えられた。 

602 胚乳蛋白質・澱粉の特性とライスクラッカー加工適

性 (吉井・本間・野呂) 

アミロース含量 7.1～32.2％の範囲の精米を用い

て、低アミロース米のライスクラッカー加工適性を検

討した。ライスクラッカーの外観は、アミロース含量

が 12％以下になるとブクが発生し好ましくなかった。

製品硬度は、アミロース含量が高くなるほど低くなる

傾向が認められたが、アミロース含量が 15％以上に

なるとざらついた食感となり好ましくなかった。アミ

ロース含量12～15％かつアミロペクチン側鎖のB鎖A

鎖の比が 2.5 未満の低アミロース米がライスクラッ

カーに適していると判断された。 

603 変動に対応した安定製造条件の確立 

 (秋本・野呂) 

豆腐加工性に及ぼす変動要因を解明するため、呉の

煮沸時間を違えて豆腐を製造した。その結果、煮沸時

間が長いほど豆乳の粘度は増加し、豆乳収率及び豆腐

の硬度が低下した。この原因を検討したところ多糖類

であることがわかり、主要成分をガラクトマンナンと

特定した。 

604 高品質豆腐製造条件の確立 (秋本・野呂) 

新早生品種「たまうらら」を原料とし、豆腐の製造

試験を行った。たまうららの豆腐はエンレイのものと

比べ、脂質、糖質を多く含み、官能評価では軟らかい

も、甘み、コクがあり高い評価であった。また、豆腐

の凝固適性範囲はエンレイに比べ幅が狭かった。 

605 酵母発酵による新式糖絞り発酵漬物の開発 

 (西脇・浅野) 

各種酵母（ワイン酵母 Saccharomyces cerevisiae 
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OC2、清酒酵母 協会 7 号及び 10 号、市販パン酵母、

味噌醸造用酵母 Zygosaccharomyces rouxii S96）を
利用して、塩蔵したナス、キュウリの下漬け臭の抑制

を検討した。いずれの塩蔵原料においても、酵母発酵

処理によって臭気の変化はあったが、沢庵臭の低減で

みられる匂い成分のダイナミックな変化（メチルメル

カプタン→S-メチルチオアセテート）はみられなかっ

た。 

606 酵素処理による大豆加工品の開発 

 (西脇・浅野) 

マイタケのもつタンパク質分解酵素を大豆タンパ

ク質に作用させてアンジオテンシンⅠ変換酵素（ACE）

を阻害する成分を著量に生成し、ACE 阻害成分を含む

食品素材化の検討を行った。マイタケ酵素反応物は、

黒褐色で独特な異臭と呈味をもつが、活性炭処理を繰

り返すと淡色無臭となり、旨味を呈した。また、活性

炭処理前後のアミノ酸組成に大きな差異はなかった。

さらに、ACE 阻害活性の低下も見られなかった。 

607 多種微生物利用による新規発酵調味料の開発 

 (渡辺・下條) 

大豆煮汁等に乳酸や硫酸 Mg を加える凝集させるこ

とで簡便に清澄化する方法を見出した。この時、バク

テリオシン生成乳酸菌により発酵させることで保存

性を有する調味料を得た。この発酵液は、食品加工上

問題となる Bacillus natto（Bac.subtilis と同属種）

関しては、極めて強い抗菌性を示した。また、味噌の

仕込時に多水分とし、酵素剤としてを大豆麹を 5～

10％加え発酵・熟成することでフル－ティ－で旨味の

ある液状調味料を仕込重量の約 20％得た。 

608 ルレクチェの石ナシ果の酵素による食品素材化

技術の開発 (佐藤(嘉)) 

追熟困難と想定される規格外果（石ナシ果）の追熟

で、予冷追熟処理の方が単なる加温処理より追熟が進

行し、正常な果実同様に追熟した。ハードエンド、ブ

ラックエンド果実等は、果実の底部が硬い組織として

残る傾向があった。また、これらは周囲の組織が追熟

し可食状態であっても、褐変したコルク組織が残存す

るため、除去する必要が認められた。よって、現状の

規格外果実は、適切な追熟処理を行うことにより、可

食状態となり、生食用途以外の規格外果実を積極的に

利用した加工品の開発が可能であることを確認した。 

609 脱渋柿の黒変防止技術 (佐藤(嘉)) 

柿を収穫後２日間かけて表面を乾燥させ、その後、

脱渋処理し黒変程度を検討した。収穫後から乾燥した

区、収穫後に水噴霧処理を行い乾燥した区を設け脱渋

処理を行い試験に供したが、どちらも乾燥を徹底した

こと、果実表皮が緻密な状態（亀裂のない柿）であっ

たことなどから黒変は発生しなかった。黒変が軽減さ

れた主要因は、噴霧処理しても表皮できれいにはじか

れ、乾燥も迅速に進んだことを勘案すると柿表皮の質

によるものと考えられた。 

610 米菓の製品品質管理技術の構築と焼成工程の省   

エネ技術の開発 (高橋(靖)・佐藤(和)・吉井) 

米菓焼成工程の省エネ技術の開発を目的として過

熱水蒸気の利用法について検討した。本年度は、既存

の直火法と過熱水蒸気法（SHS 法）の熱効率について

比較検討した。品温 30～120℃（予熱工程に相当）で

は水蒸気温度 300℃以上、品温 120～170℃（膨化工程

に相当）では水蒸気温度 400℃以上の SHS 法が、直火

法より平均熱効率で優れていた。この事から SHS 法が

直火法に代わる新たな省エネ型焼成技術となる可能

性が示唆された。 

611 低カロリー米加工品の開発 

 (本間・諸橋・吉井) 

米飯、米加工品製造における難消化性澱粉の増減技

術への基礎的知見の集積を目的に、今年度はコシヒカ

リと高アミロース米の品種特性を比較しながら精白

米、炊飯米、素焼き煎餅における総食物繊維（TDF）、

難消化性澱粉（RS）含量を酵素重量法により測定した。

TDF、RS 含量ともにコシヒカリに比べ高アミロース米

の方が多かった。加熱や焼成工程により TDF、RS 含量

が増加する事が示唆された。 

612 植物由来起泡性蛋白質の開発 

 (本間・諸橋・吉井) 

アレルゲンフリーで起泡性を有する蛋白質を調製

するため、米糠中の蛋白質を抽出・分画し、各画分の

特性について検討した。アルブミン画分について起泡

性、乳化性が認められ、増粘多糖類の添加により起泡

量の増加が確認された。また、増粘多糖類、塩化カル

シウムの添加により気泡保持性が向上した。 

613 県産農産物を活用したブランド食品の開発 

 (高橋(誠)・浅野・中島) 

脂質成分の機能性が注目されるエゴマの有効活用

に向け、成分性状および、脂質酸化に関与すると思わ

れる要因（リポキシダーゼ、抗酸化能）等について検

討した。エゴマの成分性状（粗蛋白質、脂肪酸組成、

色調等）、抗酸化能は産地により差がみられ、系統や

栽培条件による影響が推察された。加熱温度による粉

砕性の向上は確認されなかった。 

614 新規大豆発酵食品の開発 (下條・渡辺) 

大豆蛋白質を効率良く利用するための評価法とし

て、大豆蛋白質の変性度合いの測定法を検討した。

種々の酵素剤から選抜したプロテアーゼＮを使用し、

３％溶液中で２時間反応後、ホルモール態窒素（F.N）

を測定することで効率的な把握が可能であった。この

方法により、脱皮大豆を浸漬後蒸熟処理したものと、
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凍結・解凍後蒸熟処理したものを比較すると、後者が

やや F.N 生成量が多かった。このため、凍結処理を組

み合わせた新しい大豆蒸煮法が示唆された。 

615 米糠成分を活用した機能性成分の開発 

 (佐藤(和)・中島) 

Ca 吸収促進作用を持つフィチン酸加水分解物を得

ることを目的とし、フィチン酸を用いて加水分解条件

の検討及び加水分解物の分析を行った。酢酸による

フィチン酸加水分解物を LC-MS を用いて分析した結

果、複数のピークが検出された。検出されたイオン

m/z はリン酸基が複数残ったイノシトール n リン酸

(M-H)-と一致したことから、酢酸加水分解によってイ

ノシトール nリン酸が生成することが示唆された。 

616 機能性を持たせたテキスタイル素材の食品への

利用 (高橋(靖)・佐藤(和)・浅野) 

エチレン除去物質を固定化した鮮度保持機能を持

つ機能性包装材料の開発を目的とし、本年度はテキス

タイル素材（布帛）のカチオン化処理条件について検

討した。布帛へカチオン化処理を施す場合に必要な処

理温度と時間は、40℃では２h 以上、60℃では 0.5h

以上、カチオン化剤濃度は 50g/L 以上、水酸化ナトリ

ウム濃度は 5g/L 以上が必要であった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
グルテンを使用しない米粉パンの製造法 

 
食品研 穀類食品科、基盤
研究部 

 
1 
2 
 
3 

【活用技術】 
゛おおばぎぼうし゛葉柄を乾燥した山かんぴょうの製造法 
食用菊の花弁とガクの分離装置 
 
大豆処理水の清澄化と有効利用 

 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 食品工学科、基盤
研究部 
食品研 園芸特産食品科 

 

イ 研究成果情報 
(ア) 研究情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

佐渡在来のそば「羽茂在来」の特性 
 
米粉パン用ミックス粉の製造コスト低減 
低アミロース米の理化学特性 
低アミロース米の米菓加工特性 
ザーサイ菜の辛味評価方法と辛味発現の特徴 
酵母による発酵処理沢庵の特徴 
大豆処理水の機能性発酵物素材への変換技術 
食用菊「かきのもと」の色と機能性成分を保持した加熱乾燥方法 
食用菊「かきのもと」の抗炎症作用 
食用菊「かきのもと」中の機能性成分の食品素化による消長 
食用菊中ヘリアントリオールＣの分析法 
桑葉・桑葉添加食品中の１－デオキシノジリマイシンの分析法 
桑葉粉末を添加した加工食品のα－グルコシダーゼ阻害活性 

食品研 穀類食品科、佐渡
農技 
食品研 穀類食品科 
食品研 穀類食品科 
食品研 穀類食品科 
食品研 園芸特産食品科  
食品研 園芸特産食品科  
食品研 園芸特産食品科 
食品研  食品工学科 
食品研  食品工学科 
食品研  食品工学科 
食品研  食品工学科 
食品研  食品工学科 
食品研  食品工学科 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 
 
2 
 
3 

(普及) 血糖値上昇抑制効果を有する桑葉粉末を添加した味噌の製造法 
 
(普及) 豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 
 
(参考) 温湯加熱処理した高冷地特産ニンジンの特徴 

食品研 園芸特産食品科 
    食品工学科 
食品研 穀類食品科、 
作物研、佐渡農技 
食品研 園芸特産食品科 

 【科学】  
 (なし)  

 【行政】  
 (なし)  
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(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

＜報文＞ 
Molecular cloning and characterization of oryzacystatin-III, a 
novel member of phytocystatin in rice (Oryza sativa L. japonica) 
(S. Ohtsubo, H. Kobayashi＊１, W. Noro, M. Taniguchi＊２, and E. Saitoh
＊３) ＊１アグリ・フーズバイオ研究部、＊２新潟大学、＊３新潟工科大学 

 
J. Agric. Food Chem, 
2005, 53, 
5218-5224 

 
平17.8 

変性剤濃度勾配電気泳動法（DGGE）による大豆麹中の乳酸菌等の微生物
相解析（技術報告） 
（太養寺真弓、安藤聡 1、島純 1）*1 （独）食品総合研究所 

独立行政法人食品総合研
究所研究報告 70 号 

平 18.3 
 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

イネにおける新奇シスタチンの同定と米糠タンパク質画分のジ
ンジパイン阻害活性 
（大坪貞視、小林仁＊、太養寺真弓、川瀬智一＃、谷口正之＃、斎
藤英一† ） 
＊アグリ・フーズバイオ研究部、＃新潟大学、†新潟工科大学 

第 10 回病態と治療におけるプロ
テアーゼとインヒビター研究会 

平17.08.19 
～20 

食品素材のプロテアーゼとプロテアーゼインヒビターの簡便検
出法 
（山本慎也＊、岡本永史郎＊、大坪貞視、谷口正之＃、斎藤英一＊） 
＊新潟工科大学、＃新潟大学 

2005 年度日本化学会関東支部会
‐高分子学会北陸支部合同新潟地
方大会 

平17.08.26 
～27 

ニンニク製品中のアリイン、アリシン分析における食塩濃度の
影響 
（森由美子＊、真島信夫＊、西脇俊和、浅野聡） 
＊片山食品（株） 

日本食品科学工学会 平17.08.30 
～31 

桑葉粉末入り小麦粉生地の特性及びデオキシノジリマイシン量 
（野呂渉・中島正晴・秋本隆司） 

日本調理科学会大会 平17.09.14 
 

イネ由来のプロティナーゼ阻害成分の性質とその食品素材とし
ての利用 
（五十嵐暁＊、川瀬智一＊、山崎里佳＊、保科昌宏＊、大坪貞視、
太養寺真弓、小林仁＃、斎藤英一†、田中孝明＊、谷口正之＊） 
＊新潟大学、＃アグリ・フーズバイオ研究部、†新潟工科大学 

化学工学会 第 37 回秋季大会 平17.09.15 
～17 

希アルカリ溶液・有機酸溶液による長期貯蔵米の古米臭の低減 
（吉井洋一・諸橋敬子・本間紀之） 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 

桑葉粉末入り麺の加工性及び血糖値上昇抑制効果 
（野呂渉、中島正晴、大島常三郎＊、秋本隆司） 
＊新潟県なまめん工業協同組合  

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 

酵母発酵のメチルメルカプタンに対する消臭効果 
（西脇俊和、秋本隆司、浅野聡、水由哲太郎＊、川崎清康＊） 
＊（株）ヤマキ食品 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 
 

高冷地特産ニンジンの食味を向上させる貯蔵・加工技術 
（横山和夫＊、西脇俊和、浅野聡） 
＊新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 
 

桑葉添加味噌の性状と摂食後過血糖抑制効果 
（太養寺真弓、佐藤和人、下條明、渡辺聡、中島正晴、峰村悟
朗＊、中村雅彦＃、佐藤眞治†） 
＊（株）峰村商店、＃たいまつ食品（株）、†新潟薬科大学応用生
命科学部） 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 
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発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

ニンジンの低温高湿貯蔵に伴う品質・成分変化 
（鈴木裕行＊、齋藤恵美子＊、坂井結貴＊、太養寺真弓 、渡辺聡、
石原和夫＊） 
 ＊県立新潟女子短大 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 

イネにおける新規シスタチン分子、オリザシスタチン-III の生
化学的特性と歯周病菌 Porphyromonas gingivalis プロテアーゼ
に対する阻害活性 
（大坪貞視、小林仁＊、太養寺真弓、川瀬智一＃、谷口正之＃、斎
藤英一†） 
＊アグリ・フーズバイオ研究部、＃新潟大学、†新潟工科大学 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 魚類体表上皮の生体防御因子：プロテイナーゼとプロテイナー
ゼインヒビターの研究 
（岡本永史郎＊、山本慎也＊、桑原俊輔＊、星野隆＊、遠藤真弘＊、
大坪貞視、小野寺正幸＊、斎藤英一＊） 

  

＊新潟工科大学   

穀物シスタチンの同定 
（斎藤英一＊、早川佳見＊、尾崎賢太郎＊、松井卓＊、川瀬智一＃、
太養寺真弓、大坪貞視、谷口正之＃） 
＊新潟工科大学、＃新潟大学 

日本農芸化学会関東支部大会 平17.10.01 

桑葉添加味噌の性状と摂食後過血糖抑制効果 
（太養寺真弓、佐藤和人、下條明、渡辺聡、中島正晴、峰村悟
朗＊、中村雅彦#、佐藤眞治†） 
＊㈱峰村商店、#たいまつ食品㈱、†新潟薬科大学応用生命科学部 

平成 17 年度食品関係技術研究会 
 

平17.11.10 
～11 

桑葉粉末入り小麦粉生地の特性及びデオキシノジリマイシン量 
（野呂渉、中島正晴、大島常三郎＊、秋本隆司） 
＊新潟県なまめん工業協同組合 

平成 17 年度食品関係技術研究会 
 

平17.11.10 
～11 

希アルカリ溶液・有機酸溶液による長期貯蔵米の古米臭の低減 
（諸橋敬子・吉井洋一・本間紀之） 

平成 17 年度食品関係技術研究会 
 

平17.11.10 
～11 

組換えイネ由来プロティナーゼインヒビターの調製とその性質 
（山崎里佳＊、五十嵐暁＊、川瀬智一＊、大坪貞視、太養寺真弓、
小林仁＃、斎藤英一†、谷口正之＊）＊新潟大学、＃アグリ・フー
ズバイオ研究部、†新潟工科大学 

日本生物工学会平成 17 年度大会 
 

平17.11.15 
～17 

イネ新奇シスタチン、オリザシスタチン-II の生化学的特性化：
構造と酵素阻害活性に対する加熱処理の影響 
（太養寺真弓、川瀬智一＊、谷口正之＊、斎藤英一＃、大坪貞視） 
＊新潟大学、＃新潟工科大学 

日本農芸化学会 2006 年度大会 平18.03.25 
～28 

桑葉添加団子生地の機能性 
（高橋誠、佐藤和人、中島正晴、佐藤恒雄＊、当野昇治＊、中村
雅彦＃、佐藤眞治†） 
＊新潟県菓子工業組合、＃たいまつ食品㈱、†新潟薬大応用生命科
学部 

日本薬学会第 126 年会 平18.03.28 
～30 

“かきのもと”の抗炎症作用 
（小林義典＊、鈴木哲世＊、笠井綾香＊、小林明日香＊、長谷川望
＃、西脇俊和、中島正晴） 
 ＊新潟薬大応用生命科学部、＃JA 白根 

日本薬学会第 126 年会 平18.03.28 
～30 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 
  なし 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
あぐりにいがた 
 （オヤマボクチを用いた笹団子） 
 （テンペの製造法と加工） 
 （にんじん加工法） 
 （たくあん臭のしないたくあん） 
 （餅の製造方法） 
 （県産大豆の加工適正） 
 （みその機能性と製造技術） 
食品の試験と研究 
（地域在来品種の特性把握と特産化に向けた技 
術開発） 
日本醸造協会誌 
（米辛口味噌の醸造における機能性香気成分
HEMF の増強法） 

（社）新潟県農林公社 
 
 
 
 
 
 
 
全国食品関係試験研究機
関場所長会 
 
 
（財）日本醸造協会・日
本醸造学会 

 
平 17. 5 
平 17. 6 
平 17. 8 
平 17.10 
平 17.11 
平 17.12 
平 17.11 
平 18. 3 
 
 
 
平 18. 3 

 
高橋 誠 
渡辺 聡 
浅野  聡 
西脇俊和 
諸橋敬子 
秋本隆司 
渡辺 聡 
秋本隆司 
 
 
 
渡辺 聡、 
太養寺真弓 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平 18. 2.22 
 
 
 
 

米粉製造技術講習会 
 
 
 
 

①糖質米・粉質米の性状 
②米粉の改質について 
③白玉粉の菌数低減化技術 
④白玉粉の調整条件と性状 
⑤長期貯蔵米の古米臭低減化技術 

22 
 
 
 

 

本間紀之 
本間紀之 
諸橋敬子 
諸橋敬子 
吉井洋一 米

穀
加
工
食
品 

平 18. 3.14 
 
 
 

第 62 回米菓製造技術
講習会 
 

①米菓焼成工程の熱効率解析 
②米菓製造工程における練り程度の 
 評価法 
③乳化剤がうるち米菓の品質に及ぼ 
 す影響 
④篩別した米粉のうるち米菓加工性 
⑤米菓製造実技研修会報告 

   53 
 
 

 

高橋 靖 
本間紀之 
 
吉井洋一 
 
吉井洋一 
三幸製菓 
山口氏 
さくら製菓 
 長谷川氏 

穀 

 

類 

 

食 

 

品 

 

科 植

物

蛋

白

食

品 

平 17. 9. 3 

平 18. 3.29 

第１回豆腐勉強会 

第２回豆腐勉強会 

県産豆腐の加工適性 
大豆処理条件と豆腐品質 

25 

25 

秋本隆司 

秋本隆司、 

野呂 渉 

 

菓

子

甘

味

食

品 

平 17. 6.16 

平 17. 7. 6 

 

パテントマップ研修
会 

パテントマップ研修

会 

①サワーブレッドの安定製造方法他 
②不快臭の少ない微細大豆粉の製造
法とこれを使用した食品の製造法 
③生柿の風味を損なうことのない柿
羊かんの製造 
④低塩類・低蛋白質菓子の製造方法 

 

50 

 

50 

高橋 誠 他  

 

高橋 誠 他 
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

  

平 18. 1.17 菓子研修会 
 

①機能性食品について 
②桑葉、食用菊の機能性 
③食用菊（カキノモト）処理法の開発 
④桑葉粉末入り小麦生地の特性及び
デオキシノジリマイシン量 
⑤桑葉の笹団子への利用 

20 高橋 誠 
中島正晴 
高橋 靖 
野呂 渉 
 
高橋 誠 

平18. 3.24 園芸利用講習会 ①機能性プロアントシアニジンにつ
いて 
②ザーサイ菜の加工について 
③魚醤油の製造とその利用について 
④食用菊の機能性成分と加熱処理の
影響 

20 浅野 聡 
 
西脇俊和 
渡辺 聡 
中島正晴 

園
芸
利
用 
食
品 平17. 7.20 パテントマップ研修

会 
 50 浅野 聡 他 

平17. 5.24 新潟県味噌鑑評会 県産味噌・高品質味噌の官能評価    20 渡辺 聡 
下條 明 

平17. 6.17 納豆研修会 県産大豆を使用した高品質納豆製造    20 下條 明 
渡辺 聡 

園

芸

特

産

食

品

科 
醸
造
食
品 平17. 7.20 パテントマップ研修

会 

 50 渡辺 聡 他 

平17.10.26 めん講習会 桑葉の機能性－摂食後過血糖抑制効
果－ 

40 中島正晴 

平17.11.17 食品研究センターふ
れあい参観デー 

桑葉の有効利用 100 中島正晴 

平18. 1.17 菓子講習会 桑葉、食用菊の機能性 
食用菊（カキノモト）の処理法開発 

20 中島正晴 
高橋 靖 

食

品

工

学

科 

 

平18. 3.14 米菓講習会 米菓焼成工程の熱効率解析の影響 53 高橋 靖 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講 師 

園芸経営科 1 学年 野菜総論・果樹総論・花

卉総論 

(園芸品目の流通における

鮮度保持技術) 

4 佐藤嘉一 

稲作経営科 ２学年 農産加工論 

(米・大豆の加工技術) 

(野菜の加工技術) 

(果樹の加工技術) 

 

4 

4 

4 

 

諸橋敬子 

渡辺 聡 

佐藤嘉一 
 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

食品化学 30    30 大養寺真弓 

農産加工論    16 16 秋本隆司、吉井洋一、浅野聡、渡辺聡 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17. 8.22 新潟大学地域共同研究
センター 

食品・バイオセミナー 米の加工適性と加工技術 吉井洋一 

平 17.11.17 新潟大学農学部 講義「新潟の農業」 食品加工 吉井洋一 
平 18. 2. 2 関東東海北陸農業試験

研究推進会議 
流通加工部会 低アミロース米の特性を活用

した加工技術 
吉井洋一 

平 18. 3.15 新潟農業振興事務所 「新潟エキスパ－ト農業
者緊急育成事業」 

餅加工の現状と課題 諸橋敬子 

平 17.10.26 新潟県なまめん工業協
同組合 

桑葉粉末入り麺の技術講
習会 

桑葉の機能性・麺への加工適正 野呂 渉 
中島正晴 

平 17.11.25  新潟県蒟蒻協同組合 組合自主認証蒟蒻品質検
査 

蒟蒻の品質検査について 秋本隆司 

平 17.12. 8 新潟県豆腐商工組合 豆腐類の表示講習会 大豆新品種豆腐加工適正の検
討結果について 

秋本隆司 
 

平 18. 2.17 新津農業振興事務所 そば研修会 そばの基礎知識 野呂 渉 
秋本隆司 

平 18. 2.26 新潟県蒟蒻協同組合 新年総会 県産蒟蒻の品質について 秋本隆司 
平 18. 3.29 新潟県なまめん工業協

同組合 
定期総会 麺業界の研究情報 野呂 渉 

 
平 17. 6. 8 農業大学校 農産加工基礎研修 笹団子の理論と実際 高橋 誠 
平 17. 6.22 農業大学校 農産加工基礎研修 ジャムの理論と実際 高橋 誠 

江川和徳 
吉井洋一 
中村幸一 
渡辺 聡 
高橋 靖、 
諸橋敬子、 
高橋 誠、 
吉井洋一、 
渡辺 聡、 
大養寺真弓 

平 17. 9.15 新潟県製菓衛生師協会 製菓衛生師試験準備講習
会 

製菓理論、製菓実技 高橋 誠 

平 17.11.22 食品・流通課 グルテンを使用しない米
粉 100％パン製造技術講
習会 

米粉 100％パン製造技術講習
会 

高橋 誠 

平 18. 2. 8 職業能力開発協会 菓子製造技能検定 和菓子製造技能検定 中村幸一、 
高橋 誠 

平 17. 4.28 新潟県果樹振興協会 ル レクチェ追熟研修会 ル レクチェの追熟技術 佐藤嘉一 
平 17. 4.28 新津消費者協会 消費者協会講習会 青果物の鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 17. 7.31 JA 全農にいがた フルーツフェスティバル

2005 
果物の鮮度保持器と機能性 佐藤嘉一 

平 17. 8.20 JA 羽茂 あんぽ柿研修会 あんぽ柿の生産技術 佐藤嘉一 
平 17. 8.20 JA 羽茂 ギンナン研修会 ギンナンの鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 17.10. 3 JA 越後中央 出荷検討会 柿の脱渋技術 佐藤嘉一 
平 17.10.14 新潟県果樹振興協会 ルレクチエ追熟研修 ル レクチエの追熟技術 佐藤嘉一 
平 17.11.17 ユニオンフーズ（株） 乾燥技術講習会 各種乾燥技術と製品の特徴 佐藤嘉一 

平 17. 6.15 農業大学校  農産加工発展研修 漬け物製造 西脇俊和、 
浅野 聡 



120 

－ VI - 12 － 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17. 4.12 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油の賞味期限設定等 渡辺 聡 
平 17. 6. 3 県味噌技術会 統一仕込試験 大豆麹と高品質味噌の製造技

術 
渡辺 聡、 
下條 明 

平 17. 6.14 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油粕の脱塩・魚醤油製造等 渡辺 聡 
平 17. 6.29 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 

下條 明 
平 17. 7.27 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 

下條 明 
平 17. 8.24 県味噌技術会 新潟県味噌技術大会 廃棄物軽減・味噌製造技術 渡辺 聡 
平 17. 9. 6 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油粕の脱塩・魚醤油製造等 渡辺 聡 
平 17. 9.20 県味噌技術会 統一仕込試験 大豆麹と高品質味噌の製造技

術 
渡辺 聡、 
下條 明 

平 17.10.20 上越味噌醤油組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 17.10.24 越後味噌醤油組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡、 

下條 明 
平 17.10.25 中越醤油味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 17.11. 9 全国味噌組合 全国味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 17.11.14 越後味噌醤油組合 味噌技術研修会 ダシ入り味噌製造技術 渡辺 聡 
平 17.11.29 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 

下條 明 
平 17.12. 6 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 醤油粕の脱塩・魚醤油製造等 渡辺 聡 
平 17.12. 9 県味噌組合 味噌技術研修会 高品質味噌の製造技術 渡辺 聡、 

下條 明 
平 18. 1.18 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 

下條 明 
平 18. 1.25 越後味噌組合 講演会 食品の研究動向 渡辺 聡 
平 18. 2. 7 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 米醤油、魚醤油製造等 渡辺 聡 
平 18. 2.14 県味噌技術会 技術情報伝達講習会 味噌に関する最近の話題 渡辺 聡 
平 18. 3.14 越後味噌組合 青年部研修会 現地研修 渡辺 聡 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

丸山  栄 JA 越後ながおか 餅の製造方法及び衛生管
理 

平 17. 6.27～ 7.29 穀類食品科 

込山和哉 新潟薬科大学応用生命
科学部 

食品分析法・食品加工実験 平 17. 8. 8～ 8.12 園芸特産食品科 

石沢千晶 新潟薬科大学応用生命
科学部 

食品分析法・食品加工実験 平 17. 8. 8～ 8.12 園芸特産食品科 

小林真博 長岡工業専門学校 食品分析法・食品加工実験 平 17. 8.17～ 8.31 穀類食品科 

半澤かおり 新潟大学農学部 食品分析法・食品加工実験 平 17. 8.22～ 9. 2 穀類食品科 

高木康弘 新潟大学農学部 食品分析法・食品加工実験 平 17. 8.22～ 9. 2 穀類食品科 

安藤香織 新潟大学農学部 食品分析法・食品加工実験 平 17. 8.22～ 9. 2 食品工学科 

本間常泰 木徳新糧（株） 製粉工場の衛生管理 平 17. 9. 1～10.30 穀類食品科 

高野 久 （有）アグロカンパ
ニーこしじ 

餅の製造方法 平 17. 9.20～10. 5 穀類食品科 

松井勝美 （有）アグロカンパ
ニーこしじ 

餅の製造方法 平 17. 9.20～10. 5 穀類食品科 
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(7) 実地指導回数 

区  分 工場指導 来所指導 電話・メール指導 

米穀食品  7 100 559 

植物蛋白食品 22  90 417 

菓子甘味食品 12  52 166 

青果物流通  2 121 260 

園芸利用食品  5  97 126 

醸造食品 14 147 231 

生産工学  1  18 12 

生物機能工学  0  3 12 

合計 63 628 1,783 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 加茂市新栄町 2番 25 号 

    建物面積 延 4068.83ｍ2 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 5,015   1,193 27 3,795 
維持管理費 14,034   83  13,951 
経常研究費 3,312   1,517  1,795 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 519    519  
種苗供給・指導事業費 433     433 
政策研究費 9,430    7,155 2,275 
備品整備費 0      
施設整備費 0      
庁舎修繕費 0      
その他 285     285 
その他（他課事業） 1,164      
合   計 34,192 0 0 2,793 7,701 22,534 
注）その他（他課事業）は農業総合研究所費以外の予算。 
 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主任 

松本 伊佐尾 

角田 拡延 

荒木 いづみ 

園芸特産食品科 

 

 

 

 

 

参事 (園芸特産食品科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

 〃 

江村  学 

浅野  聡 

渡辺  聡 

下條  明 

佐藤 嘉一 

西脇 俊和 

穀類食品科 参事(穀類食品科長) 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

中村 幸一 

秋本 隆司 

吉井 洋一 

諸橋 敬子 

本間 紀之 

高橋  誠 

野呂  渉 

食品工学科 食品工学科長 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

星野  卓 

中島 正晴 

大坪 貞視 

佐藤 和人 

高橋  靖 

太養寺 真弓 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

４月１日付 

転 出 

 

 

 

 

転 入 

 

 

 

細川平太郎 

 

小川麻由美 

宍戸 功一 

 

江村  学 

 

星野  卓 

荒木いづみ 

新潟農業振興事務所 参事・農業企

画課長 

三条東高校 主任 

農業大学校研修センター 総括主任

講師 

参事・園芸特産科長 

 

食品工学科長 

総務課・主任 

参事・穀類食品科長 

 

総務課・主任 

穀類食品科・主任研究員 

 

農業大学校 農学部教授兼園芸経

営科長 

農総研 基盤研究部専門研究員 

吉田病院 主任 
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－ VI - 15 － 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

４月１日付 

転 入 

所 内 

 

 

 

退 職 

 

下條  明 

松本伊左尾 

中村 幸一 

大養寺真弓 

野呂 渉 

江川 和徳 

小林 祐介 

園芸特産食品科 主任研究員 

センター長 

穀類食品科長 

食品工学科 主任研究員 

穀類食品科 研究員 

－ 

－ 

肥飼料検査所 主任 

参事・園芸特産食品科長 

食品工学科長 

園芸特産食品科 研究員 

食品工学科 研究員 

センター長 

臨時的任用職員 
 
 (5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

なし  
 
(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 
平成１７年度農業
中核研究員養成研
修 

浅野 聡 試験研究担当者とし
ての資質向上 

平成17年 11月 16日 
～11 月 18 日 

農林水産技術会議事
務局 

   
(7) 参観者数 

行政関係 食品企業関係 農業関係 そ の 他 合    計 

1 回 2 回 4 回 3 回 9 回 

2 人 2 人 31 人 44 人 79 人 

 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

米粉の製造方法及びその利用食品 有坂将美 
  他２名 

平02-173670 
平02.06.29 

(平04-73979 平04.11.25) 第1866267号 
平06.08.26 

柿羊かんとその製造方法 中村幸一 
  他１名 

平03-349335 
平03.11.01 

(平07-016360 平07.03.01) 第2014578号 
平08.02.02 

乳酸菌を利用した米の処理方法及びそ 
の米を利用した加工食品並びに低タン 
パク質米飯の製造方法 

江川和徳 
  他１名 

平05-44290 
平05.01.25 

(平06-217719 平06.08.09) 第2706888号 
平09.10.17 

食品、米及び豆類の処理方法並びに当 
該処理方法により処理された米及び豆 
類を使用した加工食品 

江川和徳 
  他２名 

平07-354087 
平07.12.29 

(平09-182564 平09.07.15) 第 3053565 号 
平 12.04.07 

米粉及び米磨砕乳液の製造方法 江川和徳 
  他２名 

平07-354088 
平07.12.29 

(平06-217719 平06.08.09) 第 3061561 号 
平 12.04.28 

冷凍サイクルを用いた追熟システム(共 
同) 

浅野 聡 
  他１名 

平09-043956 
平09.02.27 

(平10-234293 平10.09.08) 第 3413046 号 
2003.03.28  

米に付着した細菌及び酵母菌を除去す 
る細菌及び酵母菌の除去方法並びに低 
タンパク質米の製造方法 

江川和徳  
  他２名 

平09-187641 
平09.06.28 

(平11-9204 平11.01.19) 第 3174747 号 
2001.03.30 

サワーブレッドの製造方法 
（共同） 

中村幸一 
 他１名 

平10-98352 
平10.03.25 

(平11-266775 平11.05.25) 第 3180900 号 
2001.04.20 

小麦粉の代替品となる米粉の製造方法 
及び当該米粉を使用した加工食品 

江川和徳 
 他３名 

平10-358139 
平10.12.16 

(2000-175636 平 12.06.27) 第 3076552 号 
平 12.06.09 
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－ VI - 16 － 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

柿渋利用食品の製造方法及び米加工品 
の製造方法 

江川和徳 
  他７名 

平10-358871 
平10.12.17 

(2000-175639 平 12.06.27) 第 3086679 号 
平 12.07.07 

粳米加工製品の製造方法、餅状整形体 
の製造方法及びα粉の製造方法 

江川和徳 
  他３名 

平10-374365 
平10.12.28 

(2000-189086 平 12.07.11) 第 3295654 号 
2002.04.05 

アミノペプチダーゼ及びその製造法（共
同） 

西脇俊和 
 他２名 

平11-355619 
平11.12.15 

(2001-169779 2001.06.26) 第 3388264 号 
2003.01.17 

米の処理方法 江川和徳 
  他３名 

2000-89096 
平12.03.28 

(2001-269127 2001.10.02)  

サクラの赤色色素を用いた食品の着色 
方法及びモモの赤色色素を用いた食品
の着色方法 

中村幸一 
  他４名 

2000-89097 
平12.03.28 

(2001-269134 2001.10.02)  

イチゴ培養細胞を用いたアントシアニ
ンの製造方法 

浅野 聡 
 他５名 

2000-99688 
平12.03.31 

(2001-275694 2001.10.09)  

高機能食品及びその製造方法 諸橋敬子 
 他３名 

2000-99689 
平12.03.31 

(2001-275612 2001.10.09) 第 3425406 号 
2003.05.02 

豆乳カードの製造方法 金井政人 
 他３名 

2000-124440 
平 12.04.25 

(2000-312564 2000.11.14) 第 3533144 号 
2004.03.12 

マイタケを用いた高機能食品の
製造方法 

吉水 聡 
 他５名 

2000-156548 
平 12.05.26 

(2001-333732 2001.12.04)  

米菓の製造方法（オーブン利用） 鍋谷隆史 
 他２名 

2000-357179 
平 12.11.24 

(2002-153215 2002.05.28)  

高イソフラボン含有豆腐の製造方法及
び高イソフラボン含有豆腐 

楠 正敏 
 他２名 

2000-360725 
平 12.11.28 

(2002-159274 2002.06.04)  

米菓の製造方法（温水に浸漬） 吉井洋一 
 他２名 

2000-385540 
平 12.12.19 

(2002-186426 2002.07.02)  

大豆を用いた調味料の製造方法 渡辺 聡 
 他２名 

2001-220953 
H13.07.23 

(2003-024003 2003.01.28)  

味噌の製造法 渡辺 聡 
 他４名 

2001-289224 
H13.09.21 

(2003-093012 2003.04.02) 第 3624213 号 
2004.12.10 

大豆粉砕物の製造方法及び大豆
含有食品 

中村幸一 
 他１名 

2001-218512 
H13.07.18   

(2003-023989 2003.01.28) 第 3590951 号 
2004.09.03 

テロメラーゼ阻害剤及び食品組
成物 

大坪貞視 
 他２名 

2001-256589 
H13.08.27 

(2003-061615 2003.03.04)  

沢庵臭の除去方法 西脇俊和 
 他１名 
 

2002-208202 
H14.07.17 

(2004-049040 2004.02.19)  

菓子の製造方法 中村幸一 
 他３名 

2002-221757 
H14.07.30 

(2004-057110 2004.02.26)  
 

柿渋の製造方法 佐藤嘉一 
 他１名 

2002-231968 
H14.08.08 

(2004-065174 2004.03.04) 第 3629563 号 
2004.12.14 

抗菌剤および抗歯周病剤 佐藤和人 
 他４名 

2002-364053 
H14.12.16 

(2004-196672 2004.07.15)  

パン製造用の米粉及び米粉を用
いたパンの製造方法 

中村幸一 
他１名 

2004-64815 
H16.03.08 

  

抗肥満剤、医薬品及び飲食品 中島正晴 
 他１名 

2005-76302 
H17.03.17 
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－ VI - 17 － 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

花弁とガクの分離装置及びその
花弁 

高橋 靖 
  他２名 

2005-377472 
H17.12.28 

  

 

(9) 栄 誉 

    なし 
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－ VI - 18 － 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VII 高冷地農業技術センター 組

高冷地農業技術センター長

庶  務 

地域農業研
織構成図
 

 

究 



128 

－ VII - 2 － 

目 次 

１ 研究概要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧･･･････････････････････････････････････････････････････････ VII-3 

 (2) 研究成果及び調査事業概要･･･････････････････････････････････････････････････････････ VII-3 

 

２ 研究成果 

 (1) 新技術情報 

  ア 普及に渡した技術情報･････････････････････････････････････････････････････････････ VII-4 

  イ 研究成果情報 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-4 

 

 (2) 研究発表 

  ア 学会誌等投稿 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-4 

  イ 講演発表 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-4 

 

３ 技術援助及び行政対応活動 

 (1) 指針及び行政関係資料の執筆･････････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 (2) 成果発表、研修会、関係会議等･･･････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 (3) 農業大学校 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 (4) 農業技術学院 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 (5) その他講師派遣 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 (6) 研修生受け入れ ････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-5 

 

４ 総務報告 

 (1) 施 設 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-6 

 (2) 事業予算 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-6 

 (3) 職員一覧 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-6 

 (4) 職員の異動 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-6 

 (5) 購入研究備品及び施設建設･･･････････････････････････････････････････････････････････ VII-6 

 (6) 派遣研修者 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-7 

 (7) 参観者数 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-7 

 (8) 無体財産権など ････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-7 

 (9) 栄 誉 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-7 

 

５ 気 象 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ VII-8 

 



129 

－ VII - 3 － 

１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 雪等の地域資源利用による地域特産品の新差別化技術の

開発 

701  ア 地中冷房システムによる新作型の検討 

702  イ 地中冷房システム利用技術の開発 

 

平15～17  

 

高冷地農技 

     〃 

県事 703 (2) 大豆奨励品種決定調査 

 

昭54～ 高冷地農技 

国委 704 (3) 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 

 

平15～ 高冷地農技 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

701 地中冷房システムによる新作型の検討 

 (横山(泰)) 

雪ムロから排出される融雪水を利用した地中冷房

システムを利用して夏期にイチゴの四季成り性品種

「ペチカ」を栽培した。高温期に地中冷房を行うこと

により、地温が低下し、秀品果収量は冷房区が高いよ

うに思われた。また冷房区では１果重が増加し、小果

が減少するなど、規格が向上する傾向がみられた。そ

の効果は冷房期間後で顕著であった。ただし本年度は

全区共低収量でった。 

702 地中冷房システム利用技術の開発 (横山(泰)) 

冷水管を地表面に設置する冷房方式は、地下 10cm

地温及びうね地上５cm の気温を低下させ、その冷却

効果は夜間の方が高かった。水平位置の分布ムラは若

干あるが小さかった。本システムは真夏日においても

設定温度内で制御が可能である。しかし本試験は小面

積での試験であるので、うねが長くなった場合の入水

部から排水部までの温度ムラに関しては不明である。 

703 大豆奨励品種決定調査 (横山(泰)) 

準高冷地に適した大豆品種の選定に向け、晩生系統

１品種、小粒種２品種を検討した。本年度は９月下旬

より10月上旬にかけて降雨が多く、この時期に成熟期

を迎えた品種はムレ、霜害により品質が低下した。供

試品種のうち晩生系統の東山199号がやや有望であっ

た。小粒品種の東山204号、東山207号は再検討とした。 

704 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験(横山(和)) 

北海道立十勝農業試験場から配布の17品種･系統に

ついて、ウイルス病に対する抵抗性の程度を検定し

た。全生育期間を通してアブラムシの発生は確認でき

なかった(観察７月11日、７月25日、８月11日)。開花

期（８月11日）及び着莢期（９月１日）の発病調査に

おいて発病は確認できなかった。
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成18年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大  

 
高冷地農技、作物研・栽
培科、佐渡農技、食品研 
・穀類食品科  

 
1 

【活用技術】 
中山間地域における宿根草の生育特性把握と切り花用品目の選定 

 
高冷地農技、中山間農
技 

 

イ 研究成果情報 

(ア)研究情報 (平成18年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 ユリ球根養成における茎刈り取り処理による切り花ボリュームの制御 高冷地農技 
 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成17年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 【技術】  

 (参考) アスパラガス長期立茎栽培における収穫開始1～3年目の立茎開始時期 高冷地農技、 

園芸研 栽培・施設科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

 ア 学会誌等投稿 
   該当なし 
 
 イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 開催年月日

高冷地特産ニンジンの食味を向上させる貯蔵・加工技術 
（横山和男） 

農芸化学学会関東支部  平17.11.02

融雪水を利用した夏秋どりイチゴの生産安定 
（横山泰之） 

園芸学会北陸支部  平17.11.17
～18 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平18.1 大竹孝夫 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 
開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 
平17. 7.20 平成17年度試験研究成果発表会（中山間農技と合同） 100 横山和男 

 
(3) 農業大学校 
  該当なし 
 
(4) 農業技術学院 
  該当なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平17.8.1 園振協中魚沼支部園芸部会 中魚沼アスパラガス研修

会 

アスパラガス栽培技術

指導 

大竹孝夫 

平18.3.8 ＪＡ津南町 津南町アスパラガス研修

会 

アスパラガス栽培技術

指導 

横山和男 

大竹孝夫 

平18.3.16 十日町農業普及指導センタ

ー 

十日町地域ユリ切り花技

術検討会 

ユリ栽培技術指導 堀本貴則 

 
(6) 研修生受け入れ 

  該当なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

      所在地 中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

      敷地面積 46,541.32ｍ2(圃場面積3.35ha) 

      建物面積 1,452.79ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財  源  別 
科    目 予算額 

国庫 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,395   806 39 1,550 

維持管理費 3,843   12  3,831 

経常研究費 1,459   700  759 

ほ場・飼育管理費 725     725 

受託試験費 1,911    1,911  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,400      

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 1,280      

合   計 14,013 0 0 1,518 1,950 6,865 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務) 

(研究) 

 センター長 

 副  参  事 

 専門研究員 

 主任研究員 

長井 隆 

石野 勇 

横山 和男 

大竹 孝夫 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

横山 泰之 

堀本 貴則 

桑原 義久 

樋口 晴人 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成17年 

４月１日

付 

転 出 

 

 

転 入 

鈴木 一好 

安藤 健介 

 

長井 隆 

堀本 貴則 

農総研・副所長兼企画情報部長 

新潟農業振興事務所・主任普及指

導員 

高冷地農技・センター長 

高冷地農技・研究員 

高冷地農技・センター長 

高冷地農技・主任研究員 

 

農総研・基盤研究部長 

糸魚川地域振興部農業振興部・改

良普及員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

なし  
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(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 

短期集合研修 数

理統計（基礎編Ⅰ・

基礎編Ⅱ） 

堀本 貴則 農林水産試験研究の

ための統計的手法の

について研修 

平成17年11月7日 

～11月11日 

（独）農業・生物特

定産業技術研究機構 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 

7回 165名 2回 47名 3回 16名 228名 

 

(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気  象 

観測場所：農業総合研究所・高冷地農業技術センター 

    （中魚沼郡津南町中深見、北緯36度59分、東経138 度41分、標高452m） 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 積雪深(cm) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

平17 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

平18 1 

 2 

 3 

7.3 

13.0 

20.5 

21.8 

23.9 

20.4 

14.2 

6.6 

-1.5 

-2.9 

-1.0 

1.6 

7.8 

14.2 

18.5 

22.0 

23.4 

18.9 

12.7 

7.0 

1.6 

-1.3 

-1.5 

1.5 

12.7 

18.3 

24.8 

25.7 

28.1 

24.6 

17.9 

10.8 

1.1 

0.0 

3.1 

5.8 

12.5 

19.1 

22.5 

25.8 

27.6 

22.7 

16.7 

10.9 

4.8 

1.4 

1.4 

4.9 

2.0 

8.0 

16.9 

18.6 

20.8 

16.8 

10.6 

3.2 

-4.3 

-7.5 

-5.7 

-2.5 

3.5 

9.4 

14.9 

18.8 

19.8 

15.5 

9.0 

3.4 

-1.2 

-4.3 

-4.9 

-2.1 

41 

60 

122 

254 

399 

248 

104 

187 

456 

321 

132 

140 

81.5 

105.3 

136.5 

177.8 

155.0 

183.1 

147.4 

160.3 

207.5 

237.4 

172.6 

113.8 

184.5 

141.0 

109.0 

82.6 

121.2 

131.5 

96.4 

97.6 

59.6 

53.4 

82.1 

130.6 

157.2 

149.4 

96.8 

105.0 

146.1 

99.6 

118.6 

107.4 

90.7 

68.7 

76.3 

111.1 

156.2）

0.0） 

- 

- 

- 

- 

- 

0.8 

167.1） 

343.8 

358.0 

291.3 

90.3 

3.1 

- 

- 

- 

- 

- 

2.8 

41.3 

144.1 

228.8 

205.7 
 (注) 1 気温・降水量・日照時間の平年値は気象台の平均値を示す。 
 2 気温については月間平均値を、降水量、日照時間については月間合計値を示す。 
 3 積雪深は午前９時積雪深の平均値を示す。 
 4 積雪深の平年値は午前９時積雪深の過去30年間(昭46年11月～平13年5月)の平均値を示す。 
 5 ）は準完全値（資料数の割合が80％以上）。 
 

 

(2) 雪の総括 

根雪初日 根雪終日 根雪日数（日） 最深積雪(cm) 同左月日 

当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 

平16 平17 平16 平16 平17 

12.21 5.3 134 369 2.12 

平17 平18 平17 平17 平18 

11.9 

12.9 

5.10 

4.24 

183 

136 

416 

296 

2.5 

2.14 

 

(注) 平年は昭和50年11月～平15年4月の平均値を示す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VIII中山間地農業技術センター  組織構成図 

中山間地農業技術センター長 

庶  務 

地域農業研究 
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－ VIII - 3 － 

１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (1) 中山間地域特産園芸品目の高品質安定生産技術の確立 

 ア カリフラワー花芽分化要因の解明と異常花らい発生回避

法の開発 

801  （ア）カリフラワーの花芽分化時期の検討 

     イ 魚沼を対象としたスイカの１株４果どり技術の開発と小

玉スイカ栽培技術の確立 

802  （ア）小玉スイカの品種比較 

803 （イ）小玉スイカの２番果の収穫方法の検討 

   ウ ブルーベリーの多雪地域向け優良品種の選定 

804 （ア）露地栽培における品種特性と栽培性 

805 （イ）ポット栽培における品種特性と栽培性 

806 （ウ）ブルーベリーの果実色素成分調査 

   エ ヒガンバナの野鼠被害軽減効果の検証と大量増殖法の確

立 

807 （ア）ヒガンバナのアレロパシー効果の確認 

平 16～18 

 

 

〃 

 

 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要

801 カリフラワーの花芽分化時期の検討 (大井) 

魚沼地域の主要カリフラワー品種の花芽分化と葉

数分化、定植からの日数及び気温との関係を調査した。

本年度の調査ではカリフラワーの花芽分化と葉分化数、定植

からの日数および気温との関係は判然としなかった。                      

802 小玉スイカの品種比較 (長谷川) 

姫甘泉より着果率、外観評価、秀品率、食味が優る

ＴＢＣ99 や姫甘泉５号が有望と思われる。また、ひ

とりじめＬは糖度が低く、果肉色が薄いが、外観評価

が高く空洞の発生がなくシャリ味が優れていた。 

803 小玉スイカの２番果の収穫方法の検討(長谷川) 

放任区の方が秀品率や外観評価がやや落ちるが、肥

大性があり労力がかからず実用的であった。 

804 露地栽培における品種特性と栽培性 (上林) 

ブルーベリーのポット栽培において、生育が劣るこ

とはなかったため、ポット栽培は可能であり、冬期間

の移動によって多雪地で問題となる雪害も防止でき

ると考えられる。 

805 ブルーベリーの果実色素成分調査票 (上林) 

ブルーベリーのポット栽培において、生育が劣るこ

とはなかったため、ポット栽培は可能であり、冬期間

の移動によって多雪地で問題となる雪害も防止でき

ると考えられる。 

806 ブルーベリーの果実色素成分調査 (上林) 

機能性成分であるアントシアニンの果実含量と組

成比を調査した。その結果、品種や栽培方法によって

異なると思われる。 

807 ヒガンバナのアレロパシー効果の確認(長谷川) 

ヒガンバナによる野鼠の被害軽減効果は確認でき

なかった。また、野鼠のヒガンバナへの摂食はなかっ

た。 
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－ VIII - 4 － 

２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報（平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】 

(なし) 

 

 

1 

 

2 

 

3 

【活用技術】 

水稲育苗用装備を利用した“ひめいわだれそう”マット苗の大量育苗法 

 

中山間地域における宿根草の生育特性把握と切り花用品目の選定 

 

黒ポリマルチを利用した”ひめいわだれそう”導入１年目の雑草対策 

 

中山間地農技、 

農総研 基盤研究部 

中山間地農技、 

高冷地農技 

中山間地農技 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報（平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 (なし)  

 

   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

   なし 

 

 イ 講演発表 

   なし 
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－ VIII - 5 － 

３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 17.4 

平 17.6 

平 17.7 

平 17.8 

平 18.2 

平 18.3 

大井克則 

大井克則 

大井克則 

大井克則 

大井克則 

大塚英昭 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 17.7.20 平成 17 年度試験研究成果発表会 50 人 長谷川秀夫など 

 

(3) 農業大学校 

  なし 

 

(4) 農業技術学院 

  なし 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.7.28 ＪＡ十日町 松之山山菜組合総会 当センターの山菜研究概要に

ついて 

大井克則 

平 17.8.24 にいがた産業創造機

構 

第１回ブランド・ニイガタ食

品開発研究会 

オヤマボクチの栽培方法及び

繊維の効率的な取り出し方法

について 

長谷川秀夫 

平 17.12.21 長岡地域振興局農林

振興部 

１年草・宿根切り花研修会 宿根草切り花について 大塚英昭 

平 18.3.16 十日町地域振興局農

林振興部 

オリエンタル系ユリ生産技術

研修会 

オリエンタル系ユリの養成栽

培技術について 

大塚英昭 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 新潟県北魚沼郡川口町牛ケ島 135-1 

    建物面積 4,182 ｍ2（2,436 ｍ2） 

    圃場面積 畑 6.0 ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 3,178   47 31 3,100 

維持管理費 6,152     6,152 

経常研究費 1,142     1,142 

ほ場・飼育管理費 1,721     1,721 

受託試験費 559    559  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,355      

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

その他（他課事業費） 497      

合   計 15,604 0 0 47 590 12,115 

注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職  名 氏  名 所  属 職  名 氏  名 

 

(庶務) 

 

(研究) 

 

センター長 

副参事 

技術員 

専門研究員 

主任研究員 

里村 孝一 

高橋 廣敏 

青木 忠 

長谷川 秀夫 

大井 克則 

(研究) 主任研究員 

職員 

技術員 

〃 

大塚 英昭 

上林 千裕 

大渕 昇 

廣井 一 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

4 月 1 日付 

転 入 里村孝一 

大井克則 

中山間地農技・センター長 

中山間地農技・主任研究員 

村上地域振興局農林振興部・参

事・企画振興課長 

上越地域振興局農林振興部・主任

改良普及員 

 転 出 小林好雄 

渡辺祐輔 

農業大学校・校長 

園芸研究センター・研究員 

中山間地農技・センター長 

中山間地農技・研究員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

  なし 

 

(6) 派遣研修者 

  なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合 計 

170 名 36 名 59 名 265 名 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 

 

 

発明者 

 

 

出願番号 

出願年月日 

 

   特許広報広告 

年月日・番号 

（公開広報 番号・年月日） 

特許登録番号・年月日 

 

 

紙シルクの製造装置及び紙

シルクの製造方法 

吉原常男 

外１名 

平 11-133028 

平 11.5.13 

(2000-316422 平 12.11.21) 

 

第 3306025 号 

 平 14.5.10 

緑化工法 横山和男 

外３名 

2001-136651 

平 13.5.7 

(2002-330622  平 14.11.19)  

育苗採取方法とその貯蔵方

法 

横山和男 

外３名 

2001-136650

平 13.5.7 

(2002-330626  平 14.11.19)  

 

(9) 栄 誉 

なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・中山間地農業技術センター 

  (北魚沼郡川口町牛ケ島 135－1、北緯 37 度 17 分、東経 138 度 51 分、標高 135m) 

本年値：平 17、平年値：昭和 59～平 16 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr） 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1   -0.2   -0.1    2.7    3.0   -2.5  -2.8   708.0  427.9   46.0   45.2 

2   -0.4    0.1    2.7    3.8   -3.0  -3.1   451.5  287.9   34.6   66.5 

3    1.5    2.9    6.0    7.5   -2.0  -1.2  334.5  179.2   72.4  110.9 

4    6.9    9.4   14.3   15.7    1.2   3.8   70.0  104.1  165.6  157.0 

5   13.6   15.7   19.9   21.5    7.9   10.3   79.5  123.0  136.7  162.1 

6   21.2   20.1   26.4   24.9   17.1   15.8  284.5  163.4   90.4  115.0 

7   22.8   23.9   27.1   28.4   19.6   20.0  195.0  223.5   65.7  131.8 

8   24.9   25.3   29.9   30.3   21.6   21.0  361.5  162.0  134.1  175.8 

9   21.5   20.9   26.3   25.4   17.6   17.0  107.5  176.8  127.4  116.6 

10   15.1   14.3   19.7   19.2   11.6   10.2  153.0  185.0   80.6  115.4 

11  7.5    8.3   12.1   13.0    4.2    4.1  383.5  273.0   64.1   81.6 

12  0.1    2.8    2.6    6.4   -1.9   -0.2  707.5  379.9   31.9   59.1 

年計   11.3   12.0   15.9   16.7    7.7    8.0 3836.0 2695.7 1 1054.9 1337.0 

(注) 1 気温、積雪深については平均値、降水量、日照時間については合計値である。 

   2 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪溢水式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 46～平 13 の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

11.16 11.18 4.25 4. 3 12. 1 12.18 5. 1 4.15 152 120 287 233 2. 6 2.11 

(注) 雪に関するデータについては、当該年度秋から翌年消雪（平 17～平 18 消雪）を本年値とする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IX 佐渡農業技術センター 
 

組

佐渡農業技術センター長

庶  務

作物研

園芸研

地域農業研究
織構成図
 

究グループ 

究グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

県事 901 (1) 水稲奨励品種決定調査 昭 35～ 作 物 

県事 902 (2) 大麦奨励品種決定調査 昭 53～ 作 物 

県事 903 (3) 大豆奨励品種決定調査 昭 52～ 作 物 

県事 904 (4) 酒米新品種「越淡麗」の施肥法 平 17 作 物 

経常     (5) 佐渡産米の高品質および環境保全型水稲栽培技術の確立 

     ア 佐渡産米の良食味、高品質栽培技術の開発 

905   (ア) 水条件不利地におけるコシヒカリ安定栽培技術の検討 

906   (イ) コシヒカリ穂肥施肥法の改善 

907   (ウ) 佐渡における「こしいぶき」安定栽培 

908   (エ) 「新潟 71 号」の施肥及び裁植密度との関係 

     イ 環境にやさしい栽培法の検討 

909 (イ) 佐渡における水田抑草資材の検討 

     ウ  水稲の生育診断、予測技術と情報の提供 

910   (ア) 水稲気象感応調査 

 オ 大豆等の生育診断と地域情報の提供 

911   (ア) 大豆気象感応調査 

912   (イ) 景観形成・荒廃防止を目的として佐渡に適する夏そば

の選定 

913   (ウ) 佐渡に適する夏そばの選定 

 

 

平 15～17 

平 8～ 

平 15～17 

〃 

 

〃 

 

昭 47～ 

 

昭 60～ 

平 15～17 

 

平 17 

 

 

作 物 

  〃 

  〃 

  〃 

 

〃 

 

  〃 

 

  〃 

〃 

   

〃 

受託     (6) 水稲新農薬の適応試験 

914  ア 新除草剤の適応性試験 

 

平 17 

 

作 物 

経常     (7) おけさ柿と佐渡野菜のブランド化のための技術開発 

 ア 佐渡おけさ柿の簡易な大玉生産方法の確立 

915   (ア) 大玉生産を可能にする栽培方法の検討 

916   (イ) 環状剥皮による早期着色、大玉生産 

917   (ウ) 選果データの解析による大玉・高収益生産技術の解明 

イ 佐渡おけさ柿の効果的な減農薬方法の開発 

918   (ア) 病害虫防除実証 

919   (イ) カバークロップによる除草作業の軽減 

920   (ウ) 病害虫発生予察 

ウ 佐渡地域における多様なかき品種の特性把握 

921   (ア) 生態生育調査 

922   (イ) 朱鷺乙女の特性調査 

923 (ウ) 多様な品種の特性調査 

924 (エ) 気象災害被害樹の影響調査 

エ 春季における露地野菜の高品質安定栽培のための技術開

発 

925   (ア) ハクサイにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

926   (イ) レタスにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

 

 

平 17～19 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

平 8～ 

平 12～ 

平 16～ 

平 17 

 

 

平 17～19

平 17～19 

 

 

園 芸 

 〃 

  

〃 

 〃 

 〃 

  

 〃 

 〃 

  

 〃 

〃 

 

 

〃 

〃 
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予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

受託    カ 新農薬実用化試験 

927   (ア) ハマキムシ類の防除効果の確認 

 

平 17 

 

園 芸 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

901 水稲奨励品種決定調査 (金井・佐藤) 

極早生１系統、早生２系統、中晩生７系統を供試し

た。中晩生２系統を有望、早生２系統、中晩生４系統

をやや有望とした。 

902 大麦奨励品種決定調査 (金井) 

１系統を供試し、「北陸皮 35 号」を再検討とした。 

903 大豆奨励品種決定調査 (金井) 

極小粒４系統を供試し、いずれも再検討とした。 

904 酒米新品種「越淡麗」の施肥法 (佐藤・金井) 

１回目と２回目の穂肥量を変えて検討した結果、出

穂期の SPAD 値が高いほど、玄米タンパク含有率は高

くなり、胴割れ率は低くなるため、出穂期の SPAD 値

の目安は 36 と考えられた。収量・品質の面から穂肥

は1kgずつを出穂の18日前と10日前の施用が良いと

考えられた。 

905 「コシヒカリ」の現地調査 (佐藤・金井) 

水不足地域の「コシヒカリ」の現地調査を行った結

果、田植え直後から深水管理となり、初期分げつの発

生は少なく、生育が後ずれした。前年の潮風害の影響

はみられなかった。場内試験では栽植密度 21 株が品

質が良かった。 

906 コシヒカリ穂肥施肥法の改善 (金井) 

コシヒカリ２回目穂肥の種類、時期、量について検

討した。施肥法としては概ね慣行で良かったが、施用

量を多くすることで収量や千粒重が高まる傾向が見

られた。 

907 佐渡における「こしいぶき」安定栽培 (金井) 

基肥量、栽植密度、穂肥について検討した。基肥量

は概ね慣行で良く、栽植密度は 18 株／ｍ２より 21 株

／ｍ２の方が茎数、穂数、収量が多く、優位であった。 

908 「新潟 71 号」の施肥及び裁植密度との関係 

 (佐藤・金井) 

大豆跡用水稲優良系統「新潟 71 号」の生育につい

て水稲連作ほ場及び大豆跡ほ場で検討した結果、収量

600kg/10a を超えると品質が低下し、また、１穂籾数

が多いと千粒重が低下した。施肥法としては基肥4kg、

穂肥は１kg ずつを出穂 23 日前と 14 日前の施用が良

かった。 

909 佐渡における水田抑草資材の検討(佐藤・金井) 

水稲除草剤に代わる除草方法として米ぬかペレッ

ト、菜種油かす、ドジョウついて検討した結果、ドジ

ョウを６kg/a 投入することにより高い抑草効果が認

められた。また、菜種油かすのコナギに対する抑草効

果が認められた。 

910 水稲気象感応調査 (佐藤・金井) 

水稲基幹栽培品種の生育状況を定期的に調査し、気

象と生育、作柄情報を関係機関に提供した。生育期間

を通じやや茎数は少なめに推移し、初期生育は劣った

がその後回復し、収量は平年並みであった。品質は平

年並み～やや劣った。佐渡の作況指数は 99 であった。 

911 大豆気象感応調査 (金井) 

エンレイの播種期ごとの生育経過や収量調査を行

い、関係機関に情報提供した。６月下旬の豪雨により

標準播と遅播で湿害を受け、９月７～８日の台風によ

り潮風害が発生した。収量は平年並みに近かったが、

変質粒や奇形粒が多かった。 

912 景観形成・荒廃防止を目的として佐渡に適する夏

そばの選定 (金井) 

秋そば用品種を供試した。５月中旬以前の播種によ

り、２か月間程度開花が続くため、景観形成作物とし

て利用可能と思われた。 

913 佐渡に適する夏そばの選定 (金井) 

センター圃場と現地圃場で「北陸３号」の生育特性

を調査した。生育、収量は「キタワセソバ」と大差は

ないが、容積重がやや大きい傾向があった。現地では

製麺性が良好との感想が得られた。 

914 新除草剤の適応性試験 (佐藤・金井) 

移植栽培の一発処理剤 20 剤、中後期剤１剤につい

て検討した結果、17 剤を実用可能と判定した。 

915 大玉生産を可能にする栽培方法の検討 （伊藤） 

収穫時果重と７月 25 日葉色との相関関係が最も高

く、目標果重 210g とした場合の葉色は SPAD 値で 54

程度と考えられた。葉色は基部径が太い側枝、主枝等

の基部に着生している側枝が濃かった。収穫時果重と

側枝形質の関係では、基部径が細い側枝は、側枝長が

短め、または先端１年枝長が長い側枝が大玉となり、

基部径が太い側枝は、側枝長が長め、または先端１年

枝長が短い側枝が大玉となる傾向がみられた。 

916 環状剥皮による早期着色、大玉生産  （伊藤） 

側枝基部を環状剥皮すると早熟でかつ大玉となっ

た。その効果は側枝形質に関係なく安定していた。た

だし、通常の脱渋方法では果実が軟化しやすくなり、

また、剥皮した側枝は翌年使えない点に留意する必要

があると考えられた。 
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917 選果データの解析による大玉・高収益生産技術の

解明                （伊藤） 

佐和田地区から選果データのうちＬ以上比率と10a

当たり収量を基準に 12 園地を抽出し、樹冠の占有率、

枝の混み具合、骨格枝の形成方法、樹勢、果実肥大を

調査した。収量については幹や主枝の太さ、主枝の長

さと太さの比率が、Ｌ以上比率については主枝の屈曲

度や２年枝以上の枝の総延長、１年枝の密度、８月中

旬の果実肥大が関係のある要因として考えられた。ま

た、果実肥大については８月中旬の葉色、主枝の長さ

や太さから推測できると考えられた。 

918 病害虫防除実証           （伊藤） 

慣行 19 成分（うち除草剤２剤）に対し 11 成分と６

成分の防除効果について検討した。全体では円星落葉

病の発生はみられなかったが、カメムシ類とハマキム

シ類の被害がみられた。成分数が少なくなるほどすす

点病とカイガラムシ類の被害が増加した。特に減農薬

３年目の６成分区ではカイガラムシ類の被害果率が

年毎に高くなる傾向がみられた。全般的に実用性はあ

ると考えられた。ただし、気象災害等による突発的な

防除の追加を検討する必要があると考えられた。 

919 カバークロップによる除草作業の軽減 （伊藤） 

減農薬区の抑草手段としてナギナタガヤ、ヘアリー

ベッチ、ヒメイワダレソウによるグランドカバーの手

法を検討した。ナギナタガヤ、ヘアリーベッチは７月

上旬まで、ヒメイワダレソウは通年で抑草効果がみら

れた。ただし、ヘアリーベッチは繁茂すると作業性が

劣った。 

920 病害虫発生予察           （伊藤） 

チャノキイロアザミウマの発生確認は７月第６半

旬で遅かった。総誘殺数は５頭で平年比２％だった。

気温の経過と発育有効積算温度から発生を予測でき

ると考えられた。 

チャバネアオカメムシの越冬世代を５月第５半旬

に確認し、総誘殺数は 19 頭で過去５年間の平均値と

比較して 25％と少なかった。９～10 月にはクサギカ

メムシ、ツヤアオカメムシも誘殺された。総合的な生

態の把握が必要と考えられた。 

チャハマキ、チャノコカクモンハマキは７月以降、

３～４回の誘殺盛期がみられ、誘殺数も多かった。ほ

場でも過去にはみられなかった被害が確認され、性

フェロモントラップにより、発生時期、発生量、防除

の要否が判定できると考えられた。 

ハスモンヨトウは初発確認が前年並の６月第１半

旬で、総誘殺数は前年比 50％の 502 頭だった。ただ

し、９月から収穫期まで、ほ場での産卵、ふ化、弱齢

幼虫による加害がみられた。 

921 生態生育調査            （伊藤） 

発芽、展葉は平年より２～３日遅く、新梢停止は６

日遅かった。母枝当たり新梢長は短く、新梢数、展葉

数は多く、着らい数は少なく、着らい枝率は低く、前

年８月 20 日の台風による早期落葉被害の影響がみら

れた。満開は６月 10 日で平年より３～５日遅かった。

葉色は９月下旬まで増加した。着色始日は平年並みだ

が､頂部着色 5.0 到達日は平年並みで､果実てい部の

着色進展は平年より２日程度早かった。果重は平年並

みだったが、糖度は平核無は平年並み､刀根早生は平

年より１度低かった。日持ち日数は両品種とも平年よ

り２日程度長かった。ただし、10 月中旬までに収穫

された平核無は、通常の脱渋方法では軟化が早まった。 

922 朱鷺乙女の特性調査         （伊藤） 

「刀根早生」と比較して各生態要期は差がなかった。

着らい数、着らい枝率とも近年より極端に低下し、前

年８月 20 日の台風による早期落葉被害の影響が「刀

根早生」より強く現れたと考えられた。糖度は 14.5

度で品種の標準並みだったが、収穫期、果実肥大は品

種の特性が現れず、着らい､生理落果は品種固有のも

のか前年の早期落葉被害によるものか判然としなか

った。 

923 多様な品種の特性調査        （伊藤） 

新植２年目（甘柿４品種、渋柿３品種）、高接ぎ２

年目（渋柿２品種）、高接ぎ６年目（渋柿１品種）を

調査した。また、本年１0月に勘助ほ場で枝変わりが

確認された。前年８月 20 日の台風による早期落葉被

害で、本年春に一部の樹で枯死がみられた。 

924 気象災害被害樹の影響調査      （伊藤） 

前年８月 20 日の台風により早期落葉した樹の、せ

ん定強度と落葉程度が翌年の着らい、果実肥大に及ぼ

す影響、摘らい程度が果実肥大に及ぼす影響を調査し

た。翌年の生育への影響として、1年枝中のでんぷん

含量の低下、翌年の新梢長の短小化、母枝当たり着ら

い数、着らい枝率の低下、収穫時果実重の低下、果実

着色の早期化、硬度の低下、日持ち日数の短期化が確

認された。落葉率が 75％以上の樹では１年枝数の 55

％程度をせん除する弱せん定とすることで翌年の着

らい数を確保でき､果実の初期肥大も向上した。弱摘

らいは生理落果を助長し､果実肥大率を低下させるた

め不向きであると考えられた。 

925 ハクサイにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

(小池) 

べたがけ被覆することにより抽苔発生の抑制効果

が見られ、栽培の安定が図られた。 

926 レタスにおけるべたがけ被覆の実用性の検討 

(小池) 

べたがけ被覆することにより収量の増加が見られ、

栽培の安定が図られた。 
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927 ハマキムシ類の防除効果の確認    （伊藤） 

殺虫剤１剤について検討した。対照薬剤と比較して

効果がやや劣るが､無処理区と比較して効果はあり､

実用性はあると考えられた。薬害は認められなかった。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 18 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】  

1 

 

2 

豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 

 

佐渡における水稲新品種「ゆきん子舞」の高品質・安定栽培のための施肥法 

佐渡 作物、作物研、

高冷地、食品研 

佐渡 作物 

 

1 

2 

【活用技術】 

佐渡における大吟醸酒用水稲新品種「越淡麗」の高品質栽培法 

８月下旬の台風・潮風害によるかき「平核無」早期落葉樹の被害様相と管理法 

 

佐渡 作物 

佐渡 園芸 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報（平成 18 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

3 

除草剤を使わない水田抑草技術に関する研究 

佐渡在来のそば「羽茂在来」の特性 

特産おけさ柿「平核無」の長期貯蔵技術に関する新知見 

佐渡 作物 

佐渡 作物、食品研 

佐渡 園芸 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 17 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 (普及) 豆腐がおいしい大豆品種「たまうらら」の栽培特性と収穫適期幅の拡大 佐渡農技、作物研、 

食品研 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

佐渡における2004年台風15号による水稲の潮風害 第1報 
水稲の出穂期の違いと収量・品質（佐藤 徹、金井政人） 

北陸作物学会報第41号 平18.3 
 

佐渡における2004年台風15号による水稲の潮風害 第2報 
水稲の収穫時期の違いと収量・品質（佐藤 徹、金井政人） 

北陸作物学会報第41号 平18.3 
 

 
 
 イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 開催年月日 

佐渡における2004年台風15号による潮風害（佐藤 徹） 日本作物学会北陸支部・北
陸育種談話会第42回講演会 

平17.7.11 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
おけさ柿調査ほ・展示ほ成績書 佐渡農業振興連絡会おけさ柿部会 

 
平 18.1 伊藤公一 

果樹指導指針 新潟県農林水産部農産園芸課 平 18.3 伊藤公一 
 

佐渡の稲作 佐渡農業振興協議会  稲作振興会 平 18.3 佐藤 徹 
金井政人 

 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 17.4.21 
（他６回） 

にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）佐渡
地区推進会議 

30 佐藤 徹 
金井政人 

平17.5.13 
（他２回） 

平成17年度営農計画管理調査「佐渡地区」打ち合わせ 12 伊藤公一 

平 17.7.9 「佐渡米」現地研修会 151 佐藤 徹 

平 17.7.9 佐渡農業技術センター成果発表会 118 熊木 茂 
伊藤公一 
金井政人 
小池洋介 

平 17.7.12 にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）第２
回栽培・コスト部会 

32 佐藤 徹 

平17.7.20 
（他３回） 

酒米「越淡麗」ほ場巡回・生育検討会 20 佐藤 徹 
金井政人 

平 17.9.12 台風14号通過後作物関係緊急対策打合せ 31 佐藤 徹 
金井政人 

平 17.10.6 平成 17 年度水稲作柄検討会（佐渡地区農林統計協議会）
にいがた 

31 佐藤 徹 
金井政人 

平 17.11.11 にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）第３
回栽培・コスト部会 

35 佐藤 徹 

平 17.11.29 平成 16 年度試験研究からみた夏作物作柄検討会 50 佐藤 徹 
金井政人 

平 18.1.17 にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）第４
回栽培・コスト部会 

36 金井政人 

平 18.2.22 重要問題検討会 15 全研究員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 
  なし 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.6.13 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 現地研修会 Ｈ16 年度メロン栽培試験 
について 

熊木 茂 

平 17.7.7 おけさ柿部会 おけさ柿担い手セミナー 摘果等について 伊藤公一 

平 17.8.30 新潟県果樹振興協議会 
 

おけさ柿現地研修会 台風被害後の管理 伊藤公一 

平17.11.22 佐渡農業改良普及セン
ター 

新潟エキスパート農業者
緊急育成事業第4回水稲環
境保全型農業グループ別
講座 

抑草試験結果 佐藤 徹 

平 18.1.30 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 
 

出荷反省会 Ｈ17 年度メロン栽培試験
結果紹介 

小池洋介 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

        所在地 佐渡市中興甲 351 番地 

        建物面積 延 1,739.51 ｍ2 

        圃場面積 田 12,900ｍ2、 畑  27,052ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 1,826   9 54 1,763 

維持管理費 2,111     2,111 

経常研究費 1,527     1,527 

ほ場・飼育管理費 4,414   2,715  1,699 

受託試験費 2,370    2,370  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 1,310      

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 1,550      

その他（他課事業費） 938      

合   計 16,046 0 0 2,724 2,424 7,100 
注）その他（他課事業費）は農業総合研究所費以外の予算。 
 
(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務)[兼務] 

 

(研究) 

センター長 

庶務係長 

主任 

主任研究員 

〃 

熊木  茂 

鈴木 暁美 

堀川  保 

佐藤  徹 

伊藤 公一 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

金井 政人 

小池 洋介 

赤塚 良和 

山川 利喜 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 17 年 

4 月 1 日付 

転 出 

 

 

 

転 入 

小田切文朗 

藤井 春男 

 

榎  麻美 

熊木  茂 

鈴木 暁美 

 

堀川  保 

農業総合研究所・基盤研究部長 

佐渡地域振興局企画振興部 

地域振興課長 

両津高等学校・主事 

センター長 

副参事（庶務係長） 

 

主任 

センター長 

副参事（庶務係長） 

 

主事 

農業総合研究所・企画調整室長 

水産海洋研究所佐渡水産技術セン

ター・副参事 

佐渡トキ保護センター主任 

 

 (5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

なし  
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(6) 派遣研修者 

なし 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 
3 回 2 回 7 回 12 回 
204 人 51 人 180 人 435 人 

 

(8) 無体財産権など 

 なし 

 

(9) 栄 誉 

  なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・佐渡農業技術センター 
       （佐渡市中興、北緯 38 度 1 分、東経 138 度 21 分、標高７ｍ） 
平年値：昭和 46 年～平成 12 年 
  （日照時間については、平成 12 年は平成２～11 年、平成 13 年以降は平成２～12 年の平均値を準平年値とし

て用いた。） 
日射量(MJ／cm２)は平成 11 年より観測を始めたため、平年値はない。 

 
(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(hr) 
日射量 
(MJ) 

降水量(mm) 
年 月 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 平年 

16 10 15.4 14.8 20.3 19.8 10.6 9.9 121.7 144.2 277.7 185.5 134.9 

 11 12.0 9.3 16.5 13.7 7.5 4.8 102.4 99.6 206.6 105.0 168.2 

 12 5.7 5.0 10.0 8.5 1.5 1.4 85.6 53.1 161.1 167.0 167.0 

17 1 2.7 2.1 6.0 5.2 -0.5 -1.0 54.4 49.3 150.2 178.0 159.7 

 2 1.3 1.8 4.4 5.1 -1.8 -1.5 40.1 67.4 184.4 113.0 129.9 

 3 4.6 4.5 8.6 8.5 0.7 0.6 107.1 125.4 330.4 119.0 102.6 

 4 10.7 10.1 15.6 14.7 5.7 5.6 199.6 166.0 536.6 66.5 97.9 

 5 14.6 15.0 19.3 19.4 9.8 10.7 193.1 165.8 596.5 65.5 111.5 

 6 21.5 19.4 25.6 23.1 17.3 15.6 154.9 117.5 555.1 212.5 150.4 

 7 23.1 23.0 26.8 26.8 19.5 19.3 125.0 134.9 504.2 97.5 167.1 

 8 26.1 24.7 30.5 29.1 21.8 20.4 203.6 189.4 574.7 248.0 144.0 

 9 22.0 20.6 26.6 25.2 17.4 16.1 150.1 130.6 389.5 123.5 154.4 

 10 16.1 14.8 21.2 19.8 11.0 9.9 164.4 144.2 328.5 237.5 134.9 

 11 9.4 9.3 14.0 13.7 4.9 4.8 100.1 99.6 199.1 188.0 168.2 

 12 2.2 5.0 5.0 8.5 -0.6 1.4 44.7 53.1 132.8 188.5 167.0 

18 1 0.9 2.1 4.1 5.2 -2.4 -1.0 67.8 49.3 171.5 74.5 159.7 

 2 3.0 1.8 6.7 5.1 -0.6 -1.5 77.3 67.4 216.0 62.0 129.9 

 3 4.7 4.5 9.4 8.5 0.0 0.6 135.0 125.4 359.8 92.0 102.6 

（注）１ 気温については平均値、降水量、日照時間については合計値。 
   ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
   ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当センターでは平成２年より新

太陽電池式に切り替えた 
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